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　序章Ⅰ







　ある夏の日──、

　俺おれは戦場に戻もどった。

　いや、戻もどらされた。




　そしてはっきりと分かった。

　人生で一番重要な場所は、戦場ではないと。

　それは、家族が待っている日常だと。

　人生で一番大切な行こう為いは、ギャンブルではないと。

　それは、しっかりと生きることだと。




　それにずっと気付けなかった俺おれは、

　あの日、あの戦場で死んだ。




　あの日──、

　俺おれは日常に戻もどることができた。




　あの夏の日のことは、一生忘れない。
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　序章Ⅱ







　２０２６年８月16日（日曜日）　20時20分




「ちょっと！　助けて！　ヘルプ！」

　レンの悲痛な叫さけび声ごえに、仲間達たちは答えます。

「むーりー」

「いや、これ、無理だわ、ごめんよー」

「すまん。こっちスナイパーに狙ねらわれている。さっきから顔を出せない」

　ピトフーイ、フカ次じ郎ろう、エムの順番で、通信アイテムを装着しているレンの耳に声が戻もどってきて、

「ぐっ！　薄はく情じよう者もの達たち！　魔ま女じよにカエルにされてしまえ！」

　レンは罵ののしっていました。呪のろっていました。

　ピンクの戦せん闘とう服ふくを着て、ピンクのマガジンポーチを両りよう腰ごしにぶら下げて、手にはピンクのＰ９０を持ったレンは、石造りの壁かべの脇わきで縮こまっていました。

　石はピンクではありません。空の色と同じ、鈍にぶい灰色でした。

　幅はば10メートル、高さ１メートルほどの石いし壁かべは、小さなレンの姿を隠かくすには十分な広さがありました。あるはずでした。

　しかし、

　ばごん！

「うひゃ！」

　轟ごう音おんと共に、その石いし壁かべの端はしが直径数十センチの大きさで丸く吹ふき飛とびました。レンが悲鳴を上げました。

　たーああああん。

　最後に、遠くから銃じゆう声せいが、狼おおかみの遠とお吠ぼえのように聞こえてきました。

　吹ふき飛とんだ石いし壁かべがレンの目の前でなかったので、悲鳴を上げることができました。目の前だったら、破は片へんがレンの顔面を直ちよく撃げきして、ヒットポイントを半分にしていたことでしょう。悲鳴など上げる余よ裕ゆうも、なかったでしょう。

「ふひい」

　レンは己おのれの幸運さに息を吐はきましたが、さらに、

　ばごん、ばごん、ばごん。

「ひゃ！　ぶひっ！　あふっ！」

　音と悲鳴が重なり、そのたびに壁かべが削けずられていきます。レンが隠かくれられる場所が、ますます少なくなってきました。

　レンが隠かくれるこの石いし壁かべの周囲１００メートルには、ただ黒く湿しめった土が広がるばかり。他に逃にげ隠かくれする場所はありません。

　敏びん捷しよう性せいに優すぐれたレンの高速ダッシュなら、相手の射しや撃げきから逃にげられるかと思いきや、それも無理です。

　なぜなら、その前にレンは高速ダッシュでこのフィールドを突つっ切きろうとして、マシンガンの連射に撃うたれてこの場所に逃にげてきたからです。

　石いし壁かべにどうにか逃にげてマシンガンの連射を防ぎ、〝ここならしばらく大だい丈じよう夫ぶだろう〟と思ったら、巨きよ大だいな銃じゆう弾だんが飛んできて、壁かべを打うち砕くだき始めたのです。

　ばごん。

「ひゃひ！」

　小さいレンですが、隠かくれる場所も、どんどん小さくなっていきます。石いし壁かべの残り幅はばは、３メートルくらい。

　遠くにいるはずの仲間は、援えん護ごしてくれるかと思いきや、

「あの破は壊かい力りよく、最低でも５０口径ね。相手は対物ライフル持ちかあ。いいなー」

「ピトさん、ＳＪ２で使ったアレは？」

「アレねー。持ち主が売ってくれないのよねー。しかもあの時に壊こわしちゃったからひどく怒おこられてねー、もう絶対に貸さないって言われてねー」

「俺おれも、フィールドでドロップしそうなモンスターを探してはいるんだが」

「ほんじゃさ、私が見つけたらバカ高く買ってくれる？」

「もちろん！　フカちゃん頼たのむわー！」

　安全な場所で、別の話で盛り上がっていました。援えん護ご射しや撃げきの〝え〟の字もありません。

　もっとも、三人はかなり遠いところにいるので、援えん護ごの効果は薄うすい、という事情はレンにも分かっているのですが。

「くそー！」

　レンの脇わきで壁かべが崩くずれ、残りはほんのわずか。次にここに銃じゆう弾だんが飛んでくれば、自分ごと吹ふっ飛とばされるのが明々白々になり、

「たあ！」

　レンは飛び出しました。

　己おのれの実力を信じ、死中に活を求めるために。

　そして、撃うたれました。

　マシンガンから放たれた弾だん丸がんの群れが、レンの飛び出した場所の〝先〟へと飛んできました。完全に、この瞬しゆん間かんを待たれていました。実に見事に動きを読んだ射しや撃げきです。

「えー！」

　急停止するより前に小さな体のあちこちに銃じゆう弾だんが食くい込こんで、レンのヒットポイントを猛もう烈れつな速度で減らしました。

　ゲージが黄色から赤へと移り変わって、そのスピードは落ちず、

「ダメか……。くそー！　あいつら──、強い！」

　レンが己おのれの運命を悟さとって悪態をついた瞬しゆん間かんに、ゼロになりました。足から力が抜ぬけて、小さな体がコロンと横に転がりました。

　レンは、死にながら見ました。

　湿しめった土の向こう、５００メートルほど離はなれた場所に静かにそびえる、欧おう風ふうの古城を。

　倒たおすべき敵がいるのに近づけない、悪あく魔まの城を。




　視界の一番左上で、チームメイトの一人のヒットポイントゲージが消え、名前の上に×印と１８０の数字が点灯したのを確かく認にんしたピトフーイは、

「はい、レンちゃん死亡、っと」

　小さく呟つぶやきました。
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　第一章　「いくさがはじまるまで」







　２０２６年７月31日（金曜日）　15時07分




「〝第一回、小こ比ひ類るい巻まき香か[image: 蓮]れんさんに自分が強いことを分からせるにはどうすればいいか会議〟かいさーい！」

　東京某ぼう所しよのとある部屋の中で、女子校の夏服を着たお下げの少女が、立ったまま天てん井じように手を上げ、声こわ高だかに宣言をしました。

　周囲にいる、同じ制服を着ている五人の若い女の子達たちが、

「おー！」

「わー！」

「かいさーい！」

　などと楽しそうに声を上げたり、ぱちぱちぱちと、小さな手を叩たたいたりしました。

　五人は低い丸テーブルをぐるりと囲んで、白い絨じゆう毯たんの上にペタンと座すわっていました。

　テーブルの上には、結けつ露ろで汗あせを搔かいているアイスティーの入った六つのグラスと、いくつもの大皿小皿に盛られた大量のお菓か子しが置いてありました。スーパーで売っている全ての種類を集めたのではないかというくらい、バラエティに富んでいました。

[image: ]

　天気のいい真夏の一日でした。大きな窓にかかったレースのカーテンからは、眩まばゆい空の光が煌こう々こうと差さし込こみ、天てん井じようの備え付けのエアコンは、かなり頑がん張ばっていました。

「では、僭せん越えつながら部長の私が、今回の議長を務めさせていただきます」

　言いながらペタンと座すわった黒くろ髪かみお下げの少女が、チョコレートを挟はさんだクラッカーに手を伸のばしながら言いました。

　彼かの女じよの名は、〝新に渡と戸べ咲さき〟。都内にある名門女子大学附属高等学校の三年生にして、新体操部の部長です。身長は１５０センチあるかないかほどで小こ柄がらですが、今ここにいる女の子達たちは全員それくらい。どんぐりの背比べです。

　咲さきはお下げを揺ゆらしながら、カリッとクラッカーをかじって、

「さて、香か[image: 蓮]れんさんは先日、私に電話で言った。『わたしも強くなりたい』と」

　五人の新体操部の仲間達たちに話しかけました。

　それぞれが、真面目そうな顔で、お菓か子しを食べながら静せい聴ちようします。

　咲さきの右みぎ隣どなりにいるのは、〝藤ふじ澤さわカナ〟。肩かたまでストレートの髪かみを下ろした、勝ち気そうな表情の子です。同じく三年生にして、副部長にして、咲さきの親友で右みぎ腕うで。

「この件について、どう思うかね？　諸君」

　咲さきの年寄りくさい口調の問いかけに、

「信じられないですなあ」

　カナはパイナップルソース入りマシュマロを食べ終えたばかりの口を開いて答えました。

「うむ、その心は？」

「ちょっと長くなるけど、いい？」

「うむ。申してみい」

「あれだけ強いのに。以上説明終わり」

「短っ！」

　鋭するどいツッコミを入れたのは、カナの対面に座すわっていたショートカットの少女でした。

　女の子にしては限界であろう短たん髪ぱつで、実は少年ですと言っても通りそうなハンサム顔をしています。名前は〝楠くすのきリサ〟。二年生。もちろん部員です。

　ツッコミを入れただけで、リサの口は、卵ボーロを五つ同時に食べる方へと役目を変えました。

「とっても、香か[image: 蓮]れんさんらしいです」

　おっとりとした口調で、リサの隣となりの少女が言いました。

　長い黒くろ髪かみを後ろで一つにまとめた、とてもおとなしそうな雰ふん囲い気きの女の子。リサと同じく二年生で、名前は〝安あん中なか萌もえ〟。

　萌もえはそれだけ言うと、ポテトチップスのカレー味に手を伸のばしました。パリポリと食べ始めました。

　咲さきが、うむ、と一度唸うなって。

「そうなのだ。香か[image: 蓮]れんさんは、あんなに強いのに、もっと強くなりたいと思っている！　しかしそれは、飽あくなき強さを追求する武ぶ闘とう家かのような決意の言葉ではなく、単純に自分はまだ弱いと信じてしまっている、本心の吐と露ろなのである！」

　どん、と咲さきが軽くテーブルを叩たたいて、お菓か子しのお皿が揺ゆれました。

「我々は、なんとしても、香か[image: 蓮]れんさんに〝十分強いのだ〟ということを分かってもらわねばならなーい！」

　議長の演説は熱を帯びてきましたが、実際には最初に言ったことと何も変わらず、ここまでの数分で何も進んでいませんでした。お菓か子しが減っただけでした。

　そのお菓か子しをさらに減らしてやろうと白い手を伸のばしたのが、一人だけ金きん髪ぱつの少女です。波打つ肩かたまでの金きん髪ぱつはもちろん地毛で、生まれつき持った瞳ひとみの色は、晴れやかなブルー。

〝ミラナ・シドロワ〟は在日ロシア人の少女で、三人目の二年生です。大好物の酢す昆こん布ぶを手にしたミラナは、それを口に入れる前に、

「でも、例えばワタシ達たちが頑がん張ばって、結果的に殺しちゃったら、〝やっぱりわたしは弱いんだ〟って思っちゃうと思います」

　サラリと物ぶつ騒そうなワードをちりばめて、思うところを口に出しました。

　殺すといっても、実際に人を殺すことはしません。

　彼かの女じよたちの頭の中にある共通認にん識しきは──、五感の全てを投入して遊べる、フルダイブ型ヴァーチャル・リアリティ・ゲーム。

　具体的には、彼かの女じよ達たち、附属女子高校新体操部や、香か[image: 蓮]れんが遊んでいる『ガンゲイル・オンライン』（ＧＧＯ）でのお話。

　そのミラナの脇わきで、きなこに埋うまっていた餅もちに蜜みつをかけるお菓か子しを、鼻息できなこを吹ふき飛とばさないように注意しながら食べている少女がいました。

　小さな串くしで柔やわらかい餅もちを上手うまく持ち上げて、ぱくんと一口で食べて、

「んー、あまーい」

　幸せそうな感想を漏もらした少女の名前は〝野の口ぐち詩し織おり〟。黒くろ髪かみをボブカットにした、日本人形のような顔立ちです。そして三年生。

「うむ。詩し織おりはどう思うかね？　もちろんそのお餅もちのことではなく」

　咲さきの質問に、

「うーんとね──」

　咀そ嚼しやくと嚥えん下かを終えた詩し織おりは真面目そうな顔で答えます。

「わたし達たちが頑がん張ばって香か[image: 蓮]れんさんを──、ゲームの中だから〝レン〟を倒たおすのと、〝強いと気付かせる〟ことは矛む盾じゆんするようで矛む盾じゆんしないと思う。わたし達たちだって決して弱くないし、それは香か[image: 蓮]れんさんも認めてくれているし。だから、レンを徹てつ底てい的てきに苦しめて倒たおしてしまうもよし、叶かなわず負けてしまってもよし。でも、できれば勝ちたい」

　おとなしそうな美少女からの実に強気な意見に、咲さきはパシンと膝ひざを叩たたきました。

「うむ！　そういう意見が聞きたかった！」

「じゃあ──」

　カナが、グレープ味のグミを食べ終えた口で言います。

「つまりは今まで通りに、我ら〝附属高校新体操部〟の永遠のライバルとして、レンに立ち向かっていけばいいというわけだね？」

「さよう！」

「たのしみー！　ボクはまた本気で戦いたい！」

　一いち人にん称しようがボクのリサが、声を弾はずませました。そして、どら焼きに手を伸のばしました。

　咲さきは満足げにうんうんと頷うなずくと、後ろを振ふり返かえりました。

　そして、

「というわけで、いかに私わたし達たちが真面目に、この難題に立ち向かっているか、お分かりになりますか？」

　この部屋の主人に問いかけたのです。

　リビングとは大きく開くドアで繫つながっている隣となりの部屋、そこにあるベッドの上に座すわっていたのは──、

　先ほどから、言われたとおりに黙だまって聞いていた、身長１８３センチの長身女性。

　つまりは小こ比ひ類るい巻まき香か[image: 蓮]れんは、

「えーっと……」

　困った顔をして、それだけ返しました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　香か[image: 蓮]れんが新体操部の面々とお菓か子しパーティーをしていたちょうどそのとき、日本のあちこちでは、いろいろな人がいろいろなことをしていました。




　例えば、神かん崎ざきエルザという名の、小こ柄がらな女性シンガーソングライターは、

「他に腹筋の鍛きたえ方がないのかほらあ！」

「ぐっ！」

　阿あ僧そう祇ぎ豪ごう志しという名の若い男の、逞たくましく引ひき締しまった腹を拳こぶしで殴なぐっていました。

　二人は東京某ぼう所しよにある自宅マンションの広々とした一室で、短パンとランニングシャツというお揃そろいのスポーツウェアで、汗あせを流していました。

　既すでに汗あせだくのエルザですが、腹へのパンチラッシュを止めません。拳こぶしを痛めないように、簡単なグローブをつけています。

　豪ごう志しは豪ごう志しで、腹筋を引ひき締しめて仁に王おう立だちです。殴なぐられてもまったくブレません。腹筋だけでなく、かなり体幹ができあがってないとこうはいきません。

「ほい！　ワンツウ！」

「ぐっ！　ぐっ！」

　殴なぐる方は、ボクササイズ。殴なぐられる方は、腹筋の鍛たん錬れん。

　一見すると健康そうなアクティビティ中でしたが、

「もっとか？　もっと下を殴なぐればいいのか？」

「もっとです！　もっと下を！」

　実際かなり不健全でした。







　例えば篠しの原はら美み優ゆという名前の女子大生は、涼すずしい北の大地──、北海道のど真ん中にある大きな駅の前で、

「今年は本当にあちーな……。地球温暖化が本番か？　それともこれがあれか、ネットで有名な〝道ど産さん子こを殺す夏〟か……？」

　一人、デートの待ち合わせをしていました。

　パステルカラーのフリルつきワンピースという、一部男性を殺しにかかっている爽さわやかなお嬢じようさんスタイルの服装で、髪かみ型がたもおとなしめ。顔にはいつもの眼鏡ではなく、コンタクトレンズです。

　そして額には、じっとりと汗あせ。

　駅前にある大きな温度計が、この地にしてはかなり高い数値を指しています。表示の限界に達しそうです。

「えいくそ、早く着きすぎた。しかし、駅ナカに引ひっ込こんでから出てきたら、〝こいつ、一人で涼すずんでいやがったな〟とバレるな……。〝中にいるからー〟って連れん絡らくするのも、アレだな……」

　美み優ゆは周りに誰だれも居ないことをいいことに己おのれの思考をぶつぶつと呟つぶやくと、

「ええい、女は我が慢まんだ！」

　一声気合いを入れたあと、澄すました顔をして駅前の炎えん天てん下かにいることを選びました。

　ちなみに、数日前の合コンで話が盛り上がって連れん絡らく先さきを交かわした別の大学の男子との初デートでしたが──、

　この数時間後に、お互たがい〝こいつとはやっていけぬ！〟と思って円満に別れることになります。







　例えば、〝デヴィッド〟というアバター名でＧＧＯを遊んでいるプレイヤーの男は、

「失礼します！」

　訪問先のドアに向かって、大きな声で挨あい拶さつをしつつ、大きく頭を下げました。

　場所は千葉県成なり田た市しの住宅地。

　濃こい青空に、白い雲がぽつぽつと浮うかんでいます。離り陸りく直後の飛行機も浮うかんでいます。

　北海道よりさらに何度も暑い、盛せい夏かど真ん中です。蟬せみの鳴き声が響ひびいています。

　男は、某ぼう有名宅配便会社の半はん袖そでシャツ制服を着ていて、狭せまい道に停とめられていた会社のマークが入った電気自動車ＥＶトラックに走って戻もどってきました。

　年ねん齢れいは三十代半ばで、短い髪かみと立派な体格は、柔じゆう道どう選手を思わせました。毎日の宅配で健康そうに日焼けしている太い腕うでで、手早くシートベルトを締しめました。

　男は、ハンドル脇わきのボタンを押おして車のシステムを起動、次の宅配場所を示すトラックのモニターに目をやりました。

　ギアを入れるレバーをちょこんと操作してからアクセルを踏ふむと、電気モーターの力でトラックは静かに動きだしました。

　同時に、静かすぎると危ないので歩行者向けの警報音が、とても情けない音を立て始めます。

　男は住宅地の細い道を安全運転をしながら、

「いい天気だ。こんないい天気の日は、銃じゆうが撃うちたい。そして、今度こそあの女を……」

　ぼそっと、とてもデンジャラスなことを呟つぶやきました。

　もちろんそれはＧＧＯの中でのことで、〝あの女〟とは、前回と前々回のスクワッド・ジャムで煮にえ湯ゆを飲まされたピトフーイですが、この呟つぶやきがトラックのドライブレコーダーに拾われてしまい──、

　後日抜ぬき打うち安全運転チェックをしていた上司から、一体どういうことだと叱しつ責せきされることになります。







　例えば、静岡県の伊い東とう市しで、

「せんせー！　ばいばーい！」

「はい、気をつけて帰ってくださいね。ひどく暑いですから、熱ねつ中ちゆう症しようにも気をつけて」

　元気に手を振ふるセーラー服の高校生女子に、爽さわやかな笑え顔がおで手を振ふり返す男がいました。

　年ねん齢れいは二十代後半くらい。派手さのない髪かみ型がたに、線の細い顔立ち。銀ぎん縁ぶちフレームの眼鏡に落ち着いたスーツ姿が、知的な印象を与あたえます。

　そこはビルの中に入った小規模の学習塾じゆくで、大学受験夏期講習の昼の部がちょうど終わって、最後の一人がドアから出て行ったところでした。

「先生、お疲つかれ様さまでした。夜の授業の前に、少し休きゆう憩けいしてはいかがですか？　お茶とお菓か子しを用意しますけど」

　振ふり向むいた男にすぐ近くから声をかけたのは、この塾じゆくでアシスタントのアルバイトを始めたばかりの小こ柄がらな若い女性です。本業は女子大生で、年ねん齢れいは二十歳はたちそこそこ。

　そのバイト女子が彼かれを真まっ直すぐ見上げる表情は、どこかうっとりとしています。話しかけるときに必要以上に近づくことから、好き好きオーラを隠かくそうともしていません。

　よほど鈍どん感かんな男でなければ、目の前の女性が、自分に好意を寄せているのが分かることでしょう。

　そしてその男は、

「ありがとうございます。でも、テストの採点を先にやってしまいたいので、あとでお茶だけいただきます」

　持ち前の鈍どん感かんっぷりをフルに発揮して、爽さわやかな笑え顔がおと、誰だれにでも使う丁てい寧ねいな敬語で断りました。

「そうですか……」

　ショボンとした顔と落とした肩かたと共に引き下がっていくバイト女子を見ることもなく、男は塾じゆくのオフィスの自分の机に座すわって、英語のテストの答案の採点を始めました。

　２０２６年の今、タブレット端たん末まつで答えさせる塾じゆくも多いのですが、ここではまだ古式ゆかしき紙を使っていました。男はテキパキと、テスト用紙に○×をつけていきます。

　その手並みは鮮あざやかでした。まるで産業機械のような動きを続けて、恐おそるべき集中力で、あっという間に数クラス分、五十枚ほどを採点し終えました。

　答案用紙をトントンとまとめて、クラス別に専用のファイルに入れて、男は一呼吸つきました。そして、事務机の引き出しに入っていたスマートフォンを取り出しました。

　仕事の邪じや魔まにならないように音も振しん動どうも通知を全て切っているので、画面を見て初めて、そのメッセージに気付きました。

　画面の中には、シンプルな一文がありました。

『例のアレ手に入れた』

　たったそれだけですが、

「っ！」

　男は静かに、空いている手で拳こぶしを握にぎりしめました。整った顔に皺しわを刻みながら、目を瞑つぶりながら大きく微笑ほほえみました。

　直後、バイト女子が湯気の立つマグカップを持っていそいそと、まるで新にい妻づまのような雰ふん囲い気きでオフィスに現れ、

「何か、いいニュースでもあったんですか？」

　声を弾はずませて聞きました。

　会話の切きっ掛かけになれば何でもいいとばかりに。どんな答えでも、食いついてみせるぜという気き概がいと共に。

　そして男は、落ち着いた様子でスマホを引き出しにしまって、

「えっと……、すみません、メッセだったんですが、仕事とは関係のないことなんですよ。本来は、勤務中に見るべきではありませんでしたね」

　堅かた物ぶつらしいセリフを言うと、

「いつもありがとうございます」

　丁てい寧ねいなお礼の言葉と共に、マグカップを受け取りました。

　せっかくオフィスに二人きりなので何か会話を弾はずませたいバイト女子をほとんど無視状態で、男は、美味おいしいともマズいとも言わずにお茶を飲み始めました。

「…………。私、掃そう除じしてきますね」

　落らく胆たんした彼かの女じよを、目で追いもしませんでした。

　バイト女子が教室の中に消えて、男は再びスマートフォンを取り出すと、コッソリと画面を見ました。

　ガンゲイル・オンラインのスマホ用メッセージアプリから送られた文章を再び見て、再び微笑ほほえんだ彼かれの本名は〝志し乃の原はら修しゆう哉や〟。

　日本中に散らばる、機き関かん銃じゆう大好きＧＧＯチーム、〝全日本マシンガンラバーズ（ＺＥＭＡＬ）〟の一人です。







　例えば、神奈川県某ぼう所しよに居を構えている五十代の小説家は、

『あーもうしょうせつかけなーい！　ねむーい！　寝ねてもいいよね？　ね？』

　インターネットの単文投とう稿こうサイトにそんな情けない文字を書かき込こんでいて、全世界中に恥はじをさらしていました。

　漫まん画がや雑誌、そしてエアガンなどのおもちゃでごちゃごちゃした机の上に、仕事道具のパソコンが置いてあります。背もたれの高い椅い子すに座すわったまま、男は目を閉じて、遠えん慮りよなく昼ひる寝ねを始めようとしていました。

　そんな彼かれのパソコンで鳴ったのは、メールが来たよ、の合図。

「あー？　げんこうまだですよー」

　怠だるそうに目を開けてクリックして開いたメールアプリの中で、なかなかの長さの英語が躍おどっていました。わずか１秒後、自動翻ほん訳やく機能で完かん璧ぺきな日本語に直されました。便利な世の中になったものです。

　それを薄うす目めでつらつらと読んだ男が、

「乗った！」

　がばっと身を乗り出しました。

　急に目が覚めたようです。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　日は少し進んで、４日後。

　８月４日の火曜日のことです。

　灼しやく熱ねつの猛もう暑しよ真っ最中の地元北海道に、香か[image: 蓮]れんは戻もどってきていました。先月末の新体操部のみんなとのお菓か子しパーティーの２日後に飛行機に乗って、春休みぶりの帰郷です。

　そして、地元で今も暮らしている、彼かの女じよ曰いわく〝ブイブイ言わせている〟篠しの原はら美み優ゆとの再会を祝し、最も寄よりのファミレスで、それはもう高校時代から何度も通った馴な染じみの店で駄だ弁べっていました。

　二人とも、Ｔシャツに短い丈たけのパンツという、とてもラフな格好です。

「フラれたんじゃない、フったんだ！　この違ちがいは、でかい！　とても！」

　先日のデート後即そく別れについてひとまず美み優ゆが熱弁を振ふるい、その話題が一段落したので、香か[image: 蓮]れんはＶＲゲームへと話題を変えました。

　咲さき達たちに、〝また本気で戦おうね！　約束だよ！〟と、翌日の遊びをねだる子供のような懇こん願がんをされたことを伝えたあとに、

「でもさ、なんか、ちょっと……、ＧＧＯを遊ぶことに迷いが生まれている、っていうか」

　香か[image: 蓮]れんが、元気なく言いました。大きな体が、しゅるりと小さくなったようでした。

「どゆこと？」

　ピザを食べているのに追加注文した揚あげたてフライドポテト（大）にケチャップをたっぷりつけて食べながら、美み優ゆが対面から聞き返しました。

「うんとね……、簡単に言うと、ゲームの中とはいえ、人を撃うった殺したとかいう残ざん酷こくなことを、このまま楽しんでいていいのかなあって」

　パチクリ。美み優ゆが、大きなセルフレームの眼鏡の向こうにある目を瞬しばたたきました。

「おおい、何を今さらそんなところに戻もどる？」

　かなり呆あきれた口調でした。しかし、責めてはいません。

　香か[image: 蓮]れんはリアルでもヴァーチャルでも好物のアイスティーを少しストローで啜すすったあと、

「その……、ＶＲゲームを始める理由だった〝別人になりたい〟って欲求は、まあひとまず達成できたし、そろそろ別の趣しゆ味みを見つけてもいいのかもなあと、ちょっと思って……。えっと、美み優ゆみたいに免めん許きよ取って運転とか？」

「先日、ダディの車のトランクと家の壁かべを同じ形で凹へこませて、免めん許きよ証しようをシュレッダーにかけられそうになったけどね。ウチの車デカすぎるぜ」

「…………。えっと、何か他の趣しゆ味みを──」

「おい、コヒーよ」

　美み優ゆが、ドスの利いた声を出しました。

「ひょっとして、最近テレビでよくやってる〝夏の戦争特番〟でも見たかね？　沖おき縄なわ戦がどーのこーの、テロとの戦いがどーのこーの、戦後81年がどーのこーのってやつだ」

「えっと……」

「あー、見たなこりゃ。相変わらず素す直なおに受け取ること」

　美み優ゆは、ポテトを皿の上から消し去る行こう為いを中断しました。

「そりゃね、ＧＧＯはドンパチ人殺しよ？　やってることは、とてもリアルではできないことばかりよ？　でも、あくまでもゲームよ？　それを楽しんで、強くなって、バリバリやらかしたって、実際には誰だれも死なない。まあ、ＳＪ２のときとかの、ごくごく一部のイっちゃった人の例外はさておきね。ユーシー？」

「まあ……」

「私は、アメリカ製の痛快強ごう盗とうアクションドライブゲーで罪もない町中の人を跳はね飛とばしてるけど、免めん許きよを取ったとはいえ、近所では実際にはやってないよ？」

「やっていたら大事だよ。東京でもニュースになっていたよ」

「その違ちがいがそれだけ分かっていれば大だい丈じよう夫ぶ。コヒー、大学出たら傭よう兵へいになりたい？　フランス外人部隊入りたい？」

「そんなわけないし」

「ならＯＫ」

「んー……」

　まだ完全に納なつ得とくできてない、自分の中にモヤモヤを抱かかえている様子の香か[image: 蓮]れんに、美み優ゆは再び手に取ったポテトで人を指さしながら問いかけます。あんまりマナーは良くありません。

「じゃさ、アルヴヘイム・オンラインに、ちょびっと来る？」

　ニヤリ、と笑った美み優ゆの顔を見ながら、

「…………」

　香か[image: 蓮]れんは考えました。

　およそ１年前のこと。

　最初の最初、一番の最初に遊ぼうとしたフルダイブ型ＶＲゲームが、美み優ゆが入いれ込こんでいるアルヴヘイム・オンライン、略りやく称しようＡＬＯです。そこは、翼つばさの生えた数多あまたの妖よう精せい達たちの住む、色とりどりの眩まぶしくも美しい世界。

「それも、悪くない、かもね……」

　愛着のあるちびっ子レンと、たとえ一時とは言え別れるのは辛つらいですが、一つの可能性として否定しなかった香か[image: 蓮]れんです。

　システム基き盤ばんが一いつ緒しよのＶＲゲームでは、キャラクターは〝コンバート〟という形で別ゲームに引ひっ越こしできます。美み優ゆが、ＡＬＯではそこそこ有名なキャラクター〝フカ次じ郎ろう〟の強さを相対的に引ひき継ついで、ＧＧＯに何度も来ていることで実証済み。

　今なら、最初に作られた長身アバターでも何か許せる気がするし、それもいいかなあと思った香か[image: 蓮]れんに、

「でね、言っておくけど、ＡＬＯは〝剣けんと魔ま法ほう〟の世界だから、戦せん闘とうはエグいよー！」

　美み優ゆは、今日一番嬉うれしそうに語ります。

「待まち伏ぶせくらって、振ふり向むいたらゴツい斧おので脳天を割られたことがあるよ。相手を胸から真っ二つにしたことがあるよ。可か愛わいい猫ねこ耳みみ部族を、長ちよう剣けんで二人まとめて串くし刺ざしにしたこともある。紅ぐ[image: 蓮]れんの炎ほのおで焼かれたこともあるし、ハンマーで押おしつぶされたこともあるし、飛んでいて落下させられたことも。ファンタジー世界だからバトルもファンタジーチックかっていうと、全然そうじゃないんだなあ。まだ銃じゆうを使う方が、基本的には長ちよう距きよ離りでの攻こう撃げきだし、殺す感覚が薄うすいんじゃないかってすら思うよ」

　レストランが、よくこれで営業を続けられると心配になるほどガラガラで助かりました。こんな会話は、あんまり他人に、しかも食事中の人には聞かせられません。

「うー」

「なあコヒーや。〝戦争ドキュメントを見て銃じゆう撃げき戦がなんか嫌きらいになった〟とか、噓うそだろ？」

「うっ──」

「表情が分かりやすいなあお主は。本当は、ピトさんやＳＨＩＮＣのボスとかに、真っ向からピュアな──、まあピトさんはちょっと歪ゆがんでるが、それでも鮮せん烈れつで強きよう烈れつな〝ライバル心〟を向けられてしまって困ってしまって、戦うことから、できればなんとなくそれとなく可能な限り逃にげたいと思ってるだけだろ？」

「…………」

「そんな中で夏の戦争特番見たから、可か愛わいらしく言い訳に使いたかっただけだろ？」

「…………」

「あははは！　ダメダメ、もちっとみんなと向き合いな！　お前はそれだけ強くなってしまったのだよ。ライバル達たちを焚たきつけてしまった以上、最低でももう一回は、本気で戦う義務がある。現場から逃にげるのは、次の〝いくさ〟が終わってからでいいだろう。いつになるかは、今はなんとも言えぬがな」

「…………」

「それに本当は、お前も分かっているのさ。〝戦うのが楽しい〟ってことがな。人には闘とう争そう心しんがある。老ろう若にやく男なん女によ関係なくな。それを認めて、ゲームで発散するのは悪いことじゃない。レッツエンジョイだぜ」

　絶句していた香か[image: 蓮]れんが、ムスッとした顔で言います。

「これだからエスパーは。その能力を、少しは外国の人のために使えばいいのに……」

「ひゃっひゃ。分かりやすい分かりやすい。でも、それがコヒーのいいところだよ」

「むっ。馬ば鹿かにしてる？」

「してるしてる」

「むっ！　お前のポテトを食ってやる！」

「おう、食え食え！　足りなかったらいくらでも注文しろ。男に使うはずの金が余ってる」

　それから二人は、芋いも食ぐい女と化しました。

　二人は芋いもを食べました。そして芋いもを食べます。

「コヒーよ、夏の戦争特番なんて毎年一いつ緒しよなんだから、そんなの真面目に見なくてもいいって。それより」

「それより？」

　もぐもぐ。

「怪かい奇き特番を見なよ」

「そっちの方がおんなじだよ！」

　もぐもぐ。

「話は変わるが、最近私は、ネットテレビで懐かしのアニメにハマってる」

「また妙みようなところを」

　もぐもぐ。

「親が見ていたような昭和時代のアニメ、意外と面おも白しろい」

「ふーん」

　もぐもぐ。

　二人が、追加注文した二皿目のフライドポテト（特大）を共同作業で平らげたとき──、

　ぶぶぶ。ぶるる。

　二人のスマートフォンが、ハンドバッグの中とシートの上で、同時に振しん動どうしました。

「ん？　まったく一いつ緒しよってことは、アレか？　ＧＧＯからか？」

　美み優ゆがそう言いながら、手についた油をちゃっちゃとお手ふきで拭ふいてから、スマートフォンを手に取りました。

　香か[image: 蓮]れんは、バッグから自分のを取り出しましたが、確かにこんな同時に届くのは、ＧＧＯ運営からのメールという可能性が一番高いです。されば内容は同一なので、美み優ゆの画面チェックを待つことにして、ポテトの食べ過ぎで渇かわいた口を潤うるおすために、アイスティーを飲みました。

「ほう！」

　美み優ゆが、怪あやしく瞳ひとみを煌きらめかせました。

「やっぱりＧＧＯからだよ。しかも、〝今までのスクワッド・ジャムの上位入賞経験チームの皆みな様さま御おん中ちゆう〟ときた」

「……？」

　香か[image: 蓮]れんが、本気で首を傾かしげました。その内容がサッパリ想像できません。

　美み優ゆが本文を読む時間が、店内ＢＧＭだけが聞こえる時間が過ぎていきました。手紙が長いのか、１分、いや２分近くの時間が過ぎました。

　途と中ちゆう、香か[image: 蓮]れんも自分のスマートフォンで読もうかと思いましたが、なんとなく負けた気がするのでジッと待ちました。

　そして、

「ははっ！」

　美み優ゆが、最高のニタリ顔と共に、画面から顔を上げました。そして、楽しそうに言うのです。

「喜べコヒー。〝いくさ〟がはじまるぞ」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　ＧＧＯ、上位入賞チームメンバーの皆みな様さまへ




　前略。

　最初に書いておきますが乱文ご容よう赦しやください。真面目な手紙書くの、超ちよう苦手なので。

　私は、ＳＪ１と３を主しゆ催さいした小説家です。なんか色々ありましたが、今日も元気に生きています。

　今回、ＳＪ上位入賞チームのメンバーさん達たちに、素す敵てきなゲームのお誘さそいがありまして、お手紙を書きました。

　楽しいと思うので最後まで読んでくださいね。




　今月（２０２６年８月）の16日（日曜日）の20時（午後８時）から、ＧＧＯ内の特設フィールドにおいて、スクワッド・ジャムとは違ちがったゲームが開かい催さいされます。

　これは私の発案ではなく、ＳＪ１の件で仲良くなった、ＧＧＯ運営会社《ザスカー》に勤める米国在住の知人（仮に、ミスター・スミスとでもしましょうか）、彼かれからの依い頼らいです。




　応おう募ぼ方法含ふくめ、ゲームの詳しよう細さいやルールは添てん付ぷした書類にキッチリ書きましたが、ここで簡単に紹しよう介かいすると──、

『新しく作られたＡＩ操作のＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの戦せん闘とう力りよくをチェックするための、テストプレイ』

　になります。ＳＪみたいな名前がないので、〝２０２６０８１６テストプレイ〟と呼んでいます（以後〝テストプレイ〟）。

　専用特設フィールドに、新型ＮＰＣ達たちが守る〝拠きよ点てん〟がありますので、複数チームで同時に攻こう略りやくを開始してください。

　最初に敵本ほん陣じんを陥かん落らくさせたチームを優勝とします。なので、必ずしも敵ＮＰＣを全ぜん滅めつさせなくてもＯＫです。生いけ捕どりにしてもＯＫ。まあ、多分殺さないとクリアは簡単にはできないと思いますが。

　今回は、必ずしも参加チーム同士で殺し合わなくても構いません。もちろん、殺し合っても全然問題ありませんが。




　ミスター・スミス曰いわく、敵ＮＰＣはＧＧＯ開発スタッフの総力を結集して作られた最新のゲーム用ＡＩ（人工知能）を搭とう載さいしていて、ただでさえ強い上に、ゲーム中ですら進化するとか。使う装備も最新、そして強力なモノです。

　そこで、一度死んだらゲームオーバーでは厳しすぎると彼かれは考え、攻こう撃げきチーム側だけは３ライフ制を採用しました。つまり、二回までなら戦死してもゲームに戻もどれます。三回目の死亡でアウト。




　この招待状を受け取った皆みな様さまは、個人プレイが華はなとされるＧＧＯの中で、申し分ないほど優ゆう秀しゆうなチームプレイヤーです。

　お盆ぼん休みの最中で色々忙いそがしいかとは思いますが、ＧＧＯのさらなる発展にご協力のほど、なにとぞよろしくお願いします。

　チームは二人からでも参加できますが、できれば六人フルメンバーのフル装備で参加いただけると、テストデータがより取りやすくなるので、本当に助かります。

　なお、参加プレイヤーには戦せん闘とう相応の経験値が付ふ与よされますし、内容は秘密ですが、優勝チームには豪ごう華かな賞品もありますよ？




　それでは、ふるってご応おう募ぼください。




　追つい伸しん・私は出るなと言われたので出ません。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　日本中で、ＳＪ上位プレイヤー達たちが同時にこのメールを受け取って──、

『で、ま、す、よ、ね!!』

　即そく座ざに反応して、わずか３分後、香か[image: 蓮]れんがメールを読み終わるのと同時にメッセージを送ってきたのは、咲さきでした。

『で、ま、す、わ、よ!!』

　即そく座ざに反応して香か[image: 蓮]れんのスマートフォンから勝手に返事を送ろうとしたのは、美み優ゆでした。

「ちょっとー！」

　香か[image: 蓮]れんの異議申し立てを聞いて、美み優ゆは送信ボタンを押おす指を一いつ瞬しゆん止めました。

「よかべ？　それとも、16日の夜にヤバめの用事でもあった？」

「ないけど、そうじゃなくて、まだこっちにいるの！　ノートパソコンはあるけど、アミュスフィアがない！」

〝ゴーグル型、精神を異世界へ連れて行ってくれるマシン〟であるアミュスフィアがなければ、どうあがいてもフルダイブ型ＶＲゲームは遊べません。

　香か[image: 蓮]れんはＧＧＯを遊んでいることを家族の誰だれにも秘密にしていますので、結構かさばる、そして目立つアミュスフィアは、里帰りで持って帰ってこられないのです。

　しかし美み優ゆは、

「じゃあ問題ないゾっと」

　ポチ。容よう赦しやなく送信ボタンを押おしました。

「ちょっとー！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。例のブツならウチに二台あるぜ。しかも一つは買ったばかりだ。臭においはまだついていない」

「え？　なんで……？」

　一人で同時に二つ使うことなど絶対に不可能な機械なので、香か[image: 蓮]れんは本気で疑問に思いましたが、

「あっ──」

[image: ]

　５秒後に気付きました。そして悲しげな表情で言うのです。

「〝幻まぼろしの彼かれ氏し〟の分か……。そうか……、一いつ緒しよに遊びたかったんだね……。ご愁しゆう傷しよう様さま……」

「勘かんのいい女は嫌きらいだよ」







[image: 第二章 戦場への招待]










　第二章　「戦場への招待」







　８月16日。日曜日。

　テストバトル当日がやってきました。

　誘さそいを受けてからこの日まで、香か[image: 蓮]れんはずっと北海道にいました。

　お盆ぼん休み中は、里帰りしてきた兄や姉や甥おいや姪めいと一いつ緒しよに、道内の家族旅行を存分に楽しんでいました。

　すなわち、その間は一度もＧＧＯにログインできず、レンとして腕うでを磨みがくどころか、技量を保つための訓練すらできなかったということです。

　香か[image: 蓮]れんは、

「うーん、若じやつ干かん、というか結構不安だよ」

　17時頃ごろ、そう言いながら篠しの原はら邸ていの玄げん関かんをくぐりました。美み優ゆの実家にやってきました。

　過去何度も訪おとずれたことのあるこの家はとても広く、さらに他の家族は全員旅行中とのことで遠えん慮りよはいりません。美み優ゆの家族とは仲がいいので、あんまりしたこともありませんが。

　外はまだ陽ひが高いですが、呆あきれるほど暑かった日々も収まってきて、東京に比べればずっと過ごしやすい、いつもの北海道でした。

　篠しの原はら邸ていのリビングには、早い夕食として美み優ゆが用意したスパゲッティ・カルボナーラが大皿で、どんと置いてありました。他にもシーザーサラダと、デザートのチーズケーキ。チーズだらけです。

　それらをモリモリと食べながら、二人は作戦会議を始めます。

「私だって、昨夜ＧＧＯにコンバートし直したばかりだよ。あ、アイテムあんがとさん。右みぎ太たも左ひだり子こも、元気そうだった」

　美み優ゆは普ふ段だんはＡＬＯの人ですので、妖よう精せいの仲間達たちに一声かけてから、三度ＧＧＯにお引ひっ越こし。金きん髪ぱつ美少女戦士フカ次じ郎ろうとしての武器装備その他のアイテムは、レンの借りている保管庫から暗証番号を聞いて受け取っていました。

「どういたしまして。ピトさんやエムさんは？」

　香か[image: 蓮]れんは、ピトフーイやエムとのやりとりを全て美み優ゆに任せてしまっていました。ＧＧＯに入れない香か[image: 蓮]れんですし、神かん崎ざきエルザに直接連れん絡らくを取るのは、いろいろ怖こわいですし。

　あの日、咲さきほどではないにせよ、ピトフーイからも参加するのが至し極ごく当たり前のような雰ふん囲い気きでメッセージが来ていました。やる気です。殺やる気です。

　ピトフーイが参加するのならエムが参加しない理由は、阿あ僧そう祇ぎ豪ごう志しという男が死んでいない限りは皆かい無むですので、前回と同じく四人でチーム〝ＬＰＦＭ〟を組むということになっています。

「18時57分に、西ブロックのショッピングモールの入口で集まろうってさ。なんか早く行って買い物してるみたいだよ」

　もぐもぐと食べながら、合間に美み優ゆが教えてくれました。ちなみに時間が中ちゆう途と半はん端ぱなのは、19時ジャストだと少し遅おくれてもいいかなと油断する人の心理を突ついたテクニック。

「ふーん。新しい銃じゆうかな？　それとも弾たまかな？」

　自分のＰ９０の弾たまはたくさんあったなと思いながら、香か[image: 蓮]れんは答えました。

　前回のＳＪ３にて、チーム〝ビトレイヤー〟への優勝賞品は、５．５６ミリ口径アサルト・ライフルをカタログからどれか一丁と、そのマガジンと弾だん薬やくのフルセットでした。

　チームメンバー全員になので、早い段階で死んだＴＯＭＳのコールや、ブリッジでピトフーイに殺されたＴ─Ｓのエルビン、ＭＭＴＭのリーダーことデヴィッド、そして最終決戦場で派手に散ったボスなども受け取っています。

　レンに知るよしはありませんが、裏切り者チームを裏切るはずだったコールなんかは、かなり複雑な心境だったでしょう。

　そしてレンは、即そく座ざに銃じゆう砲ほう店てんで売うり払はらっていて、そのお金はＰ９０の弾だん薬やくと数個の新マガジン、そして失った《ナーちゃん》ことコンバットナイフの二世に変わっていました。

　その気になれば別の銃じゆう、例えばより重量と射程と威い力りよくのある一丁を装備できるほどキャラクターパラメーターは上じよう昇しようしたレンですが、Ｐ９０から浮うわ気きはしません。一いち途ずです。この銃じゆうがＧＧＯから弾はじき出だされるまで、使い続けることでしょう。

「ピトさんの買い物？　ああ、レンを倒たおすための秘密兵器だよ」

　サラリと恐おそろしいことを言った美み優ゆに、

「今回は、何があってもピトさんとは戦わないよ！」

　ベーコンたっぷりすぎるサラダを追加で取り分けながら、香か[image: 蓮]れんは答えました。そして、

「作ったキャラクターのテストをしたいって人には申し訳ないけれど、わたしが参加する目的は一つ。ＳＨＩＮＣとの勝負」

「ほう、ほほう？」

　美み優ゆがニヤリと笑いながら、怪あやしい相あい槌づちを打ちます。

「だから、拠きよ点てん攻こう略りやくとかはみんなに任せて、わたしはたとえ一人になってでもボス達たちを捜さがして、見つけ次し第だいチャンスを窺うかがって突とつ撃げきするから」

「そりゃあいいけど、単たん騎きであの六人に勝てるとでも？」

　美み優ゆが、自分の皿に取り分けたカルボナーラにさらに粉チーズをかけながら訊たずねました。どんだけチーズが好きなのでしょうか。

「分からない。でも、勝てなくてもいい。負けて死んでもいい。もう一回、本気の勝負ができれば、それでいい」

「ほーう」

「でも、六人の不意を突ついて一気に懐ふところに飛とび込こめれば……、可能性はゼロじゃないと思ってる。接近戦ならナイフもある。できるだけのことはやる」

　そう言いきった香か[image: 蓮]れんは、鋭するどい目をしていました。それは、戦う人間の目でした。二十歳はたちの女子大生にこんな顔をさせてしまうＧＧＯ、恐おそるべし。

「やれやれ。ちょいと前は、とってつけたような理由を述べて勝負から逃にげ出だしたいとか言っていたお嬢じようさんが、急に漢おとこになったねえ。ナンか生えた？」

「約束を思い出しただけだよ。だから、フカたち三人は、拠きよ点てん攻こう略りやくよろしく。そんで、ユー達たち、優勝しちゃいなよ」

「おっけおっけー。やっちゃるやっちゃる。ま、ＮＰＣなんて、強くてもたかが知れてるからね」

「そんなに余よ裕ゆう？」

　香か[image: 蓮]れんが意外そうな顔で訊たずねました。手紙やルールに、今回は強いよマジで、と書いてありましたので。

　美み優ゆはあっけなく答えます。

「私は、楽ちんだと思ってるよ。いくら新型で強いたってさ、あんまり強くしすぎたらゲームとして成立しなくなっちゃうでしょ？　〝二回まで死ねる〟ってのも、そりゃあれよ、ラッキーヒットでゲームが終わっちゃうとテストが続かないから、そうしているだけっしょ」

「そうか……」

　香か[image: 蓮]れんは納なつ得とくして、フォークでクルクル巻きにしたスパゲッティを口に運びました。

「じゃ、そっちは心配してない」







　18時57分になって、１ヶ月と少しぶりに会ったピトフーイは、

「レンちゃーんっ！」

　相変わらず抱だきついて絞しめ殺ころしにきたので、

「はっ！」

　レンはするりと躱かわしてエムの後ろに逃にげました。敏びん捷しよう性せいではピトフーイには負けません。相手の意図さえ分かれば避さけるのは容易たやすいのです。

　実際の日本時間とリンクした黒い夜の空の下、ケバケバしいネオンサイン煌きらめく不夜城、それがＧＧＯの首都、ＳＢＣグロッケンです。その西ブロックのショッピングモールのエントランス前に、四人はいます。

　香か[image: 蓮]れんは自分のノートパソコンと、美み優ゆがデート用に買った新品アミュスフィアを使って、美優の部屋でＧＧＯにログインしています。さすがにベッドは持ち主に譲ゆずって、自分はお客用布団の上でごろり。

　レンはいつも通りの装備です。くすんだピンクに染めた戦せん闘とう服ふくの上下と帽ぼう子し。肩かたからは、やはりピンクに塗ぬった相棒、ＦＮ社製のＰ９０。ＳＪ１とＳＪ２でそれぞれぶっ壊こわれたので、３丁目のピーちゃんです。背中にはナイフ。

　フカ次じ郎ろうも、今までとまったく同じ服装です。

　マルチカム迷めい彩さいの長なが袖そでシャツとショートパンツ。下は黒いタイツに、頭の上は大きなヘルメット。体には、防ぼう弾だんプレートを身につけるためのプレートキャリア。これはグレネード弾だんを入れるポーチがついています。

　武器は、今はストレージにしまっていますが、４０ミリ口径、６連発グレネード・ランチャーの《ＭＧＬ─１４０》を２丁。サイドアームとして、腕うでが悪すぎて撃うっても当たらない《Ｍ＆Ｐ》自動拳けん銃じゆうが１丁。

「ま、二人ともお元気そうで何より！」

　ヴァーチャル世界でアバターで、元気かどうか分かるのか分かりませんが、ピトフーイはタトゥーを刻んだ顔をほころばせました。

　そのピトフーイも、変化はありません。紺こん色いろの、体のラインが分かるつなぎを着ています。

　装備や銃じゆうは一いつ切さい実体化していませんが、今までのＳＪで使ってきた《ＫＴＲ─０９》アサルト・ライフルでしょう。

「やあ」

　寡か黙もくなエムはそれだけしか言いませんが、むしろ彼かれがぺちゃくちゃ喋しやべり出したら逆に不安になるので、これでＯＫです。

　顔も体も巌いわおのようにゴツいエムは、今日も毒々しい緑の迷めい彩さい服ふく姿です。

　装備品やバックパックはまだ何も実体化していません。こちらも、武器は《Ｍ１４・ＥＢＲ》、７．６２ミリライフルに、《ＨＫ４５》拳けん銃じゆう。そして広げてもバラしても使える楯たてでしょう。

「ピトさん、買い物は終わった？」

　フカ次じ郎ろうが聞いて、

「バッチリ！」

　ピトフーイは笑え顔がおで頷うなずきました。

　顔だけ見れば爽さわやかなのですが、どうしてもレンには、腹に一物隠かくしているように見えてしまう、それがピトフーイ。

「お二人、何買ったんで？」

　フカ次じ郎ろうが聞きました。多分こいつ、また自分用のプラズマ・グレネード弾だんだといいなと思っているに違ちがいありません。

「それはひみつー！」

「えー」

　抗こう議ぎのアヒル口を作ったフカ次じ郎ろうに、ピトフーイは一度ウインク。

「ま、追々分かるわよん。イフ、今回の敵がもし強かったらねー」

「むう。期待薄うすだなあ……」

　フカ次じ郎ろうは、不満そうに小さな肩かたをすくめました。

　ピトフーイは、何も言いませんでした。







　テストのスタートは、20時ちょうどです。

　普ふ通つうに遊んでいるプレイヤー達たちで騒さわがしいレストランでテーブルを囲み、四人はドリンク片手にそのときを待っていました。

　その少し前、射しや撃げき勘かんを取とり戻もどすため、レンはモール内のシューティングレンジでＰ９０を数十発撃うちましたが、まだ時間にはだいぶ余よ裕ゆうがありました。なのでお茶会です。

　添てん付ぷされていたルールブックにありましたが、今回は特定の酒場での事前集合や、死亡後の10分間待機が一いつ切さい必要ありません。

　時間になれば、ＧＧＯログインさえしていれば、どこにいようが勝手に転送されます。三回死んだら、または降参すればすぐに戻もどってこられます。中ちゆう継けいもなければ、観客もいません。

　そもそもＳＪとは規模が違ちがい、出場者もグッと少ないはず。

　しかし、何人何チームが参加しているか、誰だれがこのテストプレイに参加しているのか、今のレン達たちには分かりません。発表がないからです。レストランにいる人ひと達たちの中にも、ひょっとしたら参加者がいるかもしれません。

「まあ、ボス達たちＳＨＩＮＣは参加しているわよねー」

　ピトフーイが楽しそうに言いました。腹に一物ありそうですが、ピトフーイはいつもありそうですし、要するに普ふ段だん通りの彼かの女じよです。そして、

「多分、ダビド達たちＭＭＴＭもいるでしょうね。あいつ、こういうの大好きだから、気合い入ってるでしょ」

「ふむ。他には？」

　フカ次じ郎ろうが聞きました。

「ノーアイデア」

「じゃあ、参加はたった三チームってことも？」

　フカ次じ郎ろうが、今度は期待を込こめて聞いて、

「そんなことも、あるかもしれないし、ないかもしれないし」

　これが大人の余よ裕ゆうか、それともそうでないのか、結論を急がないピトフーイでした。

　いっそ三チームだけだったらいいのに。レンは思っていますが口には出さず、アイスティーをストローで啜すすりました。

　ピトフーイは、

「今回は新型ＮＰＣの強さも、その立たて籠こもっているって陣じん地ちの様子も分からないし、途と中ちゆうに敵になりえるチームがどんくらいいるかも分からない。まるで、洞どう窟くつ探検ってとこね」

「普ふ通つうのクエストみたいだねえ」

「普ふ通つうのクエストみたいねえ」

「ま、やる以上は優勝目指すしかないね」

「ま、やる以上は優勝目指すわよねえ」

　フカ次じ郎ろうとピトフーイが意見を揃そろえたとき、20時ちょうどになりました。

　レストランのテーブルから四人が光の粒りゆう子しを散らしながら消えて、グラスだけが残されました。

　豪ごう快かいな飲み逃にげに見えますが、注文時にクレジットは減っているので大だい丈じよう夫ぶです。







　今回はあくまでもテストプレイ。ＳＪとは何もかも違ちがうので、事前に準備する待機ゾーンもありません。

　レストランから転送された次の瞬しゆん間かん、レン達たち四人は、実際の戦場になるフィールドに立っていました。

　先ほどまでの喧けん噪そうが、一いつ瞬しゆんで静まりました。

　いきなりすぐ隣となりに敵チームがいる、なんて意地悪はないと思いますが、思いたいですが、ＧＧＯプレイヤーの常で、レンはすぐに周囲を警けい戒かいします。

　レンはしゃがみながらＰ９０の装そう塡てんレバーを引いて、５．７×２８ミリ弾だんの１発目を薬室に送おくり込こみました。

　金属が小気味よく擦すれ合あう金属音は、自分が戦士になった合図です。ボスと、ＳＨＩＮＣと戦うためにここに来たことを、

「よしっ。行こう、ピーちゃん」

　レンは再確かく認にんしました。ついでに、

「ナーちゃん二世も」

　背中のコンバットナイフの位置も確かめました。〝二世〟がつきましたが、普ふ段だんは省略されることでしょう。

　ピトフーイやエムが実体化した銃じゆうに装そう塡てんする音を聞きながら、レンは立ち上がりました。視線の先とＰ９０の銃じゆう口こうをシンクロさせながら、周囲を見み渡わたします。

　そこは、殺風景な平原でした。

　草も生えない湿しめった土の上に、かなり巨きよ大だいな、それこそ軽自動車くらいの大きさの岩がぽつぽつと点在しています。その間かん隔かくは、だいたい20から30メートルくらいでしょうか。

　岩が大きすぎて移動できず、農地にしたくてもできなかった無意味な土地、といったイメージの場所でした。もちろんここは地球人類が滅ほろんだ後のＧＧＯ世界。耕そうとする人もいないのですが。

　空は曇くもりで、ＧＧＯ特有の、鈍にぶい鼠ねずみ色いろに赤色を混ぜたような、描えがくときに絵の具の調合が面めん倒どうくさそうな色をしています。

　太陽ははっきりと見えず、その位置は分かりません。まあどこかにあるのでしょう。

　風は、ほとんど吹ふいていませんでした。弾だん丸がんは風の影えい響きようを受けるので、スナイパーには有利な条件です。

　土地が平らなので、岩の隙すき間まを縫ぬって１キロほど向こうまで、大地が繫つながっている様子が見えます。その先は、霞かすんでぼんやりして分かりません。

　周囲にも目を配ってみましたが、ひとまずは敵となるような人ひと影かげは見えませんでした。レンは一安心。

　すると、

「むっ……。変、だな……」

「そうね……、変ね」

　後ろから、エムとピトフーイの声が聞こえました。

　Ｐ９０の銃じゆう口こうを下ろしながら振ふり向むいたレンは、フル装備の二人を見ました。

　エムは、会ったときから変わらないメインウェポンであるＭ１４・ＥＢＲをスリングで肩かたに提さげ、右みぎ腿ももには《ＨＫ４５》拳けん銃じゆうがホルスターに収まります。

　広げても一枚でも使える楯たてを入れた、レンがスッポリ入りそうな大型バックパックを背負い、プラズマ・グレネードも４発、腰こしの後ろに提さげています。

　ピトフーイは、いつもの黒い防ぼう弾だんベストをつなぎの上に着ています。頭にはヘッドギア。外からは見えませんが、光こう剣けんはどこかに必ず持っているでしょう。

　ただ、銃じゆうがガラッと違ちがっていました。

　ＫＴＲ─０９に75連ドラムマガジンをつけて撃うちまくるのがＳＪでの彼かの女じよでしたが、今日は違ちがいます。手にしているのは、ドイツのヘッケラー＆コッホ社製《ＨＫ４１６Ｃ》という短縮アサルト・ライフル。

　ＨＫ４１６Ｃに関しては、以前モンスター狩がりでピトフーイが使っていたので、そして頼たのんでもいないのに説明されたので、レンは覚えていました。

　Ｍ４というコルト製のアサルト・ライフルをＨＫ社が作ったのがＨＫ４１６で、ＨＫ４１６Ｃはそのコンパクトバージョン。

　持ち運びしやすいように、ストックが伸しん縮しゆく式になっていたり、銃じゆう身しんがグッと短かったりします。そして軽量で、３キログラムほどと、レンのＰ９０と同じくらいの重さしかありません。

　確か相当高価な銃じゆうだったはずですが、現実のお金をつぎ込こんで銃じゆうを買ってる神かん崎ざきエルザは、ヒットメーカーでリッチですから気にしていません。香か[image: 蓮]れんも曲を買ってますから。

　銃じゆう口こうには金属製の円えん筒とう、つまり銃じゆう声せい抑よく制せい器きであるサプレッサーがついていました。バレット・サークルと被かぶるので、ドットサイトなどの光学照準器は使いません。

　ピトフーイがこの銃じゆうを撃うつときは、伸しん縮しゆく可能なストックは一番短くしておいて、肩かたに当てません。両手で構えた銃じゆうを前に伸のばし、ワンポイントスリングとの引っ張り合いで安定させ、まるで拳けん銃じゆうのようにスパスパと撃うちます。

　ピトフーイの武装の違ちがいはそれだけではなく、ＳＪで両りよう腿ももに吊つっていた２丁の《ＸＤＭ》拳けん銃じゆうと、左ひだり腰こしに日本刀のように提さげていた《Ｍ８７０ブリーチャー》短縮ショットガン──、前回飛んできたグレネードを撃うち落おとしたあの銃じゆうが、今回はありません。

　全体的に軽量でコンパクト、体の面積がグッと少なくなる装備です。

　今までのピトフーイが《ピトフーイ重武装型》とするのなら、《ピトフーイ軽量突とつ撃げき型》とでも称しようしましょうか。

　どうやら彼かの女じよ、拠きよ点てん攻こう略りやくというテストプレイの性質を考えて、狭せまい場所での、素す早ばやさが重要な戦せん闘とうが多くなると踏ふんだようです。

　それにしても、近きん距きよ離り戦せん闘とうで有利な拳けん銃じゆうやショットガンをスパッと除外するとは。実に思い切っています。光こう剣けんがあるからいいと思ったのでしょうか。

　いつも装備は一いつ緒しよのエムと、状じよう況きようによって柔じゆう軟なんに変えるピトフーイ。そんな対照的な二人を見たレンは、

「〝変〟って……、何が？」

　さっきの発言に対して、聞き返しました。

　ピトフーイの装備は違ちがいますが、それだって特別に変なことではありません。そもそもピトフーイまでもが唸うなる理由が不明。本気で謎なぞでした。

「あら？　私が今まで以上に美人になってる？」

　両りよう肩かたに、太ったリボルバーのお化けみたいな、茶色に塗ぬられたグレネード・ランチャー、ＭＧＬ─１４０を提さげたフカ次じ郎ろうが言って、

「いや同じ」

　レンは即そく座ざに否定しました。

「空よ」

　ピトフーイが、短い言葉で答えました。レンが見上げました。そこにあるのは、いつものＧＧＯの空でした。

「はい……？」

「レンちゃん、今何時何分？」

「えっと──、20時01分」

　左手首内側に巻いたデジタル表示の腕うで時ど計けいを見たレンが素す直なおに答えて、

「ああっ！」

　そしてようやく気付きました。

「あー！　そういうことか！　こいつぁ、ヘンだな確かに！」

　フカ次じ郎ろうも分かってくれたようです。

　ＧＧＯでの時間は、現実のそれとリンクしています。正確に言うとサーバーのある場所。この場合は日本時間です。

　だから、昼にダイブすればフィールドは昼、夜なら夜になるはずです。実際、さっきのグロッケンでは空は夜でした。

　もっとも、夜といっても本当に真まっ暗くら闇やみだとゲームが普ふ通つうに遊べなくなるので、フィールド内に何かほんのりとした光源となるものがあったり、月の光が強きよう烈れつだったり、いろいろと工く夫ふうされています。

　しかしここは、曇くもっていて太陽が見えないとはいえ、明らかに昼間の設定。

「確かに変だね……。こんなの、ＧＧＯでは初めてだ」

　レンは、再び空を見上げました。

　流れていない鉛なまり色いろの空が、まるで音もなくのしかかってくるようで、ひどく圧あつ迫ぱく感を感じました。

「テストプレイとはいえ、本来はフィックスされているはずの時間設定までこんなにいじっちゃうなんて……、凄すごいわね！　凝こってる！」

　ピトフーイが、途と中ちゆうまで真しん剣けんな口調で、最後は面おも白しろげに言いました。







　時間設定の謎なぞはさておき、まずはマップ確かく認にんをしなければなりません。

　ルールブックでは、一辺10キロメートルのＳＪのフィールドとは違ちがい、今回は拠きよ点てん攻こう略りやくバトルに必要最低限な広さしかないと記き載さいされていました。

　これも書いてありましたが、サテライト・スキャンがないので、そのための端たん末まつは与あたえられません。

　代わりに、左手のウィンドウ操作で、目の前に地図を出せます。

　攻こう略りやく地点と自分の位置は常に表示されますが、敵ＮＰＣの位置や、敵になるかもしれない他チームの位置は一いつ切さい出ません。

　まあバトルロイヤルでないので、別チームの位置はどうでもいいのですが、ＳＨＩＮＣの位置は知りたかったと、レンはかなり悔くやしがりました。

　エムが左手を振ふってウィンドウを開いて、すぐに出せるように一番浅い階層にある〝ＭＡＰ〟の文字に触ふれました。

　自分の目の前だけに出たであろう地図を、エムは腕うでをさっと振ふって、目の前の地面に、まるでシートを敷しくように広げてくれました。これで、全員で見ることができます。

　ピトフーイが、

「さーって、今回の戦場は、っと」

　２０２６年の今も放送が続いている国民的長ちよう寿じゆアニメの次回予告のような口調で言いながら、足あし下もとの地図を見下ろしました。レンやフカ次じ郎ろうもそれに倣ならいます。

　見たところ、簡単な地図でした。

　北を上にして、大地が広がっています。地形としては、森、荒あれ地ち、平原、草地の四つに分かれているようで、それぞれがだいたい東西南北に割れています。

　そこに、丸い円が赤い線で描えがいてあります。右下に距きよ離りの縮尺表がありますので、その円は直径が３キロメートルだと分かりました。

　その円が何かは分かりませんが、中心にはさらに小さな黒い円があって、中には〝Ｇ〟の一文字が。

「ははあ、Ｇか」

　フカ次じ郎ろうが、訳知り顔で言います。

「ここにあるんだな──、ゴマ団子が」

「ゴールでしょ」

　一応ツッコんでおいたレンです。

　円中央がゴールなら、新型ＮＰＣが守る拠きよ点てんがここで間ま違ちがいないでしょう。

　あのときメールについてきたルールブックには設定が書いてあって、

『七人の最強チームＮＰＣが、地球上の全人類を一いち撃げきで滅めつ亡ぼうしかねない凶きよう悪あく毒ガス弾だん頭とうを研究所から奪だつ取しゆして立たて籠こもった！　地球を滅ほろぼそうとする悪の組織の手に渡わたる前に、諸君選ばれしチームは敵てき陣じんに突とつ入にゆうし、卑ひ劣れつな奴やつ等らを全ぜん滅めつさせるか、その弾だん頭とうを奪うばい返かえすのだ！　制限時間は２時間！　健けん闘とうを祈いのる！』

　とのこと。

　レストランで読んだときに香か[image: 蓮]れんと美み優ゆは、

「ＧＧＯ世界は一度滅ほろんだ後なのに、〝凶きよう悪あく毒ガス弾だん頭とう〟とか、〝地球を滅ほろぼそうとする悪の組織〟って……」

「うーん、これ考えたヤツ、アホか。文章も頭が悪そう」

　思いっきりダメ出しをしたのですが、まあそこはそれ。設定文を書いたあの小説家を、どうか責めないであげてください。

「ま、〝マクガフィン〟ってことにしてやるか」

　美み優ゆが言って、

「ああ、脚きやく本ほんの中でのアイテム──、〝登場人物には重要だけど、シナリオとしてはなんでもいい〟っていうあれか」

　香か[image: 蓮]れんが納なつ得とくしました。

　マクガフィンについては、高校時代、映画好きの教師が教えてくれました。

　そのお話が成立さえすれば、それはなんでもいいものだと。

　今回の場合、毒ガス弾だん頭とうが、核かく弾だん頭とうでも、地球破は壊かい爆ばく弾だんでも、秘密の日記帳でも、〝横流しされたらヤバいから俺おれ達たちは奪うばい返かえしに行くぜ！〟というシチュエーションは成立します。

　こうして実際にフィールドに立ったレンですが、毒ガス弾だん頭とうや地球の未来なんてどうでもよく、相手を全ぜん滅めつさせるか、それを奪うばえればいいのです。

　いえ、レンに至っては、奪うばえなくてもいい、ＳＨＩＮＣと戦えればいいという有あり様さまです。

　そのゴールたる敵てき陣じんですが、地図ではどんな地形、または構造物かは分かりません。前回と同じく、視し認にんできるほど近づかないと分からず、それまでのお楽しみ、なのでしょう。

　そして、地図の真南の端はしっこ、円の弧こに触ふれる位置で、白く光っている点が一つ。

「俺おれ達たちはここだ」

　エムが、点を指さして言いました。

「前回のと、どこか似てるね」

　レンは素す直なおな感想を言いました。全員がそう思っているのか、あえて反応はありませんでした。

　前回のＳＪ３では、フィールドは島で、どんどん海水面が上がることで水すい没ぼつして狭せまくなっていきました。最後は中央に隠かくしてあった豪ごう華か客船が、必然的に舞ぶ台たいになりました。

　その途と中ちゆうの雰ふん囲い気きに、今の状じよう況きようはとてもよく似ています。今回の設定自体が、ＳＪ３を参考にして作られたのかもしれません。

　ピコン。

　かわいらしい音がして、レンの目の前に文字が立ち上がりました。空中に立体的に浮うかび、誰だれの目からも水平に読むことができる文字です。

　そこには、こう書かれていました。

『ルール設定追記・この円は、全生存キャラクターで、中心から一番遠い位置を半径とする』

「ああ、なるほど」

　レンが相あい槌づちを打ちました。

　みんなが中央の〝Ｇ〟に向けて進軍すれば、円はどんどん小さくなっていくわけですね。逆に引き下がれば、再び大きくなると。

　しかし、なんのための円なのでしょう？

　別に、円の外に出てはいけない、出られない、ということはなさそうです。視界の中でも地図上でも、円の外にだってフィールドは広がっています。もちろん、ある程度行くと行動限界はあるでしょうけど、少なくともそれはこの円ではありません。

　レンが不思議に思うと、タイミングよくその答えが表示されました。さっきの文章の下に、新しい文章が浮うかび上あがったのです。

『プレイヤーキャラクターが死んだ場合、二回までは、ちょうど１８０秒後にこの円周上で、そしてチームメイトから一番近い位置に復活する（注・チームメイトがいない場合は、死亡した位置と同じ角度の円周上になる）』

「ふむ、そういうことか」

　レンは納なつ得とくしました。

　今回は、３ライフ制──、つまり二回までは死者復活があるルールです。

　日本のゲーム用語で、死亡キャラのフィールドへの復活は〝リスポーン〟、あるいは呼びやすく〝リスポン〟と呼ばれています。この円周はいわば〝リスポーン線〟。

　特定のリスポーン地点を設けず、全チームがぐいぐい押おしていれば、それだけ再スタートがゴールに近くなるという設定です。ゲーム終しゆう盤ばんでゴールから遠い場所、例えば３キロ離はなれた今の線に戻もどされたらたまったモノではないので、プレイヤーには歓かん迎げいできる設定です。

　ルールブックに記き載さいされていましたが、復活時は10秒の無敵時間が与あたえられます。

　この間は、どんな攻こう撃げきを受けてもヒットポイントは減りません。同時に自分からの攻こう撃げきも、ノーダメージになります。

　もちろんこれは、運悪く別チームのすぐそばにリスポーンしてしまった場合の救護処置。しかし10秒は長いのか短いのか、よく分かりません。レンの足ならかなり遠くまで逃にげられそうですが。

「復活場所か。これ、一番ゴマ団子、じゃなくてゴールに近いチームには難なん儀ぎだねえ」

　フカ次じ郎ろうが言いました。

　確かに、円周はあくまで〝一番後ろにいる生存プレイヤーの距きよ離り〟です。一番乗りを目指そうと最前線でバリバリ戦っているチームから死者が出たら、その瞬しゆん間かんにかなり後ろに戻もどされることになります。

　ピトフーイが、

「その場合に取り得る作戦は二つ。その一、復活する仲間を迎むかえ入いれるために一度チームで撤てつ退たいするかその場に留とどまる。まあ、仮にチームのほとんどが死んじゃったら、そうするしかないわね」

「ふむ。その二は？」

　フカ次じ郎ろうが聞いて、ピトフーイは楽しそうに答えます。

「サッパリと置いてく」

「ひどい！　私には、レンを置いてくなんてできないよっ！」

「私だって辛つらいのよっ！　でも……、分かってっ！」

「くっ──、忘れない！　私……、レンのこと……、ずっと忘れない！」

「そうね。さあ二人で歌いましょう。勇ゆう敢かんな戦士の歌を……」

　三さん文もん芝しば居いを始めたフカ次じ郎ろうとピトフーイに、

「わたしが死ぬの前提やめれ」

　レンは冷めた目で言いました。

「ほい？　なんなら私が殺してあげるけど？　グレネードのサビにしてくれる」

「やめて、レンちゃんは私に倒たおされたがってるの！」

「二人とも、ゲームの趣しゆ旨しを理解しろ」

　チーム内の不和はさておき、円の謎なぞは解けました。

　ピトフーイが、

「まあ、実際その辺は戦せん況きよう次し第だいよ。それに、レンちゃんなら余よ裕ゆうで追いつけるでしょ？」

　そんなことを言いました。確かに、レンの足なら、３キロを追いつくのはそれほど難しくはありません。他の三人の方が大変です。

　ルールブックに、〝フィールド上で移動に使える乗り物は一いつ切さい登場しない〟と書いてありましたので、今回はキャラクターの足以外の移動方法はありません。ピトフーイ達たち三人にしてみれば、あんまり遠くに戻もどされるのは嫌いやなはず。

　そんな話をしている間に、追加ルールの文字が消えて、自分の目の前にアイテムが空中映像で飛んできました。

　太い注射器みたいな、あるいはペンみたいなそれは、ＳＪでもおなじみ、救急治ち療りようキットです。

　一回の使用で、自分のヒットポイントを最大30パーセント分回復してくれる、ただし１８０秒もかかるアイテム。

　ＢｏＢやＳＪと同じく、プレイヤーの公平を期すために、ゲーム中に回復アイテムはこれが三つだけです。そうでもしないと、金と体力のあるプレイヤーは、大量の回復アイテムを持もち込こんでしまいますから。

　レンは受け取ると、お腹なかの位置にある小型ポーチに差し入れました。いつも思いますが、できれば使わずに済ませたいものです。

「よっし、じゃあみんな、行こうかー！」

　ピトフーイが、元気よく言いました。まるでピクニックへの出発のように。

　レンが時計を見ると、だいぶ時間が経たっていて20時05分。

　この間、エムが注意深く、そして一番高い目線から周囲を警けい戒かいしていたので、近くに敵はいないはずですが、そろそろ動かなければなりません。敵チームの中には、地図もルールもさておき、突とつ撃げきをかましているものもいるかもしれません。

「そういやリーダー決めてなかったけど、エムでいいよね」

　ピトフーイが言って、誰だれも異論を唱えませんでした。

　むしろ、このメンツではエム以外いません。今回はリーダーマークやスキャンの位置が関係ないので、純じゆん粋すいに作戦を立てる人、という意味でのリーダーです。

　そのエムが、早さつ速そく指示を出します。

「真北に向けて進む。ポイントマンはレン。視界の一番上に常にコンパスを出しておくように。方位角ゼロで進め」

「了りよう解かい」

　先せん陣じんを切るのは、いつも小こ柄がらで高速なレンです。

「ピトフーイが左を警けい戒かい、少し開けてフカが右を警けい戒かい、そして殿しんがりが俺おれ。基本的に縦列で進む。今回はバトルロイヤルではない。積極的にこっちを襲おそうチームは少ないかもしれないが、待まち伏ぶせされたら各自対処しろ」

　三人から、了りよう解かいの返事。

　移動中に待まち伏ぶせされたときの対処方法は、以前エムからみっちり教わりました。すなわち、敵が撃うってくる方へ、四の五の言わず全力で撃うち返すこと。

　ヘタに掩えん蔽ぺい物ぶつを探してそこに逃にげたり隠かくれたりするより、どうせもう捕ほ捉そくされているのだから、最大火力で反はん撃げきするのがセオリーです。周囲に弾たまが飛んでくれば、相手も多少は怯ひるむでしょう。

　その後射しや撃げきをしながら突とつ撃げきして乱戦に持もち込こむか、それとも交こう互ごに援えん護ごしながら撤てつ退たいするかは状じよう況きよう次し第だい。リーダーの命令待ちです。

　ＳＨＩＮＣが攻こう撃げきしてきてくれないかなあ。

　レンは思っていました。そうしたら全力で戦って、勝っても負けてもレンの今日の目的は達せられます。

　二回までは死ねる３ライフ制度とはいえ、本気で戦って一度でもどちらかが死ねば、それは〝決着がついた〟と思ってもいいでしょう。レンはそのつもりですし、申し合わせるのを忘れていましたが、ボスも同じ考えでしょう。

　ああ、早くＳＨＩＮＣに、ボス達たちに会いたいなあ。ゴールなんてどうでもいいから。

　レンは思っていました。それは黙だまっていました。

「まず、中央の敵てき陣じんがどんなものか確かめる。掩えん蔽ぺい物ぶつを頼たよりにできるだけ近づくが、距きよ離りが１キロを切ったら狙そ撃げきに注意。よし、行け」

　エムの命令で、レンは駆かけ出だしました。
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　第三章　「リスポーン」







　レンは走っていました。

　湿しめった土の上を、誰だれよりも速く。

　実際の人間のそれを越こえた、華か麗れいなる疾しつ走そうです。

　ブーツの底が放り上げた土が放物線に導かれて落ちる頃ころには、レンの足は遙はるか先へと進んでいました。土だけが次々と宙を舞まうようにすら見えました。風のない世界に、疾しつ風ぷうを起こしていました。

　走りながらも、レンは敏びん捷しよう性せいをフルに発揮して小刻みに右を見て左を見て、遠くに人ひと影かげが見えないか、または岩いわ陰かげに誰だれかが隠かくれていないか目を光らせます。

　そして大きな岩の陰かげにたどり着くと、誰だれよりも素す早ばやく減速してその陰かげに隠かくれ、銃じゆう口こうと視界を振ふって左右を確かく認にんしました。

　警けい戒かいし、この場所の安全が確かく認にんされれば、

「クリア！」

　仲間達たちへと、常時通話が可能な通信アイテムで指示を出します。

　すると、数十メートル後ろに置いていかれたピトフーイやフカ次じ郎ろう、そしてエムが、一人ずつ追いついてきて、レンより一つ二つ後ろにある岩に隠かくれるのです。

　動いているのは、常に一人だけ。残りの三人は、必ず周囲を警けい戒かいしています。

　殿しんがりのエムは、後方の警けい戒かいを絶対に忘れません。優すぐれたチームほど、移動中の敵を見つけると一度やり過ごし、後方から奇き襲しゆうをかけるからです。

　そうして全員の移動が終わると、レンは次に目指す岩を視界の中から選びます。コンパスを視界の一番上に出しているので、方位角ゼロ、つまり真北にある岩を探します。ぴったりのがなければ、まあそれに近いのを。

　次はあそこまで全力ダッシュだ。

　レンはそう決めて、駆かけ出だすための右足を引いたとき、

「動くな！　敵だ！　右側遠く！」

　エムの鋭するどい声が聞こえて、

「っ！」

　レンは反射的に、岩の左側に回まわり込こみました。

　もう敵かよ！　しかも自分じゃ見つけられなかった！

　レンは心の中で叫さけびました。

　ぞわりと背筋がむずいて、Ｐ９０を持つ手に力がかかります。しかし射しや撃げきに無む駄だな力は不必要なので、意図的に緩ゆるませました。念のために反対側、つまり西側を見ましたが、ひとまず敵てき影えいはありませんでした。

「距きよ離り、４００弱。ちらりと見えたが、おそらく向こうもこっちを見つけた。その後の動きがない」

　エムの淡たん々たんとした声が、嵐あらしの前の静けさのように、耳に響ひびきます。

　レンからは見えませんが、エムはおそらく愛あい銃じゆうＭ１４・ＥＢＲのスコープで、周囲に探さぐりを入れているはず。もちろん、狙そ撃げきができるようなら、容よう赦しやなく７．６２×５１ミリ弾だんをぶちかますでしょう。

　誰だれだ？　どんな奴やつ等らだ？

　レンはエムの報告を待ちます。ここで自分が顔を出すようなバカはしません。ＳＪから使っている単眼鏡は、一応持ってはいるのですが。

　ＳＨＩＮＣならいいのにとレンは思いましたが、まさかそんなにラッキーなワケはありません。

　地図が小さいとはいえ、こんなすぐに接敵したということは、出場チーム数もそれなりに多いのでしょう。そんな中で、いきなりＳＨＩＮＣとぶつかる可能性など、低い。いや、だいぶ低い。

「見えた。緑の迷めい彩さいに長ちよう髪はつ。──アマゾネスだ」

　だから、エムの声を聞いたときは、聞き間ま違ちがえたかと思いました。あるいは夢を見ているか。

「ううー、やったっ！」

　レンが思わず叫さけんで、Ｐ９０を両手で持ち上げて身み震ぶるいしてしまった直後、

　ぶんっ。

　ドラグノフ狙そ撃げき銃じゆうの弾だん丸がんが１発飛んできて、腕うでのわずか30センチほど脇わきをかすめていきました。

「うひい！」




「レンちゃーん、油断しちゃダメよ」

　遠くから響ひびく自分を撃うった銃じゆう声せいとピトフーイの声を聞きながら、レンは心の中で何度も頷うなずいていました。

　岩の裏だからと完全に安心していました。浮うかれていました。相手チームのいる位置によっては、角度によっては、体を隠かくしきれずに狙ねらわれることもあるのです。

「だいぶ散開している。東側は全て気をつけろ」

　エムの指示に、レンは言われたとおりに岩の奥おくへ移動し、そしてべったり伏ふせました。

　ＳＨＩＮＣがいるのは嬉うれしいですが、狙そ撃げきで倒たおされてしまっては、あまりにも格好悪いというもの。せめてボスの目の色を見てから死にたいものです。

「エムさん、場所分かんない？　狙ねらうよ？」

　フカ次じ郎ろうの言葉。彼かの女じよの武器はグレネード・ランチャー。火薬の詰つまった弾だん頭とうを山なりに撃うち出せますから、掩えん蔽ぺい物ぶつの後ろにいる敵も攻こう撃げきできます。４００メートルは、ほとんど最大射程ですが。

「無理だ。移動を始めたらピトの後ろにつけ。殿しんがりを任せる」

「あいよー」

　そして、エムの指示が飛ぶのです。

「ピト、レン、俺おれの三人で同時に前進する。散開具合は、岩一つ分」

「ほい」「了りよう解かい」

　二人が同時に返事をしました。

　さすがにエムと組んで長いので、レンもその戦術がすぐに理解できるようになりました。

　銃じゆうを使う戦いとはいえ、相手に近い方が命中率もよければ威い力りよくも高くなります。しかもレンのＰ９０の有効射程（相手に狙ねらって当てて、倒たおせるほどダメージを与あたえられる距きよ離り）はわずか２００メートル。今のままでは不利です。

　ただし、ＳＨＩＮＣの六人に対して、こちらの攻こう撃げきチームは三人。人数でも火力でも負けています。

　そこで、なるべく固まって、とはいえ一いち撃げきでやられない程度には散らばって、三人一組スリーマンセルで敵に近づいていこうという作戦。

　敵を捕ほ捉そくしたら、もちろん全力攻こう撃げきです。ＳＨＩＮＣが大きく散開しているのなら、三対一で各個撃げき破はもできるかもしれません。

　二人からの返事を聞いたエムが、

「行け！」

　即そく座ざに命じました。

　レンとピトフーイが、同時に岩いわ陰かげから飛び出しました。それぞれの脚きやく力りよくと瞬しゆん発ぱつ力りよくの限りの全力ダッシュ。

　撃うたれるかと思っていたレンですが、弾だん丸がんは飛んできませんでした。

　ＧＧＯは、現実にそっくりとはいえゲームです。プレイバランスを考えて、アシスト機能として〝これからここに弾だん丸がんが飛んできますよ〟という、弾だん道どう予測線──、バレット・ラインがあります。

　それは赤い鮮あざやかな線として、狙ねらわれているプレイヤーや、その周囲のプレイヤーだけに見えます。

　レンは、それが見えたらすぐにでもステップを変えて避さけようと思っていたのですが、全く光りませんでした。

　ピトフーイも少し遅おくれて隣となりの岩の陰かげへ。ワンポイントスリングで吊つったＨＫ４１６Ｃを手で押おさえながら素す早ばやく走り、素す早ばやく滑すべり込こんできました。

　次の行動が取りにくくなるので、戦せん闘とう中にスライディングはあまりいいことではないのですが、多分やりたい気分だったのでしょう。

　そのピトフーイが、言います。

「これ、相手も撃うってこないハラね」

「そうか。俺おれも移動する」

　エムが巨きよ体たいを移動させ、別の岩の陰かげへ。やはり、ＳＨＩＮＣからの射しや撃げきはありませんでした。

「どゆことだい？」

　今一番後方にいるフカ次じ郎ろうが、通信アイテム越ごしに聞きました。ピトフーイが答えます。

「つまり、ガチンコ勝負を受けてくれるってこと。互たがいがよく見えない遠えん距きよ離りからチマチマ攻こう撃げきし合って、結局〝やってらんねー〟って双そう方ほう撤てつ退たいするよりは──」

　その言葉を、レンが楽しそうに引ひき継つぎます。

「ギリギリまで接近して、顔の見える距きよ離りでの勝負で決めよう！　って思ってる！」

「そゆこと」

「にゃあるほど。ボスも、なかなかの武士もののふよのう」

　ああ嬉うれしい。

　レンは心を弾はずませていました。

　ボスはレンとの勝負を、つまらない遠えん距きよ離り戦ではなく、存分に接近してからの苛か烈れつな撃うち合あいで決めようとしてくれているのです。

　もちろん、ボス自身の持つ消音狙そ撃げき銃じゆうの《ヴィントレス》や、レンと同じく高速アタッカーのターニャの愛あい銃じゆう《ビゾン》の射程が、チームメイトの《ＰＫＭ》マシンガンやドラグノフより短いという理由もあるでしょう。

　しかし、マシンガン１に狙そ撃げき銃じゆう２、ストレージから出せば《ＰＴＲＤ１９４１》対戦車ライフルまであるＳＨＩＮＣは、本来は遠えん距きよ離り戦にとても強いチームです。ただ勝つためなら、もう撃うってきてもおかしくないはずです。

「くーっ、さすがボス！」

　正々堂々と近づいてから戦うというその男気がたまりません。ボスは女ですが。

「やろう！　エムさん！　ピトさん！　ギリギリまで詰つめたら、わたしが突とつ撃げきするよ！　援えん護ごよろしく！」

「そんなっ！　レンちゃん……、あなたまさか死ぬ気っ！」

　こんな状じよう況きようでも三さん文もん芝しば居いを演じられるピトフーイに、

「ボスとの勝負で散らせるのなら、この命、惜おしくないよ」

　レンは本気で答えました。

　ただしゲームの中だけです。




　じりり、じりり。じりり。

　もし今回もＳＪみたいな中ちゆう継けいがあって、上空からカメラが見ていたら、映像にはそんな効果音がついたことでしょう。

　レン達たちは岩から岩へと、10メートル、また10メートルと、小刻みに進んでいきました。

　その先に敵がいるのは、間ま違ちがいありません。

　あれから１発も攻こう撃げきされていないのですが、分かります。移動中にチラチラと、遠くに緑の点が見えるから。

　あの点は、小さいですが人です。銃じゆうを持っています。こっちに向かっています。

「静かだなあ。１発ポロリと撃うっていい？」

　後ろからついてきているはずのフカ次じ郎ろうが言って、

「ダメ」

　レンが否定しました。

　岩を伝って、だいぶ進みました。概がい算さんですが、１００メートル以上は。

　仮にですが、ＳＨＩＮＣもそれくらい近づいていたら、残りは１５０メートル未満。五輪の世界記録より速く走れるレンの脚きやく力りよくを持ってすれば、一気に詰つめられる距きよ離りです。

　それが分かっているのか、エムが、

「レン、次だ」

　短く言いました。もう次の移動開始で、勝手に突とつ撃げきしていいという合図です。レンだけが突とつ出しゆつして高速で敵をかき回し、ピトフーイとエムが二人一組ツーマンセルで支し援えんに回ります。

「りょーかい！」

　待ちに待った、ＳＨＩＮＣとの勝負です。

　最初のＳＪで、最後に彼かの女じよたちと相対したときのことを、レンは思い出しました。

　エムと別れ一人になって、どうすればいいのか分からないまま荒こう野やを突とつ撃げきしたあのときのことを。

　死んでもいいやと突とつ撃げきしていったら、いろいろと死中に活路を見いだせてしまったあの日のことを。

　そういえば、平地に岩が点在するシチュエーションが、どことなく似ています。同じ作戦が使えそうです。

　さらには、今回は味方が背後に三人もいます。強力なサポート体制です。

　やってやるか！

　レンの心の中で闘とう志しがわき上がり、最大熱量で落ち着きました。

　手にしたピーちゃんの重みが、腕うでに伝わってきます。ここから１秒間に15発というレートではき出される音速の石いし礫つぶてが、自分の牙きばです。レンは、ピーちゃんを疑ったことは一度もありません。

　もう一つの武器が、鍛きたえ上あげた自分の速度。後は自分の足を信じて、ただ突とつ撃げきするのみ。すぐそこにいるＳＨＩＮＣに向けて。

　ああ、このゲームに参加してよかった。

　レンは思いました。

　そして最後に呼吸を落ち着かせながら、数秒後に来るであろうエムの命令を待ちました。




「よし行け！」

　エムが言ったのと、

「ちょいまち後ろ敵！」

　フカ次じ郎ろうが言ったのが、全く同時でした。

「行くよ──、え？」

　飛び出しかけていたレンが、二歩だけ進んで止まった瞬しゆん間かん、世界がキラキラと輝かがやきました。

　赤い線が、空に、地面に、岩に、何本も、いえ何十本も音もなく伸のびてきたのです。そのうちの一本は、なんと自分の体にも。

　バレット・ライン！

　レンはＧＧＯプレイヤーの常で、これを毛け嫌ぎらいします。体が勝手に反応して、そこから避よけます。しかし、

「後ろかあああ！」

　同時に、吠ほえずにはいられませんでした。ラインは自分の背中側から来ました。つまりそれはＳＨＩＮＣの銃じゆう口こうから伸のびているものではなく、別の敵です。

　まさに始まろうとしていた自分とボスとの因いん縁ねんの対決に水を差す、バカタレ共の仕業！

「おいこれ逃にげた方がいいぞおいらは逃にげるぞ！」

　フカ次じ郎ろうの声と共に、銃じゆう声せいが始まりました。




　どどどっどどどどかどかどかどかづづづどかどかがばんどかずどかばこづどどどどどどど！

　呆あきれるほどの銃じゆう声せいが響ひびいて、同時に重い弾だん丸がんが飛んでくる、ぶんっ！　という飛ひ翔しよう音おんが聞こえ始めました。そして、

　ばすっ！　ばすばすっ！

　土に刺ささる音、

　ごがっ！　ががが！

　岩を穿うがつ音。

　隠かくれていた岩の後ろにジャンプしたレンは、ひたすら続くその音に、聞き覚えがありました。

　忘れもしない最初のスクワッド・ジャム、森の縁ふちに隠かくれていたときに聞いた音。

「マシンガン！」

　それは、複数丁の機き関かん銃じゆうが遠えん慮りよ容よう赦しやなく──、残ざん弾だん数など気にせずに、自分に向けて放たれる音。

「くそーっ！」

　ビシバシ命中していてそのたびに小さく揺ゆれる岩の後ろで、レンは犬歯をむき出しにして吠ほえました。

　こんな呆あきれた攻こう撃げきをしてくる輩やからは、ＳＪにいました。確かにいました。

「全日本マシンガンラバーズ！　またお前らかああああ！」

　レンは絶ぜつ叫きようしました。さっきはＳＪ１でのＳＨＩＮＣとの戦いを思い出しましたが、今度は彼かれ等らに撃うちまくられたことを思い出しました。

　ＳＪの序じよ盤ばん、森から都市部に出ようとしたとき、最初に出会った敵チームが彼かれ等ら。

　とにかく撃うたれまくりました。シャワーのように弾だん丸がんをばらまかれました。森の太い木がなければ、10回くらい死んでいたことでしょう。

「おいおいなんだこりゃ！」

　フカ次じ郎ろうの声が耳に飛とび込こんできて、数秒後には彼かの女じよ自じ身しんが、レンの隠かくれる岩の陰かげに飛とび込こんできました。

　走って逃にげてきたフカ次じ郎ろうは、両りよう肩かたと脇わき腹ばらが大きく赤く光っていました。被ひ弾だんしたことを表すエフェクトです。

　ゲーム内でのダメージは、こうして全て光で表現されます。たとえ切られても、切断面が光るだけ。血が出たり、内臓が飛び出たりなどのグロテスク表現は一いつ切さいありません。

　フカ次じ郎ろう、必死に逃にげる中で３発食らった様子です。ヒットポイントも、四割くらい減っていました。まあ、３発食らって四割減ですむのは、フカ次じ郎ろうの頑がん丈じようさの証明です。レンだったらもうレッドゲージ間ま違ちがいなし。

「えいくそ」

　フカ次じ郎ろうは、潔いさぎよく救急治ち療りようキットを自分に打ちました。体が一いつ瞬しゆんぽわっと光って、ヒットポイントの回復の始まりを演出しました。

　ドラム連打のようなマシンガンの雨あめ霰あられは、まだ続いています。

　連中が狙ねらって撃うっているとは思えませんが、時々自分の隠かくれている岩や、その周囲にも着ちやく弾だんするのが怖こわいです。

　弾だん薬やく数と連射力だけは飛とび抜ぬけて優すぐれたチームですので、これでは反はん撃げきして相手を怯ひるませるどころか、うかつに岩から手や顔を出すこともできません。

　発はつ砲ぽう音からすると、ＺＥＭＡＬまでの距きよ離りは２００から３００メートルといったところでしょうか。さっきまでの自じ分ぶん達たちの後ろ、つまり西側に散開しているようです。

　フカ次じ郎ろうが撃うたれた怒いかりをこめて、

「とりあえず、グレネードぶちかますわよ？　当たるか分からんけど、ちったー怯ひるむっしょ！」

　右手に持っているＭＧＬ─１４０を持ち上げました。するとエムから、

「よしやれ。全員、爆ばく発はつに合わせて南に撤てつ退たいしろ」

　そんな指示。

　東に逃にげれば当然ＳＨＩＮＣがいるはずで、西側からはマシンガンの弾だん幕まく。北側には別チームがいる可能性が少しですが残ります。逃にげるのは悔くやしいですが、ここはそうするしかありません。

「がーっ！」

　ＳＨＩＮＣとの戦いに豪ごう快かいに水を差されたレンですが、仕方がありません。吠ほえるしかありません。

「よっしゃ！」

　フカ次じ郎ろう、怒いかりの六連射。ぽんぽんぽんぽんぽんぽんと、グレネードが空へと舞まい上あがっていきます。

　そして数秒後、ぼぼぼぼぼぼん、とそれが連続して炸さく裂れつする音。

　マシンガンの咆ほう哮こうが、ぴたっと止まりました。命中して全ぜん滅めつしていればベストですが、それは幸運に頼たよりすぎでしょう。一いつ瞬しゆん彼かれ等らをビビらせた、くらいの成果でしょう。

　それでも、

「それいけ！」

　撤てつ退たいするには十分な隙すきでした。フカ次じ郎ろうが飛び出すのを待ってから、レンは後を追いました。

「くっそー！　ボスとの戦いが！」

　レンは怒いかりのあまり全力疾しつ走そうをしていて、すぐにフカ次じ郎ろうを、そしてピトフーイ、エムさえも追おい抜ぬいていることに気付いていませんでした。

　頭の後ろでは、すぐに態勢を立て直したＺＥＭＡＬの射しや撃げきが再開しています。頭の上を銃じゆう弾だんがかすめる音が、再び聞こえ始めました。

　あいつらは、死ぬよりマシンガンを撃うてない方が怖こわい連中なので、自分が撃うたれる心配をあまりしていないようです。アホです。しかし、タチの悪い敵です。

　レンは、進む先に大きな岩を見つけました。先ほども隠かくれた、他のに比べて大きな岩です。そして、チームの誰だれよりも先に、その陰かげに飛とび込こみました。

　そして、何かにぶつかりました。

「ぶべっ！」

　柔やわらかい壁かべにぶつかったレンは、そこですっころんで回転して最後は仰あお向むけにひっくり返って、空を見ました。顔を起こすと、３メートル前に人がいました。

「よう！」

　ボスがいました。

　巨きよ体たいにお下さげ髪がみをぶら下げた、ゴリラの方が彼かの女じよに見み間ま違ちがえられそうな大女が、いつもの迷めい彩さい服ふくと装備ベストを着て、手にヴィントレスを持って、目の前に立っていました。レンがぶつかったのは、彼かの女じよの太い腿ももでした。

「やあ」

　レンは反射的に挨あい拶さつを返してから、

「ぶひっ？」

　目と口をぽかんと開けて、間の抜ぬけた顔で固まりました。

　そして理解しました。ＳＨＩＮＣは思っていたよりずっと広こう範はん囲いに散開していて、ボスは自じ分ぶん達たちの裏をかこうと、こんな南に回まわり込こんでいたのだと。そしてそこに、自分が飛とび込こんだのだと。

　あーこれ、死んだ。デッドった。キルられる。

　レンは覚かく悟ごしました。自分のＰ９０の銃じゆう口こうは、ひっくり返ったときに明後日あさつての方向を向いたまま。一方ボスのヴィントレスは、視線と同期するかのようにこっちを向いています。

　そしてボスは、銃じゆう火かではなく口を開きました。

「大変だったな。ま、落ち着け」

「ほい？」

「今ここで撃うったりはしない。そんなのはつまらん。──全員聞け。レンは私の目の前にいる。逃にげてきた他の三人も撃うつな」

　ボスが、前半はレンに、後半は仲間達たちに向けて言いました。

　そして、レンに近づくと、丸太のようにぶっとい左ひだり腕うでをさしのべました。

　レンは、その手をがっちり握にぎって、引き起こされながら答えます。

「分かった！　まず、あのマシンガン連中をどうにかしよう！」




　撃うってなければ窒ちつ息そく死しする、と言わんばかりに、ＺＥＭＡＬの連中がのべつ幕なしに撃うちまくる中で、

「一時休戦ね」

　レンとボスが隠かくれる大きな岩の陰かげに、マシンガンの雨を避さけて、ピトフーイが駆かけ込こんできました。事情はレンの先ほどの言葉で察したようで、ボスを撃うつことはしません。

　まったく同じとき、エムとフカ次じ郎ろうは、やや離はなれた岩の陰かげで、

「やっ！」

　銀ぎん髪ぱつ短たん髪ぱつの狐きつね目め女おんな、ターニャに挨あい拶さつされていました。

　前回のＳＪ３で、ターニャとエムは船内で、首を絞しめたり押おしつぶしたりと激しい肉にく弾だん戦を演じた間あいだ柄がらでしたが、

「よう」

　挨あい拶さつはコミュニケーションの基本とばかり、エムは素す直なおに言葉を交かわしました。

　フカ次じ郎ろうが、

「ほんじゃ、どうすんのー？」

　ガコンガコンと、横に開いて撃うち殻がらを落としたＭＧＬ─１４０の弾だん倉そうを、左回りに回転させながら聞きました。

　こうやってバネを圧縮させてチャージして、引き金を引くだけで回転、連射できるようにします。最後は大きく開いている穴に、バックパックから出したグレネードを６発再装そう塡てん。

「どうもこうもない」

　頭の上をバレット・ラインが、そしてそれを消しながら銃じゆう弾だんが飛んでくる中、エムとターニャが言うのです。

「まずはあいつらを倒たおす」

「一いつ緒しよにネ！」




　呉ご越えつ同どう舟しゆう。

　敵同士の国《呉ご》と《越えつ》の軍勢が同じ舟ふねに乗って、嵐あらしで転てん覆ぷくしないように協力し合う様子を元にした言葉で、意味としては、敵同士でも一時的に協力すること。単に乗り合わせるだけの状じよう況きようでも使われているみたいですが、本来は何か協力プレイをします。

　今のレン達たちとＳＨＩＮＣが、まさに呉ご越えつ同どう舟しゆうでした。

　互たがいの勝負の前に、死ぬほど空気の読めないマシンガン連中──、ただし火力は強力を、とんでもない邪じや魔ま者ものを、退治しなければなりません。

「どうするエムさん？」

　レンの声は、目の前にいるボスの耳に聞こえ、ボスから通信アイテム越ごしに仲間達たちに伝わりました。

　その間も、弾たまはびゅんびゅんと飛んできています。まるで箒ほうきで掃はくようにバカバカ撃うちまくっています。銃じゆう声せいの生まれる位置が同じことから、最初に撃うち出した場所からほとんど移動はしていないようでした。

　エムが答えます。

「なぜ全員そんなに撃うち続けられる？　弾だん薬やく交こう換かんで射しや撃げきが止まる瞬しゆん間かんが、さっきからない」

　レンは聞いたことを、確かに、と思いながら目の前のボスに伝えました。ＳＨＩＮＣとの作戦情報共有のためです。

　ひょっとしたら、ＺＥＭＡＬ以外にも敵がいる可能性も出てきました。ボスは、仲間に指示を出しました。

「誰だれか、視し認にんできるか？」

　やってみる、と声を返したのは、スナイパーのトーマ。黒くろ髪かみの上に緑のニットキャップを被かぶっている、長身の美女です。リアルでは、在日ロシア人の可か愛わいらしい白人美少女、ミラナちゃん。

　ＳＨＩＮＣの中では一番後ろにいたトーマは、バレット・ラインに注意しながら銃じゆうと顔を岩の脇わきから出しました。

　４００メートルほど遠くで光っている銃じゆう口こうを、つまりはマシンガンの銃じゆう口こうを見つけると、スコープの倍率を最大に上げました。

　じっくり狙ねらい込こんで狙そ撃げきしようとすればできましたが、ひとまず諦あきらめて、手早く偵てい察さつ任務を終えて頭を下げました。そして報告します。

「敵はマシンガン五人のみ。それぞれ、左側に何か金属のレールみたいなのがついてた」

　声を聞いた、ＳＨＩＮＣのマシンガナーが、赤毛の肝きもっ玉たま母さんルックのローザが、即そく座ざに気付きます。

「あっ！　〝アレ〟だ！」




「アレか！」

　ローザの声を聞いたボスが苦い顔をしながら言って、

「アレ？」

　レンは小さな首を高速でかしげました。ボスが答えてくれます。

「〝バックパック型給きゆう弾だんシステム〟だ。背中に巨きよ大だいなリュックを背負って、そこからレールが銃じゆうに伸のびている。５００発から１０００発、一気に連射できる」

「なんだそれ！　ずるい！」

　レンは怒おこりました。１マガジン50発の、普ふ通つうのアサルト・ライフルより20発多い火力を持つレンに言われたくないかもしれませんが。

　レンからの報告を聞いたエムが、

「了りよう解かいした。ＧＧＯにも存在していたのか。そして全員が手に入れたか。厄やつ介かいだな」

　素す直なおな感想を漏もらしました。この間も、ずっと頭の上にはバレット・ラインが光っていて、それに沿って弾たまが飛んできています。

　通常、持ち歩きできるようなマシンガンは、１００から１５０発が連なった弾だん薬やくベルトを使います。

　これ以上長くなると、左側に垂らしておくにしても、銃じゆうの下に取りつけた弾だん薬やく箱ばこに入れるにしても無理が生じて、移動がしにくくなるからです。

　その問題を一気に解決したのが、バックパック型給きゆう弾だんシステムです。背中の巨きよ大だいな箱にぎっちり弾たまを詰つめて、そこから銃じゆうまで、たわむことのできる金属レールを装着させる仕組み。

　機き関かん銃じゆうの連射速度は秒間８から10発が普ふ通つうですので、このシステムなら、単純計算で最大１００秒間の連射ができることになります。〝引き金を引きっぱなし〟でこれですから、数発ずつ弾たまを撃うつ点射なら、もう何分攻こう撃げきできることやら。

　さらには、全員でずらり５丁ですから、弾たまのシャワーが途と切ぎれないのも当然。

「うーん、めんどくさい相手ねえ」

　岩の陰かげに背をもたれて、のんびりしているピトフーイが、どこか他人ひと事ごとのように言いました。そして、

「めんどくさいから、相手するの止やめて、コッソリ逃にげちゃおっか？」

「断る！」「やる！」

　ボスとレンから、同時に叫さけび声ごえをもらいました。

「あはは。じゃあ、一いつ緒しよにやっちゃるか。朝飯前の準備運動ってことで。──エム？」

　ピトフーイは、作戦をエムに丸投げしました。

「分かった考える。レンは、通信アイテムを一時的に全員に繫つないでくれ」

　エムの指示に従って、今はチーム内だけで繫つながっている通信アイテムの設定を、ボスを経由してＳＨＩＮＣのメンバーにも繫つなげました。これで、片方から設定を切られるまで、十人の情報共有が可能になりました。

　全員に向けてのレンの最初の言葉は、

「邪じや魔ま者ものめ、あいつらぶっ倒たおす！」

　でした。

　そして数秒後、頭の中で作戦を立てたエムが、言うのです。

「ピト、悪いが自殺してくれ」

「しゃーないなあ」

　ピトフーイはそう言うと、ＨＫ４１６Ｃのサプレッサーの先せん端たん、つまり銃じゆう口こうを、大きく開いた口であんぐりと咥くわえました。持もち替かえて伸のばした右みぎ腕うでの親指で、引き金を引きました。

　しゅぱぱぱん！

　抑よく制せいされた音が聞こえました。レンの目の前で、ピトフーイは自分の口の中に、５．５６ミリ弾だんを３発ぶち込こみました。

　弾だん丸がんは上あごの中から脳に突つっ込こんで、後頭部から飛び出しました。いくらピトフーイが魔ま王おうのように頑がん丈じようでも、これは即そく死しコースです。

　ヒットポイントゲージはあっという間に減りきって、ゼロに。ピトフーイは死にました。

　ごろん、と倒たおれた彼かの女じよの体は、これ以上破は壊かいできない物体──、〝破は壊かい不可能オブジェクト〟としてその場に残ります。

　死体を表す【Ｄｅａｄ】のマーカーがピコンとついて、その下に１７９、１７８、１７７、と秒数カウントダウンが始まりました。

「お……、おおうっ？」

　意味が分からずポカンとしてしまったレンとは違ちがって、ボスはすぐに理解しました。

　そして、離はなれた場所にいるチームメイトに命じます。

「ターニャ、お前も自殺だ。後おくれを取るな」







「ひゃっはーああああああああ！」

「わはははははははははは！」

「どりゃあああああああ！」

　笑え顔がおと空から薬やつ莢きようが、曇くもり空ぞらの下で煌きらめいていました。

　男が、男達たちが、マシンガンを撃うちまくっています。

　五人の男達たちは、それぞれが岩によじ登って、その頂上にマシンガンを二に脚きやくで据すえ置おいて、

　どどどどっどどだどどど。たららららららら。

　弾だん丸がんが１発幾いくらするかなど気にせず、撃うちまくっていました。




　日本全国に散らばるメンバーによって構成された、マシンガンを誰だれよりも愛し、マシンガンをこよなくラブする五人の男達たち。それが全日本マシンガンラバーズです。

　ＳＪでの表示のための略りやく称しようはＺＥＭＡＬ。略りやく称しようなので読み方に正解はないのですが、ジーマルと読む人がほとんどです。

　登録上のリーダーなのが、茶ちや髪ぱつをオールバックにしたマッチョの〝ヒューイ〟。銃じゆうは、米軍が採用しているマシンガン、《Ｍ２４０Ｂ》。

　黒くろ髪かみをラフに伸のばして額にバンドを巻いた、某ぼう有名アクション映画主人公のマネをしている男が、《Ｍ６０Ｅ３》使いの〝シノハラ〟。

　髪かみをバンダナで覆おおっている、ＳＪ３では裏切り者チームに選ばれた彼かれが〝トムトム〟。愛あい銃じゆうはＭ２４０ＢのモデルになったＦＮ社製傑けつ作さく機き関かん銃じゆう、《ＦＮ・ＭＡＧ》。

　ここまでの三人が使うのが、７．６２×５１ミリ弾だんという、威い力りよくの高い弾だん丸がんです。エムのＭ１４・ＥＢＲも使っている弾だん丸がんで、８００メートルくらいまでが有効射程。貫かん通つう力りよく・破は壊かい力りよくもあるので、当たれば酷ひどいことになります。

　残りの二人は、それより威い力りよくは落ちるが、軽量で取り回しがしやすく、運べる弾たま数かずもぐっと増える５．５６×４５ミリ弾だんを使います。アサルト・ライフルの《Ｍ１６》とか、自衛隊の《８９式小しよう銃じゆう》などに使われる弾たまです。

　二人のうちの一人は、この手の機き関かん銃じゆうでは世界で一番多く使われている《ミニミ》マーク２モデル使いの〝マックス〟。頭の左右を刈かり上あげた、逞たくましい黒人アバターが特とく徴ちよう。

　最後の一人が、〝ピーター〟。鼻に張ったテープが特とく徴ちようで、メンバーの中では一番小こ柄がらな男。マシンガンは、ＧＧＯ世界では使っている人の少ない珍ちん銃じゆうに入る、イスラエル製の《ネゲヴ》。




　彼かれ等ら五人は、三回のＳＪでかなりの発展を遂とげました。

　言ってはなんですが、初回のタダのお笑いチームから、なかなかバカにできない強チームへと変化していました。

　右胸に弾だん薬やくベルトで[image: ∞]を描えがいたチームマークをつけた緑色のフリースジャケットが、ＳＪ３以来の彼かれ等らのユニフォーム。

　装備ベルトやベストは身につけず、拳けん銃じゆうやナイフなどのサイドアームは一いつ切さいありません。ヘルメットや防ぼう弾だんプレートなどの防具も皆かい無むです。その分のキャラクター許容重量を、マシンガンと弾だん薬やくに費ついやすためです。

　それまでのスタイルは、各自が大きなバックパックを背負って、その中に弾だん薬やくベルトや弾だん薬やく箱ばこを入れていました。

　今回からは、違ちがいます。

　今まさにレン達たちを苦しめている、バックパック型給きゆう弾だんシステムを入手したからです。そう、リアルで塾じゆく講師をしていたシノハラの元に入った連れん絡らくが、このことでした。

　マックスやトムトムがフィールドで強力なモンスターを倒たおし、その設計図を手に入れ、手先が器用なピーターが作ったのです。

　男達たちの背中にあるのは、背負子しよいこのようなフレームに乗った、金属製の大きな箱。行こう李りを背負った行商人のようにも見えますが、中身は全て弾だん薬やくベルト。

　箱の左上からは金属製のレールが伸のびていて、少したるませて余よ裕ゆうを持たせながら、マシンガンの左側給きゆう弾だん口ぐちまで繫つながっています。弾だん薬やくベルトはこのレールの中をジャラジャラと引っ張られて、銃じゆうの中へ送おくり込こまれます。

「撃うち方止やめ！」

「撃うち方やめー！」「やめー！」「おう！」「やめー！」

　さすがに相手が全然見えなくなったので、トリガーハッピーな彼かれ等らも、一度射しや撃げきを中断しました。

　その間に、銃じゆう身しんの交こう換かんができる人はやってしまいます。連射を続けると加熱して命中精度が落ちるので、予備銃じゆう身しんに取とり替かえるのです。

　マシンガンの銃じゆう身しん交こう換かんは実に簡単で、ロックを外して銃じゆう身しんをハンドルごと取とり替かえるだけ。手慣れた人なら、数秒あれば終わります。

　ストレージに入れてある予備の弾だん薬やくベルトを出すのも、彼かれ等らは忘れません。左手の操作で実体化した弾だん薬やくは、そのまま背中に自動的に格納されて、リンクが結合されます。現実にはありえない便利さです。

　こうして、再び数百発を撃うちまくる準備ができたＺＥＭＡＬへと、

「おーい！　マシンガン連中！」

　話しかける声が聞こえました。




　エムの大声は、どうにかＺＥＭＡＬの皆みなさんの耳に届いて、

「お？　なんだ？　──全員、しばし撃うつな」

　ヒューイが指示を飛ばしました。

　五人の男達たちが、岩にへばりついてマシンガンを構えながら、両手を上に挙げて岩いわ陰かげから出てきた男を見ました。距きよ離りは、１００メートルほど。

　撃うてば、絶対に当たる距きよ離りです。

　エムは、銃じゆうを持たずに、また楯たても持たずに、その両手を高く挙げて岩いわ陰かげから出てきていました。あらん限りの大声で叫さけびます。

「話があるが、聞こえているか？」

　無風なので風の音にかき消されることはなく、どうにか声は五人の耳に届きました。

「おいこれ、どーする？」

「撃うっちゃう？」

「撃うっちゃおうか？　今なら瞬しゆん殺さつだよ？」

「でも、話くらい聞くか？」

「うーん。撃うってから聞くか？」

　少し葛かつ藤とうがあった五人ですが、ヒューイが代表して言葉を返すことにしました。

　それまで構えていたＭ２４０Ｂから顔を離はなすと、少し上半身を持ち上げて、エムに負けない大声を出します。

「なんだー？　だれだー？」

　ＳＪでの戦せん闘とう映像は見ているＺＥＭＡＬですが、他のプレイヤーの名前など、全然興味がないようです。自じ分ぶん達たちの雄ゆう姿しが見たいだけみたいです。

　エムが答えます。

「俺おれはエムだ！　チームＬＰＦＭのリーダーだ！　意味のない戦せん闘とうの停止を申し出たい！」

「なんでだー？」

「今回はＳＪではない！　こんな序じよ盤ばんで、殺やり合う必要はないと考えるからだ！」

「それは、まあ、そうだろうけど！　でも、撃うつ撃うたないは、プレイヤーの自由じゃないかー？」

「まあ、確かにそうだな！　それなら、それでいい！」

　エムがあっさり認めたので、ヒューイ以下ＺＥＭＡＬの皆みなさんは首を傾かしげました。

「まあ、じゃあ撃うっちゃうからさ！　ところであんた、マシンガンは好きか？」

　ヒューイの問いに、エムはニヤリと笑って答えます。エムの笑え顔がおは、あまり見られないレアものです。

「ああ、大好きだな！　あまり使わないが、俺おれも１丁持っているぞ！」

「おっ！　何だ？」

　食いつきました。さすがマシンガン大好き連中。そしてエムが答えるのです。

「《ＭＧ４２》だ！」

「何っ！」

　ヒューイが目を丸くして、

「マジ！」「なんだとー！」「うひゃ！」「わお！」

　残りの全員が一いつ斉せいに顔を上げました。食いつき良すぎです。

　ＭＧ４２とは、第二次世界大戦中のドイツ軍が使っていた傑けつ作さくマシンガン。

　毎分１２００発、つまり秒間20発という高速連射が生み出す独自の銃じゆう声せいで、〝ヒトラーの電動ノコギリ〟と渾名あだなされて恐おそれられました。

　ＭＧ４２は、ＧＧＯ世界ではそこそこレアな銃じゆうに入ります。使用弾だん薬やくの７．９２×５７モーゼル弾だんもまた、一いつ般ぱん的ではないので高価です。

　おいそれと、最悪失うこともあるフィールドに持ち出せる銃じゆうではありません。言わば、射しや撃げき場で楽しむためのコレクターズアイテム。

　しかし、それ故ゆえにＺＥＭＡＬの皆みなさんにとっても憧あこがれの一丁なわけで、

「おい！　エムとやら！　いくらなら売る？」

　突とつ然ぜん商売を始めたのはトムトム。

「いや待て、そんなん、俺おれだって欲ほしいわ！　夏のボーナスつぎ込こむわ！」

　シノハラも負けていません。この発言で、社会人であることがバレました。

「いっそオークションにするのはどうだろう！　俺おれ達たちだけの！」

　勝手に仕切りだしたのがマックス。

「仕方がない。それでいこう」

　勝手に結論づけたのがピーター。

「おいおい、みんな待て待て！　違ちがうだろう！　そうじゃないだろう！」

　リーダーらしく、ヒューイが場を収めました。

　そして、

「こうなってはもう、彼かれをチームに入れるのが一番ではないだろうか？」

　エムの都合などまったく聞かずに提案して、

「賛成だ」「異議無し」「うむ」「それだな」

　エムの都合などまったく聞かずに、全員賛同しました。

「よし。というわけでエムとやら、同じマシンガンを愛する同志として、こっちに来て一いつ緒しよに戦おうじゃないか！」

「いや、それは無理だ。となると、交こう渉しようは決けつ裂れつだな。やっぱり戦うしかないかな？」

「そういうことになるな……。ＭＧ４２の件は後で話すとして、じゃあ──」

　その先は、言葉ではなく発はつ砲ぽうでした。

　５丁のマシンガンが同時に火を噴ふいて、エムのいた場所へと銃じゆう弾だんの雨あめ霰あられが飛んでいき、それを予想していたエムは全速力で近くの岩に隠かくれていました。ギリギリでしたが、どうにか１発も被ひ弾だんしませんでした。




「よし、援えん護ご射しや撃げき」

　エムの指示で、

「あいよっと」

　後方で、〝仲間〟が反はん撃げきを始めました。

　ＳＨＩＮＣのマシンガナーのローザが岩の上からＰＫＭマシンガンを撃うって、ＺＥＭＡＬの周囲に弾たまを送おくり込こみます。

　ドカドカと重低音が響ひびき渡わたって、弾だん丸がんが東から西へと、音速を超こえて飛んでいきました。曳えい光こう弾だんが、空中に光の線を描えがきました。

　しかし、

「敵マシンガン！」

「あの音はＰＫＭだな！」

「よっしゃ倒たおせ！」

「ラジャー！」

　ＺＥＭＡＬの皆みなさんの反応は素す早ばやく、即そく座ざにローザへの反はん撃げきを開始します。５丁が一いつ斉せいに、自じ分ぶん達たちへとバレット・ラインを照射してくる点へと向けられて、火を噴ふきました。

　西から東へ、光の線が逆に走りました。五倍の密度で。

「ひゃっ！」

　あと０．２秒、体を引ひっ込こめるのが遅おそかったら、ローザは蜂はちの巣すにされていたでしょう。

　しかしその隙すきに、エムは行動の自由を得ました。隠かくれていた岩からサッと飛び出すと、

「むっ！」

　気付いたトムトムが銃じゆう口こうを向けるより早く、隣となりの岩へ、そしてまた次の岩へと逃にげ出だしたのです。すたこらと、ドスドスと。

「なんだあ？　撃うってもこないのか？　がっかりだぜ！」

　ピーターが、ひどく失望していました。

　そこは、死んでもいいから突とつ撃げきしてくるべき場所でしょう。そしてマシンガンという美しい武器に屠ほふられて、名めい誉よの戦死を遂とげるべきでしょう。それをしないなんて、なんという歯ごたえのなさでしょう。

「アイツら、やる気ない！」

「しょうがないさ。マシンガンの神様に愛されてない子達たちだからな」

「まあな。救われないな」

　マックスとシノハラが、可か哀わい想そうな人を見る目をしました。ほんと宗教じみてきました。

「よし！　かますか！　やるぞ！」

　ヒューイが言って、四人からは気合いの入った返事。

　それぞれが岩から降りて、マシンガンを腰こしで構えて、向こうが来ないのならこっちから行くぞとばかりに突とつ撃げき準備です。

　彼かれ等らの作戦はシンプル＆ダイナミック。

　数十秒間撃うちまくれるマシンガンを腰こしに構え、五人でＡの字のフォーメーションを組んで、敵へと突つっ込こんでいくのです。

　もしちょっとでも敵の姿が見えたら撃うちまくり、撃うちながら前進を続ける、ゴリゴリに押おして行くスタイル。

　向こうが撃うってきても、ダメージなんか気にしません。十倍撃うち返せばいいだけです。まるで牛の暴走のような攻こう撃げきです。

　もし今、ＳＪのときのように酒場への中ちゆう継けいがあれば、観客達たちは賭かけをしていたでしょう。

　ＺＥＭＡＬと、レン達たちとＳＨＩＮＣのチームのどっちが勝つか。

　ある人は、この突とつ撃げきでＺＥＭＡＬが勝つと言っていたでしょう。岩以外は見晴らしのいい場所でのマシンガン５丁の突とつ撃げきは、相手を蹂じゆう躙りんするに足ると。

　ある人は、フカ次じ郎ろうのグレネード攻こう撃げきを効果的に使えれば、押おしとどめられると言っていたでしょう。

　そしてある人は、ＳＨＩＮＣの攻こう撃げきが思ったより薄うすいのが不気味だと、気付いていたことでしょう。

「おっしゃ、行っくぜえ！」

　ヒューイの号令一下、ＺＥＭＡＬの五人が走り出しました。岩いわ陰かげから飛び出して、５メートルほどの距きよ離りを置いて矢や尻じりのような隊列を組み、とりあえずエムがいたあたりに向けての突とつ撃げきです。

「ゴウ！」

　今、五人が走り出しました。

　一つの岩の脇わきを通とおり抜ぬけ、エムを追いかけるように走り、

「いたあ！」

　１５０メートルほど先を逃にげるエムの背中を見つけたシノハラのＭ６０Ｅ３が火を噴ふいて、他の四人もそれに倣ならいました。

　光の線がエムへと伸のびていき、またもすんでのところで捕とらえきれず、岩の後ろに逃にげられました。岩に曳えい光こう弾だんが弾はじかれて、空高く舞まい上あがりました。

　彼かれ等らは射しや撃げきを止めません。このまま撃うち続けながら、今エムが隠かくれた岩までたどり着いて、左右から一気に挟はさみ込こまんと、突とつ撃げきを続けます。

「いいぞ！　押おせ押おせ！」

「おっしゃああ！」

「どりゃああ！」

　ＺＥＭＡＬがエムを捕とらえる──、と思われた次の瞬しゆん間かんでした。

　五人の突とつ撃げきが、七人になりました。

　Ａの字で進んでいた五人の後ろに、二人が加わったのです。

　しかし、後ろなど見ていない、いや見る必要のない五人には、〝新メンバー〟に気付く余よ裕ゆうなどなく──、

「ごめんねー」

「悪いにゃー」

　その二人は、持っていた銃じゆう──、ＨＫ４１６Ｃとビゾンの狙ねらいを、前を行く男に向けました。

　しゅぱぱぱ。しゅぱぱぱぱぱ。

　サプレッサーをつけたそれぞれの銃じゆう声せいはおとなしく、ドカドカとうるさいマシンガンの咆ほう哮こうにかき消されてまったく聞こえませんでした。

　最後部にいたマックスとピーターの二人が、後頭部という急所に数発食らって、即そく死しコースに乗りました。マシンガンを撃うちながら、前に倒たおれていきました。

　二人のヒットポイントがまだ減っている間に、トムトムとシノハラが同じように頭を撃うたれて、コテンと倒たおれました。

　最後は先頭で皆みなを引っ張っていたヒューイが、

「そちらでどうぞ」
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「いえいえ、どうぞどうぞ」

「じゃあありがたく」

　獲え物ものを譲ゆずり合あった殺し屋の一人に、ＨＫ４１６Ｃで撃うたれて死んでいきました。







「ふひー、本当に二人でやっちゃった……」

　レンは、復活までの秒数をカウントダウンさせながら倒たおれている、死んでもマシンガンを手放さなかった五人を見下ろしていました。

「一人ぐらいやりたかったぜ！　ま、復活してきたら次は私が」

　フカ次じ郎ろうはその隣となりで言いました。

「みんな無事カナ？」

　ビゾンの53発入り円えん筒とう形マガジンを交こう換かんしながらターニャが聞いて、

「おかげさまで」

　エムが答えました。




　エムの立てた作戦は、実に単純。そして──、

　もしリアルだったら絶対にできないことでした。ＳＪでも、できないことでした。

　すなわち、ピトフーイに自殺させて、３分後に〝死に戻もどらせる〟という企みプロツト。

　復活したピトフーイは、裏に回って再びＺＥＭＡＬに接近できます。

　そして、エムが話しかけて時間を稼かせぎ、頃ころ良よいタイミングで銃じゆう撃げき戦へと変化させる。ＺＥＭＡＬにはひたすら撃うたせて、後ろへの注意をないがしろにさせる。

　作戦をすぐに察したボスは、念のために、そしてこちらも〝メンバーのライフを一つ失う〟という仁義を通すために、ターニャを自殺させました。

　腰こしに提さげていた《ストリージ》９ミリ口径自動拳けん銃じゆうで自殺したターニャは、ピトフーイに数秒遅おくれてだいたい同じ場所でリスポーン。

　二人はＺＥＭＡＬに見つからないよう、さらに遠回りをしつつも全力で駆かけ抜ぬけ、五人の背後へと忍しのび寄よって──、

　最後は射しや撃げき練習より簡単でした。




「なんかもう、エムさんもピトさんも、考えること怖こわいよ」

　レンの感想に、

「人をスクリューでミンチにする人に言われたくなーい」

　ピトフーイが真顔で言い返しました。

　それから、ピトフーイは復活秒数を今も減らしているＺＥＭＡＬの皆みなさんの死体を見ながら、

「にしても、こいつらも強くなったもんねえ」

　敵を称たたえる言葉を、素す直なおに漏もらしました。

「結構雑な戦術で、ここまで厄やつ介かいだとは。ちゃんとした策士がついたら、ますます手に負えなくなるかも」

　ピトフーイの言葉に、レンは納なつ得とくしました。

　今回も、誰だれか一人でも、後ろを見張る殿しんがり役やくがいれば、ピトフーイとターニャに瞬しゆん殺さつされずに済んだでしょう。

「ま、それはそれとして、私わたし達たちはどうしましょ？　仕切り直して殺し合う？」

「あっ……！」

　レンは、思わず声を漏もらしてしまいました。

　なんで忘れてるの私！　ボケ！

　レンは、大切なことをすっかり失念していた自分に、心の中でダメ出しをしました。

「いや、止やめておこう」

　ボスは、耳に手を当てて軽く叩たたきました。これで、レン達たちと繫つながっていた通信アイテムの接続が切れて、肉声だけが耳に届くようになりました。

「そうね、仕切り直している間に、またこいつらに邪じや魔まされたらイヤよね」

　ＺＥＭＡＬ復活まで、もう60秒を切りました。

　地図を見るに、円周は白い点より離はなれていますので、自じ分ぶん達たちより遠くにいるチームはあるようですが、それでも彼かれ等らに追いつかれるのはゾッとしません。

　ボスが、

「それに、拠きよ点てんがどんなもので、どんな〝最強ＮＰＣ〟がいるか興味もある。それを見て、そいつらをだいたい倒たおしてからでもいいかな？　レン」

「うん。わたしはそれで。ありがとう、ボス」

「いいってことよ。では皆みなさん、しからば敵てき陣じんか、涅ね槃はんで会いましょう」

　そう言い残すとボスは、五人のアマゾネスを率いて、東へと走り去っていきました。少し進路を変えてから、ゴールを目指すのでしょう。

　ヒットポイントを全回復したフカ次じ郎ろうが、

「よっしゃ、じゃあオイラ達たちも行くか？」

　両りよう肩かたにＭＧＬ─１４０を持ち上げながら言いました。フカ次じ郎ろうの走るスタイルです。

　エムが、

「よし。ただ、さっきまでの逐ちく次じ前進でなくてもいい。一気に行く」

「なして？」

　フカ次じ郎ろうが質問。エムは、

「これだけ騒さわいでも、他のチームが来なかった。理由は二つ考えられる。一つは参加チームが元々少ない。もう一つは、参加チームはゴールの方を重要視して近づいている。両方かもしれない」

「急がなくちゃダメってことか……」

　レンが呟つぶやきました。ヘタをすると、ＮＰＣとの戦せん闘とうも全部ＳＨＩＮＣや別チームに取られてしまうかもしれません。ゲームが終わってしまいます。

「よっし、急ごうエムさん！　わたしが突つっ走ぱしるよ！　先に偵てい察さつしてくる！」

　レンは胸を張りました。

　一人で突とつ出しゆつするのはもちろん危険ですが、自分の俊しゆん敏びんさがあれば、撃うたれてもなんとかなるはず。ＳＪ３の冒ぼう頭とうでも、操車場であれほどの敵チームに追いかけ回されても、なんとかなったではありませんか。

「分かった。偵てい察さつを頼たのむ」

「まっかせて！」

　自信たっぷりに言ったレンですが──、

　この後すぐに、自分の発言を大だい後こう悔かいすることになるのです。
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　第四章　「悪あく魔まの城」







　レンは走っていました。

　真北に向けて、岩の点在する土の上を駆かけていきます。

　全力疾しつ走そうを続ければ、レンの足ならあっという間。地図でいうゴール地点まで、９００メートルの位置まで迫せまっていました。

　その間、敵チームの襲しゆう撃げきはありませんでした。ただ、進む先から小こ太だい鼓この連打のような音が聞こえてきたので、戦せん闘とうが行われているのは明白。やはり、もう到とう達たつしているチームがあったのです。

　同じくゴールを目指しているＳＨＩＮＣと接近してしまうかなと思いましたが、それはありませんでした。東側へ、ずいぶんと遠回りしてくれたようです。

　レンの目に、ずっと霞かすみがかっていたゴールが見えてきました。

　位置からして間ま違ちがいありません。敵ＮＰＣの守る本ほん拠きよ地ちが見えてきました。

　地図では詳しよう細さいが隠かくされていた敵の陣じん地ちは──、

　城でした。

　それも欧おう風ふうの、石で作られたお城です。石の色は灰色で、空と相あい俟まって不気味に溶とけ込こんでいます。

　高い城じよう壁へきが、周囲を取り囲んでいます。城じよう壁へきのところどころには円えん筒とうの部分があり、中は階段があるのでしょう。上部は少し高くなっていて、つまりは櫓やぐらになっています。

　城じよう壁へきの中には、尖せん塔とうが四つ見えます。城じよう壁へきのおかげで城本体は見えませんが、尖せん塔とうの下にある形状は、なんとなく予想はつきます。

　城じよう壁へきと尖せん塔とうはしっかりと形を保っているので、崩くずれかけの廃はい墟きよではありません。中に入ることはできるでしょう。当然、敵は上から撃うってくるでしょう。

「見えたよ！　敵てき陣じんはお城だった！　ヨーロッパにあるみたいな。幅はばは３００メートルくらい？　囲む城じよう壁へきが見える！」

　レンは走りながら、後ろからついてきているはずの仲間に報告。エムから、

「了りよう解かい。戦せん闘とうは見えるか？」

「見えない。かすかに音だけしか」

「分かった。安全な場所で待て」

　エムの指示を聞いて、レンは少しだけ考え、

「大だい丈じよう夫ぶ。向こうが撃うってくるまでは近づいて様子を見る」

　リーダーに異を唱えました。まだまだ距きよ離りはありますし、足を止めさえしなければ狙そ撃げきを避よける自信はあります。バリバリ撃うってきたとしてもバレット・ラインさえ見えれば、レンの足なら避よけきれます。

　エムは、一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようで返事が遅おくれましたが、

「分かった。ただし、過か剰じような接近や突とつ入にゆうまでは考えるな」

　最終的にはレンの意い気き込ごみを認めてくれたようです。

「了りよう解かい！」

　嬉うれしくなったレンは答えると、走り続けました。

　そして見ました。進む先の土の上から、岩がなくなるのを。

　この先は、もう掩えん蔽ぺい物ぶつがほとんどありません。ところどころに崩くずれかけた石いし壁かべが、ぽつりぽつりと残っているだけ。どうやら城下町の一部だったようですが、廃はい墟きよを通とおり越こして単なる残ざん骸がいです。

　どうするか……。

　レンは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしました。城じよう壁へきまではもう６００メートルを切ったでしょうか。口径７ミリクラスの銃じゆう弾だんなら、十分に狙ねらって当ててこられる距きよ離りです。

　しかし、

　行ける！　行く！　行かねば！

　レンは足を緩ゆるめず、最後の岩の脇わきを通とおり抜ぬけました。

　崩くずれた石いし壁かべの破は片へんを踏ふまないように少し速度を落として、時々フェイントのように左右の動きを入れながら、城へと近づいていきます。

　まだ遠いから、城の下部はよく見えない。だから２００、いや、３００メートルくらいまでは近づいて、どこかで伏ふせて入口を探さぐろう。

　そう思っていたレンの視界の中で、城の脇わきで、何かがオレンジ色に大きく光りました。

　次の瞬しゆん間かん、目の前の土が立て続けに、爆ばく発はつしたかのように盛り上がって、その粒つぶが体に、顔に降り注いで、いくつかは口と目の中にまで飛とび込こんできました。

「ぶぴゃ！」

　レンが変な声で悲鳴を上げるのと、遠くから小こ太だい鼓この連打のような銃じゆう声せいが聞こえるのが同時でした。

　撃うたれた！

　目に入った土であまり前が見えないまま、レンはそれだけを判断して、視界の左前にある物体──、幅はば10メートルくらい、高さ１メートルくらいだけ残っていた石いし壁かべへ飛とび込こむ決意をしました。

　左に進路を変えてすぐ、右みぎ脇わきで再び土が連続して爆はぜて、銃じゆう声せいが後から続きました。曲がるのがあと少し遅おそければ、弾だん丸がんの群れとゴッツンコしていたことでしょう。なんという正確な射しや撃げき。

「ふひゃ！」

　石いし壁かべの裏に小さな体を隠かくしてから、レンは叫さけびます。

「城から撃うたれた！　マシンガン！　でも、バレット・ラインが見えなかった！　ラインなし射しや撃げき！」

　ＧＧＯはゲームですので、引き金に指をかけると、射手にはバレット・サークルが見えて、着ちやく弾だん地点を教えてくれます。その代だい償しようとして、相手にはバレット・ラインが見える仕組み。その唯ゆい一いつの例外は、奇き襲しゆう攻こう撃げきになる初しよ弾だんだけ。

　しかしレンには、敵位置が分からなかった最初の連射はさておき、二回目の銃じゆう撃げきのラインが見えませんでした。それはつまり、相手はラインなしで銃じゆう撃げきできるほどの凄すご腕うでということ。

　海外で実じつ弾だん射しや撃げきの修しゆ行ぎようを積んだエムができるのは知っていますが、まさかＮＰＣがそんなことをしでかすとは。いえ、〝そういうことができる設定にしてある〟とは。なるほど、〝最強〟というのは本当のようです。

「銃じゆう声せいは聞こえた。どこにいる？」

「石いし壁かべの後ろにどうにか隠かくれた！　城までは、５００メートルくらい！」

「分かった。こっちも近づく」

　エムの言葉に少し安心したレンですが──、

　結局は、何も上手うまくいきませんでした。

　その数分後に、レンは誰だれからも援えん護ごされることもなく、大口径の狙そ撃げき銃じゆうで隠かくれていた石いし壁かべをボロボロに壊こわされた上、どうしようもなくなって飛び出したところをマシンガンの的確な射しや撃げきを受けて、

「ダメか……。くそー！　あいつら──、強い！」

　死んでしまいました。







　このテストプレイの中で死ぬとどうなるか、レンは分かりました。

　まず、ヒットポイントが全損した瞬しゆん間かん、一いつ瞬しゆんで待機空間に飛ばされます。ＳＪでも使われた、宇宙空間のように上下左右が分からない怪あやしい場所に、レンは立っていました。

　そして、目の前には１８０から始まるカウントダウンの数字。これがゼロになるまで、ここで待つか、ゲーム終しゆう了りようを選んでグロッケンの町に戻もどるかの二つに一つしかできなくなります。

　仲間との通信は、もちろん不可能です。

　ストレージから装備を出して身み支度じたくを調ととのえることは、許されているようです。もっとも、今のレンにやることはありませんが。

「あー、無理しすぎたー。油断したー」

　レンは黒い床ゆかにぺたんと腰こしを下ろして、己おのれのアホさ加減を呪のろいました。

　完全に、一人で突とつ出しゆつしすぎました。相手がマシンガンや大口径のライフルを、それもバレット・ラインなしで撃うってくるとは、夢にも思いませんでした。思うべきでした。

　全ては、慢まん心しんからきたミスです。

「ピトさんに申し訳ないことしたなあ」

　その前のＺＥＭＡＬとの戦い。自殺して死に戻もどって裏をかく作戦、あれは本来ならレンの役目だったと思っています。足が速いレンの方が、早く戻もどってこられるからです。

　でも、エムはピトフーイに命じました。

　それは多分、いえ間ま違ちがいなく、レンのライフをここでムダにせず、最後の最後まで、ＳＨＩＮＣとの戦いができるようにするため。

　そのライフを一つ、敵の姿すら見ることもなくムダに消費してしまいました。

「もう油断しない！」

　レンは己おのれに言い聞かせると、ゼロへと近づいていく秒数を見つめました。




　飛ばされるのも一いつ瞬しゆんですが、戻もどるのも一いつ瞬しゆんです。

　レンは、

「おっ！」

　一つの岩の陰かげにいました。見覚えのある景色です。つまりは、先ほど通とおり抜ぬけてきた土地です。

　周囲をぐるりと見み渡わたして、とりあえず敵になりそうな人ひと影かげはなし。視線左上の仲間達たちのヒットポイントゲージを見ると、あれから減った人はいないようでした。

　自分の視界の中で、10秒のカウントダウンが始まっていましたが、ひとまず無視。レンは自分でマップを開きながら、通信アイテム越ごしに仲間に話しかけました。

「復活した。ゴメン。みんな今どこ？」

　地図が目の前に出て、レンの位置も教えてくれました。ゴールから１．５キロくらい離はなれた南側の場所でした。

「城から８００メートルほど離はなれた南南西の位置、大きな家の残ざん骸がいに隠かくれている。来られるか？」

　エムの言葉が戻もどってきて、

「分かった今行く！　なんとしても行く！」

　レンは駆かけ出だしながら答えました。




「よう、レン二人目！」

　弾だん丸がんのように走ることしばし、エムが言ったとおり、石造りの家の残ざん骸がいがありました。その手前に、フカ次じ郎ろうを含ふくむ三人がしゃがんでいたので、

「ごめん！　お待たせ！」

　湿しめった土の上をズザザと滑すべりながら、レンは合流しました。

　この周囲では、元々住宅地だったのか、西せい欧おう風の家が何軒けんもボロボロに崩くずれています。

　天てん井じようでしょう。細いのを組み合わせた大きな板が、斜ななめに転がっていました。その下に重なる瓦が礫れきの層は分厚く、数メートル分はあります。これならあらゆる銃じゆう撃げき、あの対物ライフルからも守られるでしょう。隠かくれる場所としては申し分ありません。

　ただし、これより城に近づくと、もう何もありません。城からまる見えの、平らな土地が広がるばかり。

　エムならどうにか城を狙そ撃げきできる距きよ離りですが、それだけでは攻こう略りやくはできません。走って近づけば、また撃うたれてお終しまいでしょう。

「どう？」

　レンが戦せん況きようを訊たずねると、フカ次じ郎ろうが、

「やべーよレン。あの城、まったく近づけないわ。敵、バカみたいにつえーわ」

　お手上げですわ、と言わんばかりに両手を天に向けました。ピトフーイが教えてくれます。

「開けている南側はもうダメね。近づいたら対物ライフルの弾たまがラインなしで飛んでくるし、そこにマシンガンのサポートが加わって始末が悪い。西側はご覧の通りまだマシでここまで来たけど、これ以上先に掩えん蔽ぺい物ぶつはナシ。そういう意味では、南とさして変わんないわ」

「北側とかは？」

「濃こい森があって、城まで一番近づけるはずなんだけどねえ。エム、準備できた？」

「ああ」

　エムが、答えながら振ふり向むきました。その手に、四角い箱が握にぎられていました。

　色は灰色で、材質はプラスチックのよう。大きさはＡ４サイズくらい。厚みも５センチはある、そこそこ大きな物体です。

「？」

　ＧＧＯではあまり見ない箱です。レンが首を傾かしげると、エムはその箱を空中にポイと放り出しました。

　次の瞬しゆん間かん、箱の四よ隅すみから腕うでのようなパーツがスパッと飛び出て広がりました。そのアームの先にはプロペラがついていて、一いつ斉せいに高速回転を始めました。

　ぶーん、という唸うなる羽音と、空中でピタリと静止した箱を見たレンが、

「おおっ！　凄すごい！　これアレ──、ドローンでしょ？」

「イエース。今さっき買ったオモチャ」

　ピトフーイが答えました。

　なるほどこれが、早く来て買い物をしていた理由ですか。

　レンは理解しました。とうとうＧＧＯ世界でも、ドローンが使えるようになったようです。

　遠えん隔かく操縦、または自立作動可能な無人機のことを総じてドローンと呼びます。

　車両でも船でも無人機ならドローンですが、日本で一番よく知られているのはこういったマルチコプタータイプでしょう。プロペラを複数持っていて、その回転で空を飛ぶヘリコプターのことです。

　レンの目の前で、箱の下面がくるりと回転、半球状のガラスドームが姿を現しました。コンビニの天てん井じようとかによくついているので分かります。カメラです。

「それでこれで見る」

　ピトフーイが、タブレット端たん末まつのような薄うすい板を見せてくれました。そこには、その端たん末まつを覗のぞき込こむレンの姿が、斜ななめ上から、つまりドローンから映されていました。

　クッキリ詳しよう細さいなカラーの映像に、タイムラグはほとんどありません。レンが手を振ふると、その様子が目立つ遅ち延えんもなく表示されました。ちなみに音はありません。

「実装されたんだね！　しかも買ったんだね！」

「まだ数がないからね。めっちゃ高かったわよー」

　ピトフーイが言って、フカ次じ郎ろうは、

「ほほう。ゲームの雰ふん囲い気きを削そぐから値段は聞かないけどさ、おいくら万円？」

「そうね──、〝人間は生まれつき平等らしいけど実際には平等じゃないからお前等勉強しろよ！〟って言った人を集めてサッカーチームができるくらい」

「わおう！　イレブンユキチ！」

「ちなみに、もし撃うち落おとされたらロスト扱あつかいになる」

「マジかー！」

「だから、高く飛ばしなさい、エム」

「分かった」

　ブーンという羽音が急に大きくなったかと思うと、それが上空へと昇っていきました。

　レンがエムを見ると、彼かれは画面と一体化したコントローラーを両手で持っていて、両手の親指で小さなスティックを操作していました。

　操縦に集中しているようで、エムの顔は真しん剣けんそのもの。墜つい落らくさせたり撃うち落おとされたりしたら大損ですので、それは慎しん重ちようになるというもの。しかもこれが初飛行です。

「静止以外はマニュアル操縦だから、現実のドローンに比べるとだいぶ古いわね。自動で勝手に偵てい察さつしてくれるとかは無理。難易度高め」

　ピトフーイが言いました。

　２０２６年の今、オモチャ屋で売っているドローンですら、スマートフォンの画面のワンプッシュで飛び立って、地図を指でなぞればその指示通りに飛び回って、自律制せい御ぎよで危険を回かい避ひして、最後はバッテリー切れの前に元の場所に自動で戻もどってきます。

　ＧＧＯのこのドローンは、その高度でその場所に留とどまることはやってくれるようですが、操縦は全て人がやらなければなりません。完全自立作動にすると、使い手側があまりに有利すぎるからでしょう。サイズもかなり大きめで、不格好です。

　それでも、

「上からフィールドが見られるなんて凄すごいよ！」

　レンは大興奮です。

「ま、あっしらには当たり前ですがねえ」

　ＡＬＯの世界では全キャラクターが空を自由に飛べるので、フカ次じ郎ろうは斜しやに構えて言いました。

　レンは周囲を警けい戒かいしつつも、ピトフーイの持つタブレット端たん末まつの中の画面を見ます。グイグイと高度を上げていくカメラが撮とった映像はとても面おも白しろく、まるで自分が鳥になったよう。

「ＡＬＯだとこれが自分の目で見られるんだ……。なんかいいかも……」

「おっ！　来ちゃう？　来ちゃう？　ウェルカーム！」

「う……、ちょっと、なら……？」

「ハイよろこんでー！　お一人様入りまーす！」

　謎なぞの盛り上がりを見せるフカ次じ郎ろうとレンに、ピトフーイが〝困った奴やつらだ〟と言いたげな笑え顔がおを向けました。

「二人ともそれは後で。ひとまず城の様子を見ないとね」

　ドローンはかなり高く昇りました。画面の中で、城の全体像が見えてきました。

　石組みの城じよう壁へきは十角形をしていて、角にはてっぺんに櫓やぐらを設けた城じよう壁へき塔とうがありました。城じよう壁へきそのものの高さがおよそ20メートル。城じよう壁へき塔とうが、プラス５メートルくらい。

　城じよう壁へきの上には防ぼう御ぎよ壁へきにも狭はざ間まにもなる胸きよう壁へきがあって、等とう間かん隔かくの凸でこ凹ぼこ模様がよく分かります。城じよう壁へき全体の直径は、レンが見たとおり３００メートルくらい。

　城門は東西南北に一つずつあります。左右は垂直で、上部は綺き麗れいなアーチ。大きさは同じで、４メートルは高さがあるでしょう。幅はばが３メートルくらい。大型トラックでもするりと通れそうです。

　木製の扉とびらがキッチリ閉じているかと思いきや、古くて壊こわれているのか、扉とびらその物がありませんでした。その代わり、中には石や煉れん瓦がなど、瓦が礫れきの山が人の背せ丈たけ以上に積み上げられていて、容易たやすく進入するのを拒こばんでいます。

「まるで……、城だな」

　フカ次じ郎ろうが言いました。

　城じよう壁へきの中には、草木がまるで見えない中庭があります。

　土が剝むき出だしの平らな地面には、馬小屋のような、あるいは倉庫のような、簡素な木造建築物がちらほらとありました。井い戸どのような円形も見えます。

　そして、石いし畳だたみの道が城門から真まっ直すぐ十字に延びていて、その左右に、元は池だったのか、四角い窪くぼみが見えます。底に反射する物がないので、水は一いつ切さいないようです。

　敷しき地ちの中央には、これぞ本丸、四本の尖せん塔とうを設けた城本体がどんと聳そびえ立たっていました。派手さのない、素っ気ない外見です。

　東西南北からきれいに四十五度ずつずらして建てられた尖せん塔とうの高さは、十階建てのビルくらいはあるようです。あちこちに、黒い穴が、つまりは窓が見えます。

　建物自体は、その半分くらいの高さでしょうか。全体の直径は50メートルほど。こちらも高い場所にはたくさんの窓が、黒い穴を開けています。

　木造の天てん井じようはしっかりと残っているので、中がどうなっているかは、上からでは分かりません。ＧＧＯには、これと似たような城ダンジョンはあるのですが、レンはまだ遊んだことがありませんでした。

「ふむ……。近づくだけでも厄やつ介かいなのに、仮に城門を突とつ破ぱできても、中庭を通とおり抜ぬけるのがイヤね。塔とうや城から狙ねらい撃うたれる」

　ピトフーイが言った瞬しゆん間かん、城の尖せん塔とうの一つから、その頂上付近にある窓から、点てん滅めつする光が生まれました。そして画面に向かって飛んでくる、オレンジ色の細長い光の線。

「エムー。もっと高く」

「了りよう解かい」

　画面の中で、城の様子がぐいっと小さくなっていきました。エムがドローンを急きゆう上じよう昇しようさせたのです。すると、尖せん塔とうからの銃じゆう撃げきは止やみました。射程外に出たのか、それとも上への角度が取れずに狙ねらえなくなったか。

「危ない危ない。エム、一番高いところで保持。後はこっちでカメラをズームするわ」

　ピトフーイが言いながら、だいぶ小さくなってしまった城の映像を指でピンチアウトさせてズームしました。これは便利。しかも手て袋ぶくろのままでＯＫです。

　グイグイ拡大された城の中に、一人の兵士の姿がありました。城じよう壁へきの東側、櫓やぐらのすぐ脇わきに伏ふせて、無骨で巨きよ大だいなライフルを構えている男です。

「いたっ！」

　初めて見た敵の姿に、レンが声を上げました。明らかに普ふ通つうとは違ちがう大きさのライフルを構えている以上、コイツがレンを壁かべごと撃うったヤツに違ちがいありません。

　画面越ごしに小さくとはいえ、初めて敵チームを視し認にんしたその瞬しゆん間かん──、

　ピコン。

　戦場に不似合いな可か愛わいい音がして、再びレンの視野の中に文字が飛とび込こんできました。

『敵全員の情報が手に入ったぞ！』

　どうやら、運営側が新しい情報をくれるようです。

　その発動条件は、敵を初めてしっかりと目もく撃げきしたときのようですが、ドローンのカメラと画面越ごしでもいいんでしょうか？

　まあ、いっか。

　レンは有あり難がたく頂ちよう戴だいすることにしました。

『今回の敵は七名。それぞれが最強の兵士達たちだ！』

　レンと同じように文字を読んでいるだろうフカ次じ郎ろうが、

「そいつはよござんした」

　皮肉気味に返しました。

　ピコン。

　一人目が、写真と共に現れました。

　キャラの外見を出してくれるのは、とても助かります。城の中に入ったとき、相手が敵ＮＰＣなのか参加チームのメンバーなのか、とっさに判断できないと困るからです。

　画面の中の男は、大おお柄がらな白人男性でした。顎あごが見えないほど髭ひげがもじゃっと長い、いかにも外国の逞たくましいおっさん、といった顔つき。年ねん齢れいは、四十代。

　着ているのは米軍が使っているマルチカム迷めい彩さいの戦せん闘とう服ふくで、軍用ヘルメットで頭を、プレートキャリアで胸を保護しているのが分かります。ヘルメットの下で額に包帯を巻いているのが見えますので、〝怪け我がでもした設定〟なのでしょうか。

　写真の下に、〝ジェイコブ〟という名前が、日本語と英語で出ました。

「このバッドガイめ」

　フカ次じ郎ろうが言いました。

　名前の下には、〝主要武器プライマリー・ウエポン〟という項こう目もくがあって、このＮＰＣが主に使う銃じゆうを表示してくれます。もちろんそれ以外を使うこともあるでしょうが、敵の戦い方が分かる重要な情報です。

　ジェイコブの愛あい銃じゆうは、《Ｍ４Ａ１》。これは米軍の使っている５．５６ミリ口径のアサルト・ライフル。ＧＧＯの中では、ごくごく一いつ般ぱん的な武装です。ただし、武装が一いつ般ぱん的だからといって、強さが一いつ般ぱん的とは限りません。

　ピコン。二人目は黒人男性。

　これまた、プロレスラーのように体格のいい男で、年ねん齢れいはレンには分かりづらいですがやはり四十代でしょうか。髭ひげはありません。写真が笑え顔がおなので、白い歯が綺き麗れい。

　着ている服と装備はジェイコブと同じように見えました。表示された名前は〝ロイ〟。使用銃じゆうは、こちらも《Ｍ４Ａ１》。

「コイツも悪い奴やつだ」

「フカ、全員に言う気？」

　ピコン、三人目が表示されます。

　少し若めで三十代に見える白人。やや細ほそ面おもてで鋭するどい目つき。表示名は、〝ロック〟。本名なのか渾名あだななのかは不明です。銃じゆうの紹しよう介かい欄らんには《ＧＭ６リンクス》と出ました。

　レンの知識の外にある銃じゆうでした。首を傾かしげたレンに、

「これ、対物ライフルよ」

　反応したのは、ＧＧＯにある全ての銃じゆうをコンプリートしたいと思っているピトフーイ。

「ハンガリー製で、ゲパードってシリーズの一つよ。５０口径でセミオート、１マガジン10発まで連射可能。しかもブルパップ」

　まさに立て板に水。スラスラと説明が始まります。ブルパップとは、弾だん倉そうがグリップや引き金の後ろに位置する銃じゆうのデザイン。全長を短くできる利点があります。

「この種の銃じゆうにしては驚きよう異い的にコンパクトで軽いから、その気になれば立ったまま連射できて、射手の機動力も優すぐれる、敵に回すと実にイヤな銃じゆうよ。レンちゃんを壁かべ越ごしに狙そ撃げきしたのは、間ま違ちがいなく彼かれね」

「ぬう。この顔だな……」

「ゲパードシリーズでもリンクスは実装前だったと思ったけど、ＮＰＣ特権かなあ。怖こわい銃じゆうだから、みんな壁かべごと撃うたれないように、気をつけてね」

「ぬう」

　唸うなったレンの脇わきでフカ次じ郎ろうが、

「ピトさん、殺して奪うばいたい目をしてる」

「あらバレた？　流通前のＮＰＣの銃じゆうって鹵ろ獲かくできるのかな？　できるゲームもあったわよね？」

　今日一番楽しそうなピトフーイです。

　ちなみに〝鹵ろ獲かく〟とは、敵が使っているものを手に入れるという軍事用語。大たい抵ていは敵が残していった兵器を手に入れて、研究用に使ったり、ときには自分の軍隊でそのまま活用したりします。

「何事も挑ちよう戦せんだ！　諦あきらめたらそこで略りやく奪だつ終しゆう了りようだよ？」

　四人目は〝ケイン〟という名前の、やや肌はだの色が濃こい東洋系の男でした。ここまで戦せん闘とう服ふくが一いつ緒しよなので、全員一いつ緒しよなのでしょう。見分けがつきやすくて助かります。

　ケインは今までで一番若く二十代に見えますが、〝東洋人は若く見えるマジック〟でしょうか？　そして、やけにハンサムです。実にイケメンです。キャラを造るときに、誰だれか映画俳優でもモデルにしたのでしょうか。

　フカ次じ郎ろうが、今日一番真しん剣けんな顔で画面を指さして、

「コイツを悪の組織から連れ去り、私の彼かれ氏しにするのが我々の最終目的だ。分かるな？」

「フカ、勝手に設定を変えるな」

「各員、より一層の奮ふん闘とうを期待する」

「話を聞け」

　ちなみにケインの使用銃じゆうは、ステアー（シュタイヤー）社の《Ｆ９０》。

　有名なブルパップ型アサルト・ライフルのステアーＡＵＧ、その近代改良バージョンです。グレネード・ランチャーつきとの注記がありましたので、飛んでくる榴りゆう弾だんに気をつけねばなりません。

　五人目は、〝ウォッカ〟。

　ロシアなネーミングだなと思ったら、顔写真もまた、いかにもロシア人らしい巨きよ漢かんの白人でした。ヒグマのようなごつさです。エムといい勝負。

「うむ、ゴツいおっさんじゃ。コイツは彼かれ氏しにはしたくない」

　画面を指さすフカ次じ郎ろうの言葉を、レンは優やさしくスルーしました。

　さっきわたしをバリバリ射い貫ぬいて殺してくれたのはこの方か、と思いながら。

　武器の欄らんには《ＰＫＰ　ペチェネグ》とありますが、これはＳＨＩＮＣも使っているロシア製ＰＫ（Ｍ）マシンガンの最新バージョン。

　ローザの中の人である詩し織おりが、次にこの銃じゆうが欲ほしい欲ほしいと、クリスマスにゲームをねだる子供のように言っていたので、レンも覚えていました。

　詩し織おり曰いわく、

「銃じゆう身しんが空冷式で、撃うつとガス圧で、銃じゆう身しんを覆おおう筒つつに空気を引ひき込こむ構造になっていて、長時間の連射が可能で、そのおかげで銃じゆう身しんがワンタッチ交こう換かん式じゃないから命中精度がアップしていて！　しかもスコープが載のせられるから遠えん距きよ離りへの攻こう撃げきがやりやすくって！　さらに、発射速度が上がっていて、与あたえられるダメージが増えているんです！」

　商品説明のような言葉を聞いたレンですが、全部でなくても言いたいことが分かってしまうのが恐おそろしいです。女子大生や女子高生がこんなに銃じゆうに詳くわしくてどうするんでしょう。

　ＰＫＰはＧＧＯ内では最新のマシンガンなので、見つけるのは難しく、買うとなるとお値段が相当高いそうです。

　ＳＨＩＮＣの皆みなさんはリアルマネーをつぎ込こむことはできないので、手に入れるのは相当先になると、ローザは嘆なげいていました。

　ぴこん。

　残り二人のうち、最初に出たのは〝ハッサン〟。

　彼かれもまた名前で分かりやすく、明らかに中近東系です。皮ひ膚ふの色が濃こく、顔の彫ほりが深く、顔のシルエットに沿って髭ひげを揃そろえた、ここまでで最年長五十代のナイスミドル。

　写真の顔はやけに愁うれいを帯びていて、どこか悲しげ。

「こいつ……、離り婚こん調停中なんだよ」

　フカ次じ郎ろうが設定をつけ足して、

「奥おくさんの浮うわ気きが原因なのに弁護士がやり手でね、なかなか別れられないでいる。二人の娘むすめの親権も取られそうなんだ……。パパの方に懐なついているのに……」

　さらに悲しい男を仕立てました。

　その男の愛あい銃じゆうは、ＦＮ社製《ＳＣＡＲ─Ｈ》。７．６２ミリ口径のアサルト・ライフル。狙そ撃げき銃じゆうとしても性能の高い銃じゆうです。戦い方としては、エムのようにセミオートで連射してくるスナイパーでしょう。距きよ離りがあるこのフィールドでは、彼かれも厄やつ介かいです。

　選ばれし七人の敵の最後は──、〝ドク〟と名付けられた白人の男。

　見たところ三十代で、〝ドクター〟の愛あい称しようの通り、線の細いインテリ風です。ヘルメットの下で丸いフレームのダサい眼鏡をかけていて、実にモテなさそう。

「ははあ、七人のラスボスはコイツだな。映画だと、そういう設定が多いから分かる。みんな、この童どう貞てい面づらに騙だまされるな」

　フカ次じ郎ろうの言葉に、

「まあ、こうなった以上全員倒たおすからどうでもいいよ」

　レンは素っ気なく答えました。

「ワオ！　さすがは〝皆みな殺ごろしのレン〟！」

「ヘンな称しよう号ごうつけるな」

　レンは頭を振ふりましたが、ＳＪ２のドームの中で、あのピンクの煙けむりの中で鏖おう殺さつされたチームの皆みなさんは、本気でそう思っているに違ちがいありません。

　その童どう貞てい──、でなくドクの使用銃じゆうは、シグ・ザウエル社の《ＭＣＸ》。

　まだ滅めつ多たに見かけない高性能アサルト・ライフルです。外見はＭ４シリーズに似ています。全体的に軽量で取り回しがいいので、室内戦では厄やつ介かいな敵になりそうです。

「アサルト・ライフル使いがジェイコブ、ロイ、ドク。それにグレネードつきがケイン。対物ライフル使いがロック。マシンガナーがウォッカ。スナイパーがハッサン、──。よし」

　ピトフーイが名前と武器を再確かく認にんして、左手をサッと振ふって画面を消しました。これらの情報はいつでも呼び出すことはできるでしょうが、戦せん闘とう中にそんな面めん倒どうくさいことはしていられません。

　レンはもう一度、自分の目の前にある画面をスクロールさせて、顔を確かく認にんしました。

　ＳＪでの上位入賞チームに、似たような顔はいなかったと思いますが、念のためにしっかりと覚えました。




　顔と名前と武装は分かりましたが、その実力の程ほどはよく分かりません。

　先ほどの遠えん距きよ離り狙そ撃げきとマシンガン攻こう撃げきの正確さから、低いわけはないと思いますが、

「チームとしての戦せん闘とう力りよくはどうかな？　ＮＰＣ同士の連れん携けいって、人間ほど完かん璧ぺきにはいかんぜよ？　ルーティーンには従うんだけど、こう、臨機応変さがない」

　さすがにゲームをやりこんでいるフカ次じ郎ろう、そこを最初に指し摘てきします。

「それを今から確かめられそうだ。画面を見ろ」

　エムが言いました。

　レンとフカ次じ郎ろうが、ピトフーイの持つタブレット端たん末まつを覗のぞきます。

　城が上から映されていて、森のある北側が見えていました。その森の中で、四角いカーソルが六つ点灯しました。エムが画面をタッチして設定したようです。

「こいつらが城に攻こう撃げきを仕し掛かける。多分だが、ＭＭＴＭだ」

　エムの操作で画面はさらにズームアップ。どれだけ拡大してもそれほど画像が粗あらくならないのは、さすがゲーム世界です。

　そして木々の枝葉の間に見えたのは、匍ほ匐ふく前進でゆっくりと森の中を進む、緑の迷めい彩さいの男の背中。

　ＭＭＴＭで間ま違ちがいありません。草で偽ぎ装そうしていますが、直線基調の緑の迷めい彩さいは確かにスウェーデン軍のもの。ＳＪ２以降、ＭＭＴＭのチームユニフォームになっています。

「ひゅう、やるじゃないダビド」

　ピトフーイがにやつきながら言いました。リーダーである彼かれの正式名はデヴィッド。昔、同じスコードロンにいたことがあるピトフーイがダビドと呼ぶと、彼かれは怒おこります。

　さすがはチーム総合力の高いＭＭＴＭ、森の外れに、城まであと１００メートルの位置まで迫せまっています。

　敵が仮に城から出て周囲に展開していても発見されないように、今までの時間全てを、地味で苦痛な匍ほ匐ふく前進に費ついやしたようです。

「これ、森から出て駆かけ出だせば、城じよう壁へきまでたどり着けちゃわない？　そうなったら──」

　レンが言いました。

　六人が一いつ斉せいに駆かけ出だして、北側の城門から城内に突とつ入にゆう。中庭をどうにかくぐり抜ぬければ、城そのものへの侵しん入にゆうも不可能ではないように見えます。

　すると、室内戦せん闘とうが大好きなＭＭＴＭのことだから、あっという間に建物内の敵を倒たおし、クリアしてしまうかもしれません。そうなれば、このゲームは終わりです。

「さーて、そう簡単にいくかしらねえ」

「あ、ピトさん悪い顔してる」

　ごくり。

　今さらどうしようもないので、レンは見守ることしかできません。これから始まる戦せん闘とうを、鳥になって見守るしか。

「まるで酒場の観客になった気分だよ」

　レンは呟つぶやきました。




　画面の中で、ＭＭＴＭの匍ほ匐ふく前進が止まりました。

　全員が森の端はしまで着いたからです。この先はもう木々はなく、１００メートルほどの距きよ離りを置いて城門があります。その途と中ちゆうは、走りやすそうな乾かわいた土。

「ああ……。これ行けちゃうかも」

　レンが呟つぶやいて、

「ま、城じよう壁へきまでは行けるでしょうね。上にはＮＰＣの姿がないし」

　ピトフーイが言いました。

　画面を引いても、城じよう壁へきの上に敵の姿は見えません。つまりはＭＭＴＭに気付いていないわけです。

　今、突とつ撃げきが始まりました。

　ＭＭＴＭの六人の男達たちが、一いつ斉せいに走り出しました。森を出たので、カーソルが消えました。

　走っている姿は分かりますが、上から見たのでは顔が分かりません。銃じゆうで判別するのも難しいです。画面をさらにアップにすれば分かるかもしれませんが、そうなると全体が見えなくなるので、ピトフーイは諦あきらめました。

　画面の中で、灰色の太い線になっている城じよう壁へきへと、六人が駆かけ寄よっていきます。まだ、城からの射しや撃げきはありません。

　あれよあれよという間に、六人は城じよう壁へきへとたどり着いて、さらに城門へと、躊ちゆう躇ちよなく走って行きます。

　この画面ではよく見えませんが、城門の中には侵しん入にゆう者しやの足を止めるために瓦が礫れきの山があるはず。そこを、後ろで銃じゆうを構えた男が援えん護ごしつつ、他のメンバーがどんどんと入っていきます。

　そして、ＭＭＴＭの姿が反対側に見えた、つまり城門をくぐり抜ぬけて城の中に入った、と思われた瞬しゆん間かん──。

　爆ばく発はつが起きました。

　城門の入口手前、中庭に少し入ったところで、かなりの規模の爆ばく発はつが起きました。

「ああっ！」「おほぅ！」「あら」「…………」

　レンは見ました。フカ次じ郎ろうもピトフーイも、同じ映像を見ました。無言でしたがエムも見ました。

　城じよう壁へきの内側、数メートル入った場所で、地面からいきなりの爆ばく発はつです。上からの攻こう撃げきではなく、地じ雷らいが、つまり何かしらの爆ばく発はつ物ぶつが既すでに仕し掛かけてあったに違ちがいありません。

　そのときそこにいたのは、ＭＭＴＭの四人。四つの体が吹ふっ飛とばされました。軽々と、紙くずのように宙に舞まいました。

　その際に、手足や首が少し千切れたりもしましたが、最も早はやダメージがどうこう、ヒットポイントの残りがどうこうという問題ではないでしょう。この規模の爆ばく発はつなら、全員が即そく死しです。

　その瞬しゆん間かん、残りの二人は、城じよう壁へきの外側にいました。城門に陣じん取どり、その瓦が礫れきをガードにして銃じゆうを撃うちまくり、四人が中庭を走はしり抜ぬけるのを支し援えんする予定だったのでしょう。

　その二人へと、たった１発の弾たまが飛んできました。

　銃じゆう弾だんよりゆっくりと飛ぶそれは、４０ミリグレネード。狙ねらいはどんぴしゃり。城門の外の地面に着ちやく弾だんして炸さく裂れつして、二人の人間を左右に吹ふき飛とばしました。

　瞬しゆん殺さつでした。

　ＭＭＴＭの六人が、多分１発も攻こう撃げきするヒマなく、一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつです。

　ぼおおーん！　ぼんっ！

　大小二つの爆ばく発はつ音が、ヴァーチャルな空気を伝わってやってきて、レン達たちの耳に届きました。

　画面の中で爆ばく煙えんが晴れると、城じよう壁へきの中と外に、【Ｄｅａｄ】のタグを点灯させた、合計六つの死体が転がっているのがよく見えました。

「どひゃあ……」

　レンが乾かわいた声を出して、

「やるじゃーん！」

　フカ次じ郎ろうはなぜか敵を称たたえ、

「これはまた……」

　ピトフーイも、どこか嬉うれしそうに笑っていました。

「気付かれていて、待まち伏ぶせされていたの……？　敵は、ずっと我が慢まんしていたの？」

　レンが問いました。それまでまったく１発も撃うたれなかったのに。

「まあ……、そうでしょうね……」

　ピトフーイはそんな煮にえ切きらない返事。いつもの彼かの女じよなら、

「そうに決まってるじゃない！　あはは、ダビドも油断したわね！　だっさー！」

　くらいは言いそうなのに。

　レンは、画面からピトフーイの顔へと視線を移しました。そこには、顔のタトゥーをピクリとも動かさず、真しん剣けんな顔をしているピトフーイがいました。こんなに固い彼かの女じよの顔を見たのは間ま違ちがいなく初めてで──、

　あんた誰だれだ？

　レンは思いましたが、言いませんでした。

　直後にエムから、

「東からアマゾネスが仕し掛かけるようだ」

「っ！」

　レンは、慌あわてて画面に視線を戻もどしました。

　その画面を、ピトフーイは一度大きく引いて城全体を映し、それから城の東側へとズーム。

　そこは地図の表示では草地で、画面で見ても草地でした。大人の腰こしほどの高さの草がみっしりと生えています。一見すると、ススキが野放図に伸のびた夏の空き地のようでした。

　その空き地を、草を割りながら走っている人がいました。

　緑の中を緑の迷めい彩さい服ふくなのでとても見にくいのですが、走っている人がいるのはよく分かります。総勢四人。

　ＳＨＩＮＣのメンバーの中で四人が、数メートルほどの幅はばで広がり、東側の城じよう壁へきへと走って行きます。残りは２００メートルほど。

「スナイパーを残して突とつ撃げきをするつもりだ」

　エムの指し摘てきに、なるほどとレンは頷うなずきました。

　あのやけに長い銃じゆう、ＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフルを使うトーマと、もう一人の狙そ撃げき手しゆのアンナを後方に残して、四人で城じよう壁へきに向けて全力疾しつ走そう、そして城へと突とつ入にゆうする作戦でしょう。

　もちろん銃じゆう弾だんから身を隠かくすものがない草原を行けばいい的ですが、ＭＭＴＭとの戦せん闘とうでの爆ばく発はつ音おんが聞こえたので、そのタイミングを待っていたに違ちがいありません。

　つまり、どこかで戦せん闘とうが始まったら、それに呼応して自じ分ぶん達たちもアタックをかける。敵は兵力を分けて両方に対処するしかなく、片側の守りがどうしても薄うすくなる。

　オーソドックスですが、確実な作戦です。

　しかし、

「これ、やられるわね」

　ピトフーイの冷たい言葉に、

「あっ！」

　レンも気がついて、顔色を変えました。

　ＳＨＩＮＣは、敵ＮＰＣの七人が別チームに対処している隙すきを狙ねらってアタックを仕し掛かけましたが──、

　その戦せん闘とうは、すでにもう終わっているのです。たった二つの爆ばく発はつで。ＭＭＴＭの全ぜん滅めつという形で。

「だめだボス！　逃にげて！」

　レンの叫さけび声ごえは、向こうまで届きません。

　画面の中で、無む慈じ悲ひな光景が始まりました。

　東側にある尖せん塔とうの途と中ちゆうの穴──、つまりは窓から光が生まれたかと思うと、細い光の線が草原へと降り注いだのです。

　それはＰＫＰマシンガンの攻こう撃げきで、光の線は恐おそろしい刃やいばとなって、ＳＨＩＮＣのメンバーの一人をズタズタに射い貫ぬきました。曳えい光こう弾だんは４～５発に１発の割合で入っているので、光の線の数倍の弾だん丸がんが襲おそったことになります。

「おのれウォッカ！」

　この攻こう撃げきで、一人は確実にやられたことでしょう。しかし、敵の位置は分かりました。

　トーマかアンナが攻こう撃げきすれば、一人は敵を倒たおせる！

　そうレンが思った瞬しゆん間かん、

「アレ？」

　ウォッカの攻こう撃げきが終わって、窓からの光、銃じゆう撃げきによるマズルフラッシュが止やみました。

　そして、次の瞬しゆん間かん、その窓へと飛とび込こんでいく、飛とび抜ぬけて太い光の線。後方からのＰＴＲＤ１９４１による狙そ撃げきです。

　穴からは、石を撃うったときによく見る、灰色の煙けむりが少し見えました。

「外れたわね」

　ピトフーイの冷静な言葉と同時に、東側の城じよう壁へきの上に人が出てきました。男が三人、ライフルを構えて、櫓やぐらの左右から登場です。

　それが誰だれかは分かりませんが、敵だということはよく分かります。三人は胸きよう壁へきに身を隠かくしながら、銃じゆう身しんだけを出して、ＳＨＩＮＣのメンバーを狙ねらい撃うちにしていきましたから。

　銃じゆうの種類までは分かりませんが、火を噴ふいているのはよく分かります。セミオートでの、リズミカルな射しや撃げき。走っていた残りの三人が、次々に倒たおれていきます。

「くそっ！　トーマ！　アンナ！　頑がん張ばれ！」

　スナイパーの二人に声せい援えんを送ったレンでしたが、その希望は無残にも打うち砕くだかれました。

　またしても必要最低限の射しや撃げきですぐに伏ふせた三人に替わって、別の櫓やぐらの屋上に一人の男が出てきて、伏ふせると同時に巨きよ大だいなライフルを撃うったからです。

　飛とび抜ぬけて大きなマズルフラッシュが、生まれました。立て続けに、二回だけ。

　そして、全ては静かになりました。

　城じよう壁へきにいた三人は、すぐに櫓やぐらの中へと身を隠かくしました。草原で、動くものの姿は、なくなりました。

　細部まで見えなくても、何が起きたかは分かります。ＳＨＩＮＣの突とつ撃げきは、失敗。六人全員が、戦死。

「ああ……」

　呆ぼう然ぜんとするレンの目から見ても、敵ＮＰＣチームの連れん携けいは、あまりにも見事でした。

　まずはマシンガナーのウォッカ。有利な場所から一人を撃うち倒たおすと〝もう一人くらい〟と欲が出るものですが、彼かれは一いつ瞬しゆんで身を引きました。

　そうしてＳＨＩＮＣの正確な狙そ撃げきを躱かわし、さらには味方に彼かの女じよ達たちの位置を教えるという役目を果たしました。ど派手なＰＴＲＤ１９４１の発はつ射しや炎えんは、そうとう目立ったはずです。

　続けて出てきた三人の敵が突とつ撃げきチームの残りを屠ほふり、トーマとアンナがそちらに気を取られたであろう瞬しゆん間かんに、ロックのＧＭ６リンクスに撃うたれました。

　たった２発しか撃うたなかったということは、それで十分だったということです。

　トーマとアンナは体を半分にされたか、似たような酷ひどい目に遭あったことでしょう。大切な対戦車ライフルＰＴＲＤ１９４１に被ひ弾だんして、廃はい銃じゆうとかになってなければいいのですが。

「ぜ、全ぜん滅めつ……。ＳＨＩＮＣも、全ぜん滅めつ……」

　レンは力なく呟つぶやきました。

「何秒くらいだった？」

　フカ次じ郎ろうはそんなことを気にして、ピトフーイが答えます。

「27秒だった」

　測ったな！

　レンは心の中で叫さけんでいましたが、言うのは止やめておきました。

「測ったな！」

　フカ次じ郎ろうが言いました。

「はあ……」

　ＭＭＴＭに次いでＳＨＩＮＣまで。レンは、がっくりと小さな肩かたを落としました。

「レンは人がいいやねえ。ライバルチームが敵ボスの攻こう略りやくに失敗して、しかもそいつの強さがよく分かったんだから、これは我々にとっては大きな収しゆう穫かくなんだぜ？」

　さすがは数多あまたのゲームを生と死のギリギリ、もしくは死んでまでくぐり抜ぬけてきたフカ次じ郎ろう。言うことがシビアです。そして、この場合、それがとても正しいのですが、

「まあ、そうなんだけどさあ……」

　レンはやっぱり、宿命のライバルと決めたチームが赤子の手を捻ひねるようにボコボコにされたのは、どこか悔くやしいし悲しいのでした。

「もう一チーム仕し掛かけるぞ。北西から突つっ込こんでいく」

　エムの声。

「また壊かい滅めつさせられるの？」

　フカ次じ郎ろうが聞いて、

「また壊かい滅めつさせられるみたいね」

　ピトフーイが答えました。

「はいはい、今度壊かい滅めつさせられるチームはどちらさん？」

　レンも、だいぶやさぐれました。エムが答えます。

「マシンガン連中だ」

　おっとＺＥＭＡＬ、そんなところにいましたか。

　フカ次じ郎ろうが訊たずねます。

「何秒保つと思う？　私は20秒」

「うーん、もっと少なくて15秒くらい？」

「何秒でもいいよ」

　やさぐれレンが言った直後、ピトフーイが動かした画面に、彼かれ等らの姿が映りました。

　確かに城じよう壁へきの北西から、ちょうど森と荒あれ地ちの間くらいから、五人が姿を現しました。

　直前までは、森の端はしに隠かくれていたようです。

　トリガーハッピーな彼かれ等らのこと、突とつ撃げきしながら弾たまをばらまくでしょう。いい的です。

　どうせすぐに撃うたれると思いながら、レンはピトフーイが拡大する画面を見ていました。

　そして、最大にアップになった瞬しゆん間かんに、レンは自分の見たものが信じられずに、

「はあああっ？」

　思わず大声を出していました。
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　第五章　「全日本マシンガンラバーズの罠わな」







　レンは予想していました。

　ＺＥＭＡＬの五人が、マシンガンを抱かかえて撃うちまくりながら城へと突つっ込こんでいく様を。

　そして、最強ＮＰＣチームの名に恥はじない七人に、ＭＭＴＭよりもＳＨＩＮＣよりも早く壊かい滅めつさせられることを。

　だから、彼かれ等らがプラカードを抱かかえて登場したときは、

「はあああっ？」

　思わず大声を出していました。

　レンは、画面の中の出来事が、あるいは自分の目が信じられないのですが、

「ほい？」

「ぬ？」

「なっ！」

　フカ次じ郎ろうとピトフーイ、そしてエムまでもが驚おどろいたのを聞くに、目の錯さつ覚かくでもドローンのカメラの故障でもないのでしょう。

　最大に拡大された画面の中で、ＺＥＭＡＬの五人が、マシンガンではなく大きな板を抱かかえていました。

　人と比べるに、その板は横で５メートル、縦で２メートルはあるでしょう。ＺＥＭＡＬの五人全員が、その板を持つために両手を使っています。

　当然武器は手に持っておらず、マシンガンもバックパック型給きゆう弾だんシステムも、ストレージに格納している様子。

　くすんだ赤色の巨きよ大だいな板が何か、レンには分かりました。今自じ分ぶん達たちが隠かくれている廃はい墟きよにもそれが一番上にあります。そう、元々家の屋根だった部品です。

　そしてその板には、字が書いてあるのです。彼かれ等らは、天てん井じようの板を巨きよ大だいなプラカードにして、敵ＮＰＣチームに見せながら接近しているのです。

　字の色は灰色で、やたらに直線が目立つところから、ダクトテープ（注・アメリカ合衆国でよく使われる強力な粘ねん着ちやくテープ）を貼はって描えがかれた文字だと知れました。

　横文字が上下二列で並んでいますが、真上からの映像だと、そして彼かれ等らが動いていることもあり、とても読みにくいです。

　レンは挑ちよう戦せんしてみましたが、

「Ｗ、Ｅ、Ｒ──」

　三文字で諦あきらめました。フカ次じ郎ろうは、

「何語カナ？」

　一文字も読まずに諦あきらめました。

　ピトフーイが、

「〝WE'RE NOT A HOSTILE TEAM! LET US GET INTO THE CASTLE!〟」

　すらりと読みました。

「はあああ？」

　レンがその内容を理解して、唸うなりました。

「ほう」

　フカ次じ郎ろうもまた、唸うなりました。そして訊たずねるのです。

「何語カナ？」

「英語だよう！」

　ツッコまずにはいられなかったレンですが、そういえば美み優ゆは英語が、他の教科に比べれば苦手でした。

「オウ！　イングリッシュ！」

　エムという翻ほん訳やくマシーンが、その英語を日本語に変へん換かんします。

「〝敵対勢力にあらず。俺おれ達たちを城に入れてくれ！〟」

「なーるほど」

　フカ次じ郎ろうが理解して、その直後、

「はあああ？」

　レンと同じ声を出しました。そして、

「正気？　何それ？　アイツら──、降参すんの？」

　ピトフーイが、楽しそうに答えます。

「まっさかー。仲間のフリをして城に入はいり込こんで、皆みな殺ごろしにするつもりよ。ストレージに銃じゆうをしまっているのも、意図的に隠かくしてるからでしょうね」

「そんなの……、上手うまくいくの？」

　レンが聞いていました。ピトフーイが答えます。

「まあ、無理っしょ。ストレージから出して撃うてるようにするまでの数秒で気付かれるし、だってそもそも──」

「相手は人が動かしてないＮＰＣだしねえ。その看板の言葉や趣しゆ旨しを理解してくれないよ。敵が来たと思って撃うつがオチでしょ」

　フカ次じ郎ろうが、言葉を横から奪うばいました。

「そっ！　米国のゲームだから頑がん張ばって英語にしたんだろうけどね。そろそろ撃うたれるかな？」

　画面の中で、ＺＥＭＡＬと城の距きよ離りが３００メートルほどに近づいて──、

　そして、何もないまま、２５０メートルになりました。ＺＥＭＡＬの五人は、プラカードを抱かかえたまま行進を続けていきます。

「あれれ？」

　ピトフーイは首を傾かしげ、フカ次じ郎ろうが、

「ピトさーん、予想外れてるよ！　なんか上手うまくいっちゃいそうだよ！」

「えええ？　どうしてえ？　なんで？」

　ピトフーイが少なからず本気で慌あわてる様子を、レンは初めて見た気がしました。

　タブレット端たん末まつの中ちゆう継けい画面に目を戻もどすと、ＺＥＭＡＬの連中は、城じよう壁へきまで残り２００メートルの位置。

　その城じよう壁へきの上には、さっきＳＨＩＮＣを撃うった二人のＮＰＣの姿が見えます。彼かれ等らは一応銃じゆうは構えているようですが、ＺＥＭＡＬを撃うとうとはしていません。

「くそっ！」

　次の瞬しゆん間かん、ピトフーイがタブレット端たん末まつを放り投げました。

「うわあ」

　レンが慌あわててそれを受け取るのと、

「エム！　銃じゆう貸せえ！」

　ピトフーイがエムに叫さけぶのが同時でした。

「っ！」

　エムは驚おどろきつつも、素す早ばやく従いました。コントローラーから右手を放すと、スリングで背負っていたＭ１４・ＥＢＲを体から外して、ピトフーイへと投げたのです。

　エムは重い銃じゆうを軽く投げて、ピトフーイは軽く受け取りました。どんだけ筋力があるのでしょうかこの二人は。スコープつきで６キログラムはあるだろう銃じゆうを、まるでテニスラケットのように扱あつかいます。

「ピトさん、どーすんのー？」

　フカ次じ郎ろうの問いに、ピトフーイは行動で答えました。

　自じ分ぶん達たちが隠かくれている瓦が礫れきの上をザクザクと駆かけ上のぼって、その上ギリギリで這はいつくばると、かなりキツイ体勢ですがＭ１４・ＥＢＲを構えたのです。狙ねらうはもちろん城じよう壁へき。

「何を……？」

　レンの理解が及およばない中、

　ずだん！

　ピトフーイは撃うちました。７．６２ミリの重い銃じゆう声せいが、周囲に響ひびきます。

　ずだん！　ずだん！　ずだん！　ずだん！　ずだん！

　さらに、セミオートのリズミカルな五連射。空から薬やつ莢きようが次々と、曇くもり空ぞらに放物線を描えがいていきます。

　エムの愛用銃じゆうですが、どうせ〝私の銃じゆうは、私の銃じゆう。エムの銃じゆうは、私の銃じゆう〟くらいに思っているはずのピトフーイです。Ｍ１４・ＥＢＲだって扱あつかい慣れているに違ちがいありません。

　８００メートルという城じよう壁へきまでの距きよ離りは、どうにか狙そ撃げき可能な距きよ離りで、

「おっ！」

　レンの手の中の中ちゆう継けい画面で、城じよう壁へきの二人が伏ふせる様子が見えました。そのすぐ近く、といっても１メートルくらいは離はなれた位置に、着ちやく弾だんの煙けむりが連続して見えました。

　やはり、狙そ撃げきの腕うではピトフーイより持ち主の方が上のようです。エムだったら初しよ弾だんから当てていたでしょう。

　そして、

「来るわよ」

　ピトフーイがそう言いながら、ずりずりと瓦が礫れきの上を戻もどってきて、次の瞬しゆん間かん、

　がががががががん！　ががががん！　ががががががん！

　自じ分ぶん達たちの隠かくれる瓦が礫れきの山に、大量に着ちやく弾だんする音がけたたましく響ひびきました。

「うひっ！」

　画面を見なくても、レンには何が起きたかは分かります。

　城のどこか、多分まだ尖せん塔とうにいるマシンガナーのウォッカが、ピトフーイの発はつ砲ぽう炎えんを見み逃のがさず、素す早ばやく撃うち返してきたのです。

　相も変わらず、反応速度が早く、そして集しゆう弾だん率りつも高いです。弾だん丸がんはほとんど全て瓦が礫れきに当たって、そこにある物をゴリゴリと削けずりました。レンの頭の上に、はじけ飛んだ木くずが降ってきました。

　ピトフーイはそれ以上撃うち返さなかったので、銃じゆう撃げき戦はここで収まりましたが、

「どう？」

　ピトフーイが画面を覗のぞきながら言って、

「〝どう〟って？　ああっ！」

　レンは驚おどろきました。さっきまで順当に進んでいたＺＥＭＡＬの五人が、巨きよ大だいプラカードを放り出して、城の反対側に逃にげ始めているではありませんか。

　フカ次じ郎ろうが、

「ははあ、連中、自じ分ぶん達たちが撃うたれたと、詐さ欺ぎ師し作戦がバレたと勘かん違ちがいしたな。肝きもっ玉たまの小さい奴やつらめ。そこは相手を騙だまくらかして、〝ヘルプウ！〟って言いながら城の中に飛とび込こむべきだったろう。相変わらず作戦が雑な奴やつらよ」

　ドローンの空くう撮さつのように、上から目線で批評しました。

「よしよし。さてさて」

　ピトフーイの狙ねらいはこれだったようで、いつもの怖こわそうな笑え顔がおで成り行きを見守ります。

　ＺＥＭＡＬは、マシンガンを実体化することもなく、ひたすら身軽に逃にげ続けます。その背中へと、城からの銃じゆう弾だんは──、

　１発も飛んできませんでした。

　やがてＺＥＭＡＬの全員は、城からだいぶ距きよ離りを取ってから、思い出したように北へと進路を変え、暗い森の中へと消えていきました。




　一部始終を見たあと、

「ピトさん、一体何がしたかったの……？」

　レンが訊たずねました。

「ま、連中にあんな手で先を越こされるのがイヤでね。ちょっとしたイタズラよ」

　ピトフーイはそう答えてウインクしましたが、

「……？」

　レンは今ひとつ納なつ得とくがいきませんでした。ピトフーイは無む駄だ弾だまを撃うったり、意味もなく自分の場所がバレるようなことをする人ではないと思っていたので。

　そうしている間に、

「バッテリーが残り少ない。取とり替かえる必要がある」

　エムがそう言いながら、ドローンを戻もどしてきました。あまりにも便利にしてはゲームバランスが崩くずれます。一回の飛行可能時間はわずか数分と、かなり短いようです。

　レンの頭の上から羽音が聞こえてきて、やがて自分の真上から、ゆっくりと降下してきました。

　大変に役立ったドローンを、レンは優やさしげに見上げて、

「おかえりー、ドロ君！」

「もっちっとなんか、いい名前はないんかね？」

　フカ次じ郎ろうに言われたので、レンは別の名前を考えました。

「じゃあ、ドロちゃん！」

「同じだー」

　右みぎ太たと左ひだり子こと名付けたフカ次じ郎ろうに言われたくないですが、レンのネーミングセンスは、正直よくありません。

　そんな二人へとドロ君が高度をゆっくりと下げ、残り５メートルほどになった瞬しゆん間かん──、

　ぶおんばき！

　四つあるプロペラの二つが、空中で粉々に砕くだけました。

「あっ！」

　レンは驚おどろきつつも理解しました。

　ぶおん、と聞こえたのは重い銃じゆう弾だんの飛んでくる音。この距きよ離りでこの精度。間ま違ちがいなく、あの対物ライフル野や郎ろうの仕業です。銃じゆう声せいは、あとから聞こえてきました。

　銃じゆう弾だんはドローン本体には当たりませんでしたが、プロペラのある位置を通過して、右側の前後プロペラを粉ふん砕さいしていました。

　四つのプロペラで浮ういていたドローンが、突とつ然ぜん片側の浮ふ力りよくを一気に失ったらどうなるか。

　答えが、レンの目の前で起きました。

　弾だん丸がんの当たった衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆん左に傾かたむいたドローンでしたが、直後に左側の浮ふ力りよくが本体をひっくり返し、そのまま地上へと急速落下。レンの顔めがけて突とつ撃げきして──、

「たあ！」

　はしっ！

　次の瞬しゆん間かん、ドローンの本体は、プロペラが吹ふき飛とばされた右側を下にして、レンの掌てのひらの中にありました。

　それはまるで、上じよう段だん斬ぎりの日本刀を素す手でで受け止める、〝真しん剣けん白しら羽は取どり〟のよう。

　レンの瞬しゆん発ぱつ力りよくが、そして勇気と愛が、ドロ君の命を救いました。

　天を向いていた左側のプロペラの回転がスッと収まってから、

「ふうう……」

　レンは長く安あん堵どの息を吐はくと、片かた翼よくを失ったドロ君を、優やさしく地面に下ろしました。

「やるじゃんかあっ！　レン！」

　フカ次じ郎ろうは大興奮。

「ＡＬＯに来たら、真しん剣けんでやろうぜ！」

「やだよ」

　レン、即そく答とう。

「だいじょぶ？　レンちゃん、手とかプロペラで切ってない？」

「どうにか」

　落ちてきたのが左側だったら、間ま違ちがいなくそうなっていたでしょう。そして取とり損そこなって顔面を削けずられていたかもしれません。高速回転するプロペラが当たっていたらどうなっていたか、考えるだに恐おそろしいです。

　まあ、ゲームの中なので、最悪少々ヒットポイントが減るくらいで済んだでしょうけれど。撃うたれるよりはマシな状じよう況きようでしょうけれど。

　操縦を終えたエムがドローンを調べて、レンへと顔を上げました。

「プロペラを交こう換かんすればまた飛べる。ありがとう、レン」

「どういたしまして！」

「でも、予備のプロペラは、今はない」

「ええー！」

　リアルマネーにして11万円のアイテムを失うことはありませんでしたが、このゲームではとても貴重な空からの目を、潰つぶされることになりました。

「必要だとは思ったけど、まだ売ってなかったのよねえ、予備プロペラ」

「ど、どうするの？」

「どうしようもない」

　エムは左ひだり腕うでを振ふって、ドローン本体とコントローラー、タブレット端たん末まつの実体化を解きました。それらは光の粒りゆう子しになって消えて、エムのストレージに格納されました。

「でも、だいぶ敵の様子が分かったわ。大だい収しゆう穫かくよ！」

　ピトフーイが声を弾はずませて、

「あんなのに……、勝てるの？」

　レンは思わず聞いていました。ＭＭＴＭもＳＨＩＮＣも瞬しゆん殺さつした恐おそろしい敵が、強力な武装で、有利極きわまりない場所に陣じん取どっています。

「これ、無理ゲーじゃ……」

　思わず言ってしまったレンに、

　ぱん！

　ピトフーイは両手で柏かしわ手でを一発打って、

「はい！　弱気にならない！　最後まで諦あきらめない！　〝いつだってネバーギブアップ！〟の、チームのモットーを忘れたの？」

「そんなのなかったけど……」

「今作った！」

「むう……」

　ピトフーイはエムに振ふり返かえると、

「エムー。なんか作戦思いついた？」

　ニッタリと笑って訊たずねました。エムが、巌いわおのようなゴツい顔を、静かに横に振ふりました。

「よし！　ならば私の作戦に乗ってもらいましょう！」

「おっしゃ！　どんな？」

　ノリだけはいいフカ次じ郎ろうが聞いて、

「優勝諦あきらめる作戦！」

「ほい？」

「優勝を諦あきらめるのよ！　つまり、あんなの、私わたし達たち一チームでどうにかなるもんじゃないでしょ？」

　エムがすぐに気付きました。

「つまり、残存全チームに協力プレイを申し出る、ということか」

「そーよ！　まずはアイツらから説得する」

　ピトフーイが、南西をビシッと指さして、

「誰だれ？」

　レンは首を傾かしげました。すぐに懐ふところから単眼鏡を取り出すとそれを右目に当てて、

「あっ！」

　７００メートルほど遠くでコッソリと伏ふせて、おっかなびっくりこちらを見ている、全身プロテクター状態のプレイヤーを視し認にんしました。

　アイツらのことはよく覚えています。忘れるものかです。

　ＳＪ２で自じ分ぶん達たちをぶっ殺してくださった皆みな様さま、チーム〝Ｔ─Ｓ〟の面々でした。







「あのう……、どうも……」

　手招きに応じてやってきたのは、全身にフルプロテクター、顔の見えないヘルメット、利きき手ての逆側には四角い楯たてを装備したＳＦ兵士の皆みなさんでした。

　Ｔ─Ｓ。ＳＪ２の優勝者です。たとえ勝ち方がアレでも、優勝は優勝です。その記録は揺ゆるぎません。ヘルメットにつけたチームエンブレムは、水中から顔を出して鋭するどい牙きばを覗のぞかせるシャチ。

「あの、みんなは顔を見せたくないとのことで、俺おれが代表して喋しやべります……」

　話しかけてきたのは、全身プロテクターに〝００２〟の番号をつけた男でした。シャチは顔を出していますが、人は嫌いやなようです。

　顎あごの位置から後ろへとヘルメットを開いている、おとなしそうな顔の彼かれの名はエルビン。ＳＪ３で裏切り者チームに配され、ひたすら頑がん張ばったのに、最後はピトフーイに謀ぼう殺さつされた可か哀わい想そうな人です。

「やほう！　エルビン！　お久し！」

　ピトフーイの元気な挨あい拶さつに、

「っ！」

　びくっ！　と震ふるえてしまったエルビンを、嗤わらう人は誰だれもいませんでした。いきなり喉のどから後頭部まで光こう剣けんで串くし刺ざしにされれば、それは苦手意識が生まれるというもの。

　他のみんなも、ほとんど海に沈しずんだ高層ビルの屋上で黄昏たそがれているところを、豪ごう華か客船に吹ふっ飛とばされて死ぬという、なかなかできない経験をした人ひと達たちです。ピトフーイが好きなわけはありません。

　Ｔ─Ｓの皆みなさんの武装はＳＪ３と変わりないようで、マシンガナーはＨＫ社製のマイナー銃じゆう《ＧＲ９》。アサルト・ライフル使いの四人は、《ＡＵＧ》と《ＳＡＲ２１》が２丁ずつ。共に、ＳＦチックな外見のブルパップ銃じゆうです。

　エルビンも、前回と同じく《ＸＭ８》です。この銃じゆうは、元豪ごう華か客船《まだ時間はある》に接近しようとしたレンとフカ次じ郎ろうとエムを、かなり苦しめてくれました。おかげでエムは、溺でき死しするところでした。

　ピトフーイは、腰こしが引けているＴ─Ｓの六人を前に、

「もちっと近ちこう寄りなさいな。城じよう壁へきから５０口径で撃うたれるわよ」

　瓦が礫れきの陰かげに完全に隠かくれるように言いました。

　六人が、銃じゆう口こうの向きに気をつけながら、固まってしゃがみました。

　ピトフーイはＨＫ４１６Ｃを体の脇わきに回していますが、その後ろではＰ９０を持ったピンクのチビと、Ｍ１４・ＥＢＲを体の前に持ったデカブツが控ひかえています。

　もちろん、レンは私し怨えんで彼かれ等らを撃うつことなどしません。

　ピトフーイが作戦があるとのことで、黙だまって成り行きを見守っていました。ちらりと腕うで時ど計けいを見ると、20時30分でした。

「さて、ティーちゃん達たち。残ライフを教えて」

　チーム名を可か愛わいくされたＴ─Ｓですが、そこを気にしてもしょうがないので、クレームはつけません。エルビンが素す直なおに答えます。

「一回全ぜん滅めつしてます。残りは全員二つずつ」

「なるほど。アイツらと剣けんを交えてみて、どうだった？」

　ピトフーイの質問に、エルビンは、彼かれにしてはキリッとした顔で答えます。

「強すぎます！　動きが良すぎる！　連れん携けいが上手うますぎる！　狙ねらいが正確すぎる！」

「そうね。相手の強さをちゃんと認められるのは、いいコトよ」

　ピトフーイ、ヘンなところで彼かれ等らを褒ほめました。

「あと、初しよ弾だんでラインがまったく見えない……。アリなんですかアレ？」

「アリよ。うちのエムだってやってみせたでしょう？　プレイヤーができるのなら、ＮＰＣだってできるわよ」

「そうですけど……」

「で、あなた達たちはどうしたい？」

「…………。共きよう闘とうさせてください！　情けないと嗤わらわれても構いません！　せめて、あの城の中に突とつ入にゆうくらいはしたい！」

「ほう……。いい根こん性じようね。気に入った！」

「では……？」

「実は考えがあるの。生き残りを集めて一いつ斉せいに仕し掛かけるってアイデアが。ちょうどいいから、私の指揮下に入りなさい。少なくとも、無む駄だ死じにはさせないであげる」

「…………」

　エルビン、数秒の静せい寂じやく。

　レンには、彼かれの考えていることが分かります。共きよう闘とうは申し出ましたが、果たしてこの人の下に入っていいのだろうかという疑念。何せ、ピトフーイは平気で人を裏切りますから。

　しかし、今回は腹を決めたようです。自じ分ぶん達たちだけでは、どうあがいてもあの城に入ることすらできないと。

「了りよう解かいしました。我々は、あなたの指揮下に入ります！　ただ──」

「ただ？」

「城にたどり着けたら、基本的には敵ＮＰＣの壊かい滅めつを目指しますが──」

「目指しますが？」

「好きなときに裏切ります！　隙すきあれば背中から撃うちます！」

「あは！　そいつはステキ！」

　ピトフーイと触ふれ合あうと、色々な意味で逞たくましくなるようです。




「で、他に参加チームは見た？　私わたし達たちはさっき、ＭＭＴＭとＳＨＩＮＣが全ぜん滅めつして、ＺＥＭＡＬが逃にげたのを見たけど」

　ピトフーイが言いました。

　なるほど情報共有か。

　レンは感心しました。それは聞いておかねばなりません。

　エルビンが答えます。

「俺おれ達たち、最初は森の奥おくからスタートしました。ＭＭＴＭとは遭そう遇ぐうしましたが、お互たがい撃うたずにすれ違ちがいました。あと、ＴＯＭＳが参加していました」

「ほう？　コールのいたチームね」

　ＳＪ３で一応残り六チームまで残った、レンのように敏びん捷しよう性せい優先の韋い駄だ天てん野や郎ろう達たちです。そこから派は遣けんされた裏切り者がコール。

「俊しゆん足そくを生かして何度も攻こう撃げきしたみたいですが、二回全ぜん滅めつして、後は知りません。多分ですけど……」

「相手の強さに嫌いや気けがさして、ゲームから撤てつ退たいかー。ふむふむ」

　そう言ったあと、思考タイムに入ったか、ジッと宙の一点を見つめながら黙だまったピトフーイです。

　時間にして30秒後、

「おっし、ま、やるだけやってみましょうか！」

　ピトフーイはレンに顔を向け、ビシッと命令するのです。

「走れ！　レン！　走れ！」

「おう！」

　釣つられて鋭するどく答えたレンですが、すぐに訊たずねます。

「ドコへ？」

　ピトフーイは立てた指を回しながら答えました。

「ぐるりと」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




「でんれー！　でんれー！」

　レンは走っていました。

　城から２キロは離はなれた荒あれ地ちの上を、全速力で。

「でんれー！」

　そう叫さけびながら。

　ピトフーイから命じられた役目は、伝令でした。とにかくこのフィールドをぐるりと走って、途と中ちゆうで会うチームに共きよう闘とうを呼びかけて、そのチームのリーダーと通信アイテムを繫つなぐ、それが目的。

　武装をストレージに全てしまって、装備ベルトすらなしのもっとも身軽な格好で、レンは走ります。まあ、ストレージにしまおうと身につけていようと、自分の出せる最高速度は変わらないのですが、両手が自由なのはやっぱり走りやすいです。

　ただし、一いつ切さいの反はん撃げきができないので、相手が短気でしたら撃うたれる可能性もある、危険な任務でした。

　曇くもり空ぞらの下走ると、やがてＺＥＭＡＬが見えてきました。
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「でんれー！」

　レンは、その五人へと突つっ込こんでいきました。

「なんだお前っ──、って伝令？」

　トムトムが言いながらＦＮ・ＭＡＧの銃じゆう口こうを向けてきましたが、撃うちませんでした。

　ＺＥＭＡＬはさっきの遁とん走そうから再び、なんとビックリ、再び大きな板にダクトテープで、同じ文字を書いている最中でした。

　レンはその前で急停止して、

「またかー！」

　呆あきれました。まだあの作戦を諦あきらめていないようです。

「おっ！　ピンクのチビじゃん。伝令ってどういうことだよ？」

　貼はりつけを指示していたシノハラの言葉に、レンはピトフーイからのメッセージを、ＺＥＭＡＬの全員に伝えます。

　内容は、連合を促うながすもの。

　このまま各チームがバラバラに攻こう撃げきしても、有利な場所にいるアイツらには勝てない。

　敵ＮＰＣに各個撃げき破はされてゲームオーバーになるのは、チーム力を見み込こまれてこのテストプレイを依い頼らいされたＳＪプレイヤーとして悔くやしい。だからここは手を組もう。そのための作戦を伝えたいので、一度生き残りで集まろう。場所は城から南西に２キロ弱。そこならば城からは直接見えず、またどんな銃じゆうでも狙ねらい撃うちはできない。

「うーん……。どうする？」

　仲間に聞いたヒューイに、リーダーはお前だよ、とピーターからの返事。

「そうだけど、うーん……」

　ここでレンは、ピトフーイに用意された一文を言うのです。

「こうも言ってた。〝統合チームにはマシンガナーが少ないから、めっちゃ輝かがやけるわよ。みんな超ちよう期待してる〟」

「その話、乗った！」

　本当に分かりやすい男達たちで助かります。

　レンは一度通信アイテムを繫つないで、ピトフーイに報告。それからまた一度切って、再び走り出しました。







　レンは、

「でんれー！　でんれー！」

　ある日森の中、ＭＭＴＭに出会いました。

　実際には普ふ通つうに出会ったわけではなく──、

　フィールド北部の鬱うつ蒼そうとした森の中を、ＭＭＴＭがこの辺にいるはずなのにまったく見つからないのでゆっくりと走っていたところ、

「うおらっ！」

　下草の中に伏ふせていたメンバーの一人、《Ｇ３６Ｋ》使いのケンタが、レンに真横から飛びかかって、

「ひゃっ！」

　右みぎ腕うでを内側から外側へ固める、拳けん法ぽうの技わざ的な動きで、あっという間に組くみ伏ふせました。

「うひっ！　伝令！　お話！」

　レンは、あわやナイフで首筋を貫つらぬかれるところでした。

「…………。リーダー！」

　ケンタは右手で抜ぬいたコンバットナイフを下ろして、レンの体を左ひだり腕うでと左ひだり膝ひざで押おさえたまま、デヴィッドを呼びました。

　まだ城から１キロ以上の距きよ離りがあったので、頭に載のせていた枝葉の偽ぎ装そうを外して、デヴィッドがやってきました。

　それ以外のメンバーは、姿形も、動く気配すらありませんでした。

　何も言われなくても、持ち場で周囲を警けい戒かいし続けるのがさすがです。城から、ＮＰＣの集団が、あるいは数人のユニットが打って出てくることを考えに入れているのです。

　グレネード・ランチャーをつけた《ＳＴＭ─５５６》を背負ったデヴィッドは、緑の迷めい彩さいに塗ぬった顔の中で、目だけをぎらつかせました。右みぎ腕うで上じよう腕わん部につけた、ナイフを咥くわえた髑髏どくろのチームエンブレムが怖こわいです。

　そして、

「なんの用だ？」

　今もケンタの下でうつぶせ状態のレンに問いかけます。

「いやあ、ちょっと、ひとまず放して欲ほしいんだけど……」

「お前は強いから無理だ。褒ほめてるぞ」

「それはどうも……。伝言だよ。ピトさんから」

「ほう……。あの女からか……」

　デヴィッドの目がグッと細くなって、

　あーこれ殺されるピトさんのヴァカ！

　レンは思いました。ＳＪ２とＳＪ３でピトフーイが彼かれに何をやったか、中ちゆう継けい映像を見て知っているレンです。

　ＳＪ３で、彼かれは裏切り者としてレンのチームメイトでしたが、前回は前回、今回は今回。殺し合ってＯＫの状態ですので、ハラスメント行こう為い以外なら、何をされても文句は言えません。

　そして、

「どうした？　話せ」

「ふう……」

　レンは、どうやらもう一つライフを失わずに済みました。ひとまずは。




　うつぶせのまま説明し終えたレンに、デヴィッドは訊たずねます。

「俺おれ達たちの状じよう況きようがよく分かっていたようだが、どうやって知った？」

　さすが、とレンは思いました。やっぱり油断のない男です。聞かれたら言っていいとピトフーイに言われていたので、レンは正直に答えます。

「ドローンをエムさんが手に入れて、上から見ていた」

「ほう！　それは今も使えるのか？」

　これにはデヴィッドも食いつきましたが、

「残念だけど、狙そ撃げきされてプロペラがなくなっちゃった。このゲームでは無理」

　レンがそう言うと、明らかにガッカリしました。

「では、生き残りを集めて、どうやってあの城を落とすつもりだ？」

「そこまでは分からない。とにかく話を聞いてくれって。集まるのがイヤなら、私が通信アイテムを繫つなぐから直接会話させろって」

「お前がここで俺おれ達たちに殺されるかもしれないと、ピトフーイは考えなかったのか？」

　何一つ隠かくすことがないので、レンは素す直なおに答えます。

「出発前にそれは言われた。覚かく悟ごしといてね、って」

「おや？　それでも来たのか？」

「うん。まだわたし、ライフ二つ残ってるし。さっきピトさんには一つ分の借りもあるし」

「…………」

　デヴィッドは、長考しました。とはいえ、それは10秒くらいの間でした。そして、

「繫つないでくれ」







「でんれー！　でんれー！」

　レンはフィールド東部の草原を突つっ走ぱしっていました。

　レンの身長だと、ススキのような草は腰こしのあたりまできます。一面緑が広がり、視界はあまり利ききません。右側の遠くに、小さくかすかに城は見えていますが、ひとまず撃うってこないと思いたいです。

「なんだレンじゃん。伏ふせて」

　突とつ然ぜん聞こえたターニャの声で、レンはとにかく伏ふせました。そして、周囲からごそごそと草をかき分ける音。やはりＳＨＩＮＣはこの辺にいたのです。

　草の間から、銀ぎん髪ぱつのキツネ目がにょきっと顔を出しました。頭や背中に草をたっぷり巻いて偽ぎ装そうしていたので、

「うひっ！」

　突とつ然ぜん顔だけが見えて、レンは一いつ瞬しゆん本気でビビりました。

「やは！」

「ボスどこ？　ピトさんからメッセージが」

「ほいな。ついてきて」

　二人が草むらを素す早ばやく匍ほ匐ふく前進すること数十メートル、ボス達たち五人は３６０度を警けい戒かいしつつ伏ふせていました。中央には、全長２メートルある巨きよ大だいな銃じゆう、ＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフルが、バイポッドでずん、と設置されていました。

「よかった。壊こわされなかったんだ！　でもまあ、死んじゃったからよくないか……」

「お？　なんで分かった？」

　当然ボスが聞いて、レンはまた説明するのです。




「うーん……、ドローンがなくなったのは痛いな……」

　ボスも、やはりデヴィッドと同じことを考えました。そして、

「その上で、ちゃんと勝てる作戦はあるのか？」

　やはりデヴィッドと同じことを言いました。

「それは……、分からない……」

　レンもまた、同じように正直に答えるしかありません。

　通信アイテムを繫つなぎ直してピトフーイを問いただす方法もありましたが、ひょっとして今もデヴィッドを説得、あるいは懐かい柔じゆう中だったら邪じや魔まになるので、止やめておきました。

　代わりに、

「他のチーム、誰だれか見た？」

　さっきＭＭＴＭに聞きそびれたことを聞きました。これも聞いておけとピトフーイに言われていたのですが、ＺＥＭＡＬはすんなりいきましたし、ＭＭＴＭはそれどころでなかったし。

　ボスは、

「いや、見てない。とはいえ、いないという保証はないが。地図を出してみろ」

　そうかその手があったかと、レンは地図を出しました。目の前に小さく。

　リスポーン線である円が出ました。それはだいたい城から２キロの位置ですから、仲間が隠かくれている位置、あるいは城からの距きよ離り、と一いつ致ちします。

「うん、まあ、いないみたい」

　レンが地図をしまうと、

「むう……」

　ボスは腕うでを組んで唸うなっていました。

　レンは、黙だまったまま待ちました。

　ハラハラしながら待ちましたが、やがて、ボスは一度腕うで時ど計けいを見ると、

「まだ１時間以上ある。話だけでも聞くか」

　20時50分でした。
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　第六章　「ピトフーイの突とつ撃げき」







　21時08分。

　ゲームが始まって１時間と８分が経過したこのときに、

「やあ！　よくぞ集まった、選ばれし勇者達たちよ！」

　このテストプレイに参加しているメンバーが、レンの伝令とピトフーイの説得により、ごっそりと集まっていました。

　城から南南西の方向に２キロほど離はなれた、大きな廃はい屋おくの陰かげです。これだけ距きよ離りがあれば、ＧＭ６リンクスでも有効射程外ですし、そもそも霞かすんでいて敵からも見えません。

　その数、二十七人。大所帯の内訳は──、

「はいはい、みんな聞こえるー？　聞こえない人は手を上げて！」

　さっきは王様、今は引いん率そつの教師みたいに声を張り上げているピトフーイを含ふくむ、ＬＰＦＭのメンバーが四人。エムとフカ次じ郎ろうとレンは、敵ＮＰＣが城から打って出てくることを一応警けい戒かいして、みんなには背中を見せていました。残ライフは、レンとピトフーイがそれぞれ２に、エムとフカ次じ郎ろうは３。

　他のプレイヤー達たちは、ピトフーイの前に、チームごとに集まっています。

「…………」

　黙だまったままそのピトフーイを睨にらんでいるデヴィッド含ふくむＭＭＴＭのメンバーが六人。全員残ライフは二つずつ。

　全員がプロテクターで全身を包んでいるので、他の人間より二回りは大きく見えるＴ─Ｓの皆みなさん。彼かれ等ら六人共、残ライフは２。

　背中に、弾だん薬やくをしこたま入れた大きなバックパックを背負っている、そしてそこに繫つながっているマシンガンを持つＺＥＭＡＬの五人。こちらも、残ライフは全員２。

　最後に、槍やりのようなＰＴＲＤ１９４１を中心に集まった、アマゾネス軍団ＳＨＩＮＣが六人。残ライフは、ターニャが１で、他は２。

「まあ、お互たがい自己紹しよう介かいは必要ないわね。ＳＪ３でいろいろあったもんね」

　ピトフーイが言いました。実際その通りなので全員異論はありませんでした。いろいろありすぎたデヴィッドが苦い顔をしましたが、

「…………」

　黙だまっていました。

「まず、この時点で質問や意見があれば聞くけど、なんかある？」

　ピトフーイが訊たずねて、ひとまず反応はありませんでした。

「はいオッケ。じゃあ、状じよう況きようの把は握あくをしましょう」

　ピトフーイは、自分と集団の間の地面に、大きく地図を出しました。

　中央に城のある地図を、東西南北を現実──、このヴァーチャル世界のリアルに合わせて設置しました。

　城と、周囲の地形と、リスポーン用の円が現れました。それぞれの目には、それぞれの居場所が点で表示されますが、それは皆みな一いつ緒しよです。そして、円周上にありました。

「城なんだけど、城じよう壁へきに囲まれていて、東西南北にそれぞれ城門があるわ。塔とうはその中間の角度ね」

　言いながらピトフーイは、先ほどドローンが撮とった映像からのスクリーンショットをいくつも、ウィンドウ操作でそれぞれのチームの前に送りました。彼かれ等らの目の前の空中に、画面が浮うかびました。

　抜ぬけ目めないなあ。こういうことがあるかもしれないと見み越こしていたとは。

　周囲を警けい戒かいしつつ話を聞くレンは、感心しました。

　貴重な空くう撮さつ画像を、各チームのリーダーが、そしてメンバーが、食い入るように見ます。中庭の様子や、城本体の様子などは、ＭＭＴＭの四人以外は見ていないはず。その彼かれ等らだって、すぐに死んだのでじっくり観察するヒマなどなかったでしょうが。

「これは、ありがたい」

　デヴィッドが、

「素す晴ばらしい情報だ」

　ボスが、素す直なおな感想を漏もらしました。

　二人とも、あの城をどう攻こう略りやくするか、頭の中はフル回転しているに違ちがいありません。メンバー達たちと、ボソボソと言い合う声も聞こえました。

「塔とうにマシンガン据すえたら、めっちゃ守りやすいなあ、これ」

　ＺＥＭＡＬのヒューイはそんなことを言って、仲間達たちの激しい頷うなずきを誘さそっていました。一チームだけ、考えていることが逆でした。

「おいおいシャレにならんわ。あんときピトさんグッジョブ」

　聞き取ったフカ次じ郎ろうが呟つぶやいて、

「まったくだ」

　レンは思いっきり賛同しました。

　万が一、敵ＮＰＣがＺＥＭＡＬを仲間にしていたら、今以上の全方位マシンガン雨あめ霰あられ防ぼう御ぎよで、まるでハリネズミになっていたでしょう。

　各チームメイトとの会話が落ち着いたところで、ピトフーイが、

「ご覧の通り、城門は全て開いていて、瓦が礫れきでガード。元から城門はない設定ね。このサイズのがっちりした城門があったら、もはや突とつ破ぱ不可能だからね。ゲームバランス的にそれはないと」

　今ですらこんなに苦労しているのに、たしかに城門があったらクリア不可能ゲーだなあと、レンは思いました。

「瓦が礫れきを乗のり越こえて入れるけど、でも、入ってすぐの場所には爆ばく薬やくが仕し掛かけられている。さっきＭＭＴＭの皆みなさんが見事に吹ふっ飛とばされて分かった。ありがとう！　あなた達たちの貴重なライフは無む駄だにしない！」

　ＭＭＴＭの面々、一様に苦い顔をしましたが、黙だまっていました。

「でも、爆ばく薬やくだって無限にあって連続して爆ばく発はつできるわけじゃない。爆ばく発はつ直後に突つっ込こめば、入はいり込こめるでしょうね。もう一つ、この爆ばく薬やくはブービートラップではなく、敵が手動で爆ばく発はつさせてる。タイミングを狂くるわせることができれば、入はいり込こめる可能性も高い」

　おや？　どうして手動だって分かったの？

　レンは思いましたが、それを聞くのは止やめておきました。会話の邪じや魔まになりそうで。

　するとデヴィッドが、答えを教えてくれました。

「だろうな。罠わなの作動ワイヤーのようなものは一いつ切さい見えなかった。そして、俺おれ達たち四人を吹ふき飛とばす最高のタイミングだった」

　なるほど。

　レン、とても納なつ得とく。

「作動させたのは、そのあとグレネードを撃うったケインでしょうね。北の城門は、彼かれの持ち場なのよ」

「なるほど」

「北側は、森が近くまで迫せまっているから、接近はしやすい。だから地じ雷らいとグレネードで守ってる。それ以外は、８００メートルまで遮しや蔽へい物ぶつがない。だから──」

　ピトフーイの言葉を、東側から攻せめて防がれたＳＨＩＮＣのボスが引ひき継つぎます。

「マシンガンと、対物ライフル、さらにはアサルト・ライフルの四人が柔じゆう軟なんに移動しながら守る、と」

「そういうこと」

「クソ厄やつ介かいだな」

　汚きたない言葉を使ったのはデヴィッドで、

「大変難なん儀ぎでございますわね」

　ゴツい顔でお淑しとやかに言ったのはボス。

　ピトフーイが、

「私ねえ、一いつ瞬しゆんだけ思ったんだわ。〝このゲーム、城を攻こう略りやくさせるのが、言い出しっぺの目的じゃないんじゃないか〟って」

　どゆこと？

　心の中で疑ぎ問もん符ふを浮うかべたレンですが、他のみんなも同じ気持ちでしょう。黙だまったまま次のピトフーイの言葉を待ちました。

「つまり、チーム同士でバリバリ殺し合って、城はまったく無傷でゲーム終しゆう了りようってね。あの性格の悪いスポンサー作家の考えそうなことよ。まあもちろん、可能性の一つなんだけど、それって、悔くやしいわよね？」

「ああ」

　ガッツリと頷うなずいたのはデヴィッドで、

「むろんだ」

　分厚い胸を張ったのがボスです。

　黙だまっていたＴ─Ｓのエルビンまでも、

「そんなのは嫌いやだ！　あの城を落としたい！　それが無理でも、せめて一歩でも中に入りたい！」

　口を開きました。ヘルメットの中で。

「そうだ！　やっちまおう！」

　ヒューイが拳こぶしを振ふり上あげて──、

　おいおい、あんた達たちさっきまで……！

　レンの心の中のツッコミを誘さそいました。

　まあ、やる気になってくれたのはいいですけどと、レンは続いて思いました。伝令に行く前にピトフーイが自分に言っていましたが、ＺＥＭＡＬの持つ膨ぼう大だいな火力は、仲間にすれば頼たのもしいことこの上ありませんから。

「ならばっ！」

　ぱしーん！

　ピトフーイが、手て袋ぶくろの両手で柏かしわ手で一発、かなりいい音を響ひびかせました。

　それから、

「社長！　いい作戦があるんだけど乗ってかない？」

　歓かん楽らく街がいで酔よっ払ぱらいを誘さそい込こむ客引きのような口調で言いました。







　21時20分。

　ピトフーイの作戦を全て聞き終えた面々の中で、

「いいだろう。乗ってやろう」

　真っ先に賛同したのはデヴィッドで、

「やろう」

　次いでボス。

「異論ありません！」

　そしてＴ─Ｓを代表してエルビン。

　最後に、

「そのために弾だん薬やくをセーブしておいたぜ！」

　ＺＥＭＡＬの一応のリーダーのヒューイ。

　レンは、ピトフーイの頭の良さと、デヴィッド達たちの決断力の速さに感服しつつ、ＺＥＭＡＬの頭の中の〝弾だん薬やくセーブ〟の意味を問いたくなりました。

「よろしい！　ならば、我らは一つ！　今日だけでも一つ！　スクワッド・ジャムの参加者が実は仲があんまり悪くないことを、新型ＮＰＣの開発者とあの性しよう悪わる作家に見せてやろうではないか！　生き様と死に様も！」

　ピトフーイ、力の入った演説を始めました。

　それ、長くなるの？

　レンが心配しました。

「最後に一つだけ！　重要なことを言っておく！」

　それほど長くならないようです。

「アイツらを、敵最強ＮＰＣを、ＡＩだと思うな！　人間だと思え！　人間のように優ゆう秀しゆうだが、人間のような隙すきも生まれる！　絶対に勝てない相手ではない！」

　レンは、辛しん抱ぼう堪たまらずに振ふり向むきました。

　そして、見ました。

　戦いに燃える戦士達たちの目を。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　レンの腕うで時ど計けいが、21時38分を刻みました。

　夜も遅おそくなってきたというのに、見える空は相変わらず鉛なまり色いろ。昼間です。時差ボケになりそうです。

「こちらは、準備よし」

　レンが小声で言って、耳にはピトフーイからの返事が戻もどってきます。

「こちらも準備よし。じゃあ、予定より２分早いけど、作戦開始しちゃおっかね。皆みなさんよろし？　よろしいようね。それじゃ──、いっちょやりましょうか！」

　レンは、Ｐ９０の安全装置が外れているか、もう一度指で確かく認にんしました。







　ピトフーイの作戦が、開始されました。

　城の南側の平地で始まったそれが何かと聞かれれば──、

　例えるなら〝ムカデ競走〟が一番近いのではないでしょうか。運動会などで行われる、参加者を縦一列に繫つないで競争させるあれが。

　土の上を、いくつものムカデが、城を目指して早歩きで進んでいました。

　ただし、運動会と違ちがって、参加者は全員銃じゆうを持っていて、この先にいる敵を殺すつもりで進んでいました。

　そして、運動会と違ちがって、先頭の一人は──、

　全身をプロテクターで覆おおったＳＦ兵士でした。それぞれが、大きな楯たてを両手に持った。

　六匹ぴきのムカデが、20メートルほどの幅はばを持って広がり、城へと真まっ直すぐに、ただひたすらに早歩きで進んでいきます。

　そして、ゴールへの距きよ離りが８００メートルを切った瞬しゆん間かん、城の一点が連続してチカチカと光りました。

　ＰＫＰマシンガンから放たれた大量の弾だん丸がんが、相変わらす素す晴ばらしい狙ねらいで飛んできました。

　そして全て、楯たてか、またはプロテクターに弾はじかれて、宙を舞まいました。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　弾はじいたエルビンが、後ろにいる〝仲間達たち〟に聞いて、

「大だい丈じよう夫ぶだ。さすがだな」

　デヴィッドから返事をもらいました。

　全員の耳に、ＳＨＩＮＣの目がいいスナイパー、アンナからの鋭するどい声が届きます。

「伏ふせろ！」

　全てのムカデが、一いつ斉せいにしゃがみました。まるで、そういう競技があるかのようでした。

　そのとき、先頭のプロテクター兵士は、頭の上に掲かかげた楯たてを自分の体に目め一いつ杯ぱい密着させながら。二番目にいる男、あるいは女は、先頭の人間に目め一いつ杯ぱい抱だきつきながら。

　同時に城で先ほどより大きな発はつ射しや炎えんが見えて、対物ライフルＧＭ６リンクスの、５０口径の巨きよ大だいな弾だん丸がんが飛んできました。

　００５の番号をつけた兵士の率いるムカデへと、その弾だん丸がんは吸すい込こまれるように命中し、

　がごんっ！

　銃じゆう声せいよりうるさいのではないかと思えるほどの強きよう烈れつな金属音を立てて、楯たての表面で火花を散らしました。そして、斜ななめになっていた楯たてを貫かん通つうできず、空へと弾はじかれて消えていきました。

　楯たてを支えていた００５には相当の圧力が加わりましたが、後ろにいた巨きよ体たいが、

「ぬう！」

　ボスのゴツい体が、支えきりました。




　ピトフーイの作戦、それは、連合チームに参加した全員の協力なしでは成り立たないものでしたが──、

　特にＴ─Ｓの決死の覚かく悟ごが、絶対に必要でした。

　彼かれ等らの着き込こむプロテクターの持つ防ぼう御ぎよ力りよくは、ＳＪ３でエルビンが奮戦したことで証明されています。エムの撃うった７．６２ミリ弾だんを、ことごとく撥はね返しました。

　その六人に、エムの持っている楯たて、宇宙戦せん艦かんの外がい壁へき板ばんという軽くて頑がん丈じような楯たてを一枚持たせ、一団の先頭に、文字通り〝矢や面おもて〟に立たせる。歩く楯たてとさせる。

　そして、残りの参加者はその後ろにできる限り密着して、ムカデ競走のように進しん撃げきする。

　単純といえば単純ですが、遮しや蔽へい物ぶつも掩えん蔽ぺい物ぶつもないこの距きよ離りを〝近づく〟には、最も効果的な方法でした。




「中央の塔とう！　上から四つ目の窓！」

　アンナとトーマの二人は、ムカデたちより１００メートル後方に控ひかえていました。

　トーマはもちろん、必殺の対戦車ライフルを伏ふせて構えていて──、

　双そう眼がん鏡きようで城を睨にらんでいたアンナの指示を聞いて、

「ハラショ！」

　了りよう解かい、くらいの意味で言葉を返すと、ＧＭ６リンクスの銃じゆう口こうが光った位置へとスコープの狙ねらいを定めて、バレット・サークルが最初に小さくなるタイミングで発はつ砲ぽうしました。

　衝しよう撃げき波はが大地を揺ゆらして土つち煙けむりを派手に舞まい立たせ、巨きよ大だいな弾だん丸がんが前へ、巨きよ大だいな空から薬やつ莢きようが下へと飛び出していきます。

　９００メートルは、チーム一のスナイパーのトーマといえども、そしてこの銃じゆうでも、確実に当てられる距きよ離りではありません。

　放たれた弾だん丸がんは、尖せん塔とうの側そく壁へきに当たって豪ごう快かいに石を穿うがちました。

　トーマは素す早ばやく再装そう塡てんして、再び窓を狙ねらって撃うちました。敵にとって獲え物ものがたくさん見える今回は、敵スナイパーのロックにずっと出てもらっていては困るのです。

　今度は、弾だん丸がんはその中に吸すい込こまれていきました。

　同じ場所で２発も撃うっているので、次の射しや撃げきは自分めがけて飛んでくるかと思いながら再装そう塡てんをしたトーマですが──、

　ＧＭ６リンクスの次の射しや撃げきは、ありませんでした。

　彼かれを殺せたのか、それとも銃じゆうを壊こわせたのか、そこまでは分かりませんでした。




「逐ちく次じ前進！　奇き数すう！」

　ムカデの一つ、エムの巨きよ体たいの後ろにいるピトフーイが命じました。通信アイテムは全員に繫つながっています。

　ザッと立ち上がったのは、奇き数すう番号をつけたＴ─Ｓのメンバーと、その後ろに連なる者達たち。言わば奇き数すうチームです。再びピッタリとくっついたムカデとなって、一歩、二歩と、にじり寄るような前進を始めます。

　同時に仲間を援えん護ごするために、偶ぐう数すうのメンバーの後ろにいたマシンガナーが、しゃがんだままで銃じゆうを構え、城への制圧射しや撃げきを始めました。

　８００メートルの距きよ離りを撃うてる口径７ミリクラスの機き関かん銃じゆう主しゆは、この連合チームには五人いました。それぞれが、別のムカデに配置されています。

　ＺＥＭＡＬのヒューイ（００１）、シノハラ（００４）、トムトム（００３）の三人と、ＳＨＩＮＣのローザ（００５）、そして《ＨＫ２１》を使うＭＭＴＭのジェイク（００２）。

　００６の後ろにはエムがいるので、Ｍ１４・ＥＢＲで代用します。

　隊列でいえば、マシンガナーは前から三人目です。二人目はＴ─Ｓの物理的な支えにならなければならず、また後ろになればなるほど、できる限りひっついているとはいえ、山なりに飛んでくる弾だん丸がんに当たる可能性が上がります。よって三人目に配置。

　そこで構えるために、二人目の肩かたの上にマシンガンを依い託たく、またはバイポッドを持ってもらいます。

　すると銃じゆう口こうは、Ｔ─Ｓメンバーの頭の脇わきにきます。強きよう烈れつな発射音と発はつ射しや炎えんが襲おそうので、ヘルメットがなければ、とんでもないことになっていたでしょう。

　この距きよ離りでのマシンガン連射は、反動によって、そして元々の精度の低さで、どうしても弾だん丸がんが散ります。狙そ撃げき銃じゆうのように、ピンポイントで狙ねらって撃うてるものではありません。

　それでも、城へ向けての弾だん幕まくとしては十分でしょう。ひっきりなしに飛んでくる弾だん丸がんに、相手が少しでも顔を出すのを恐おそれる、または、じっくり狙ねらう余よ裕ゆうをなくせばそれだけで効果はあります。

　ジェイクとシノハラ、そしてエムが連射して、周囲が猛もう烈れつな銃じゆう声せいに包まれる中、奇き数すうチームは50メートルほどを無事に進みました。その間、城からの銃じゆう撃げきはありませんでした。

「じゃあチェンジ！」

　ピトフーイの号令で、援えん護ごと前進が入いれ替かわりました。奇き数すうチームは全員しゃがみ、そこにいるマシンガナーは射しや撃げきを開始しました。

　トムトムとヒューイは、バックパック型給きゆう弾だんシステムの利点をフルに発揮して、

「うりゃー！」

「どりゃああ！」

　遠えん慮りよ容よう赦しやのない連射をして、城へと弾たまの雨を降らせました。別に叫さけばなくても銃じゆうは撃うてますが、叫さけんでしまうのは彼かれ等らがＺＥＭＡＬだからです。

　そのど派手な攻こう撃げきに、

「うわあ……」

　エルビンを含ふくめ、Ｔ─Ｓの皆みなさんが呆あきれつつ感心しました。

　ローザは、

「欲ほしいな」

　ぽつりと漏もらしました。

　そして、再びの援えん護ごと前進の交代。

　城へと、ゆっくりだが着実に迫せまっていくムカデたちを見ながら、

「このまま行けるか……？」

　ボスが呟つぶやいて、その声を拾ったピトフーイは、

「ま、無理でしょ。連中バカじゃないし」

「だろうな」

　ジェイクのＨＫ２１に肩かたを貸しているデヴィッドも賛同しました。

　今でこそ相手の意表を突ついているかもしれないが、そのまま接近を許すほど、バカな頭脳を持ったＮＰＣではないでしょう。

〝敵主力〟が攻せめてきている方へ、可能な限り戦力を移動して、〝対処〟してくることでしょう。遠えん距きよ離り射しや撃げきでは倒たおせない相手に、対応してくるでしょう。

　だからこそ──、

「それがいつか、が問題ね」

　ピトフーイの言葉を、レンは微び動どうだにせずに聞きました。







　それは、21時43分に始まりました。

　ムカデたちの進軍開始から５分が経過して、反はん撃げきを受けずに、その距きよ離りを６００メートルまで減らすことに成功したときでした。

　位置を頻ひん繁ぱんに変えながら、城から８００メートルの位置で控ひかえていたアンナとトーマですが、

「動いた！」

　双そう眼がん鏡きようを目に当てていたアンナが、最初に気付きました。城じよう壁へきの南側の地面で、煙けむりが発生するのを。

　煙けむりは十箇か所しよ以上でほぼ同時に発生し、その色は赤だったり黄色だったり緑だったりバラバラです。

　それらは静かに混じり合って最後は空と同じような濃こい灰色になり、風のない世界で停てい滞たいし、城を隠かくしていきます。

「城じよう壁へき前で大量のスモークグレネード。もう城門は見えない」

　アンナの報告に、ムカデ達たちからも了りよう解かいの声が戻もどってきました。

　彼かれ等らの目にもハッキリと見えてきました。城が空の色と溶とけ合あって消えていきます。まるで魔ま法ほうのようです。

「やっぱりそうきたか」

　ピトフーイが、笑え顔がおで言いました。







　それは数分前──、ピトフーイが作戦を途と中ちゆうまで伝えていたときのことです。

「ただね、この〝ムカデ競走作戦〟が上手うまくいって、私たちがジワリジワリと距きよ離りを詰つめたとする。もし自分が城を守る敵の立場だったら、残りの時間を持ちこたえるために、まずはどうする？」

　ピトフーイの問いかけに、

「煙えん幕まくだな。ありったけのスモークグレネードを放り投げて、ほんの１、２分でもいいから、視界を奪うばう」

　真っ先に応えたのはデヴィッドでした。

　一連の作戦の説明を黙だまって聞いていたフカ次じ郎ろうが、思いついたことを黙だまっていることにどうしても耐たえられなかったようで、レンに小声で、

「〝ドロロン煙えん幕まく〟だね！」

「む？」

「あ、知らない？　そっか古い作品だもんな……」

「うん、黙だまってようね」

　ボスが、怪け訝げんそうにデヴィッドに訊たずねます。

「解げせぬ。こちらからも見えないが、相手も見えなくなる。さらに城への接近を許すことにならないか？」

　同じ疑問を持っているらしい、Ｔ─ＳやＺＥＭＡＬのメンバーが、デヴィッドを見て答えを待ちました。

「そうだ。しかし、攻せめ手に疑念を抱いだかせることができる。〝この煙えん幕まくに乗じて、遊ゆう撃げき隊が城門から出てきてはいないか？　迂う闊かつに近づいたら、側面から攻こう撃げきされるのではないか？〟と」

「ああ、なるほど……」

　ボスが、そして他の面々が唸うなりました。

　遊ゆう撃げきとは、本体とは別に臨機応変に動くこと。遊ゆう撃げき隊はそんな部隊。

　もし、一人でも二人でも、こちらが気付かないうちに城を出て潜ひそんでいる兵士がいたら、前面しか防ぼう御ぎよ力りよくのないムカデは一方的に撃うたれることになります。たとえ実際に撃うたれなくても、デヴィッドの言うとおり、常に側面を警けい戒かいしなければなりません。一方的に前へ弾だん幕まくを張り続けるわけにはいかなくなります。

「我々には、煙えん幕まくを張られた瞬しゆん間かんに全員で突とつ撃げきをかける、パワープレイの選せん択たく肢しもあるが──」

　デヴィッドが言葉を続けます。

「逆に遊ゆう撃げき隊がいない場合、城じよう壁へき直前や城門で猛もう射しやされることになる。ライフが二つ以上残っている人が多いが、時間内に陥かん落らくさせるのはかなり厳しくなるな」

「そのとーり！　性格の悪い戦術はすぐに思いつくのね！　素す晴ばらしい！」

「褒ほめるか貶けなすかどっちかにしろ。そして、そうなった場合はどうするんだ？」

　デヴィッドの問いに、ピトフーイはニンマリと笑って、

「それを今から言いましょう。でも、〝そうならなかった〟場合のことは考えてないからカンベンしてね」

「どういうことだ？」







　21時43分。

　そうなったのを知ったピトフーイは、通信アイテムで命じました。

「レンちゃん、ゴーよ」




　21時43分。

　ずっと城北側の森の中で隠かくれていた、そして北の城門の動きを見張っていたレンが、ピトフーイの言葉を聞いて立ち上がりました。

　緑色斑まだら模も様ようの迷めい彩さいポンチョをはぎ取ると、一番動きやすい、そして一番自分らしい格好に、つまりは全身ピンクの戦せん闘とう服ふくになりました。

　そして、

「とりゃあ！」

　気合いと共に駆かけ出だしました。

　Ｐ９０を体の前に保持したまま、全速力の突とつ撃げきです。背の高い木の下を走はしり抜ぬけ、すぐに森を出て、１００メートル先にある城じよう壁へきまでの疾しつ走そうを開始します。

　森から出たのは、レンだけではありませんでした。

　呼応して、数メートル脇わきに隠かくれていたＳＨＩＮＣのターニャと、ＭＭＴＭのケンタが、立ち上がり走り出しました。二人とも、チーム一の俊しゆん足そくの持ち主です。

　もちろん一番の韋い駄だ天てんはレンです。

　あっという間に、自動車のような速度まで加速すると──、

「たー！」

　何も考えずに、とにかく突つっ込こんでいきました。城門めがけて一直線です。

　ジグザグに走ったり、フェイントを入れたりはしません。もちろん、正面からではすぐに見つかるので、城から見えないように若じやつ干かん角度をつけて。

　先ほどＭＭＴＭの面々が爆ばく殺さつされた現場へと、速度を一切落とさずに突つっ込こんでいくと、

「たあっ！」

　レンは跳とびました。

　そのままリアル世界へ行ければ、１００メートル走で世界記録が出せるレンの足です。走はしり幅はば跳とびでも、金メダルは確実でしょう。

　レンは跳とびました。

　踏ふみ切きりの位置は、城じよう壁へきの外。そして目指す着地の位置は、城じよう壁へきの中。

　レンは、北の城門の中に積んであった瓦が礫れきの山の上を、その空中を移動しました。頭の上を、城門のアーチがものすごい速度で後ろへ流れていきます。

　もし、踏ふみ切きりの強さと角度をわずかでもミスっていたら、低すぎれば瓦が礫れきの山に、高すぎれば城門アーチに全身を強く打って死亡していたでしょう。〝激げき突とつ自殺〟という、あまり聞かない方法でライフを失っていたでしょう。突とつ撃げきの角度も重要です。正面から過ぎると撃うたれる。しかし、斜ななめすぎては城門側そく壁へきにぶつかります。

　いける！

　レンは、修正の利かない空中で確信しました。ピンクの体の描えがく放物線は、完かん璧ぺきに城門をくぐりました。

　そして、右足と左足が中庭の石いし畳だたみへ触ふれて、レンは走り続けました。この瞬しゆん間かん、敵の陣じん地ちに一番深く足を踏ふみ入いれたプレイヤーとなって、その記録を伸のばし続けました。

　背中で爆ばく発はつが起きて、その爆ばく風ふうがレンを追おい抜ぬいていきましたが──、

　そのときレンは、爆ばく発はつの殺傷効果範はん囲いの外にいました。爆ばく発はつは上へと抜ぬけるので、駆かけ抜ぬけて横にいたレンには、破は片へんが当たりませんでした。

　足は緩ゆるめません。全力疾しつ走そうです。爆ばく風ふうに押おされて一いつ瞬しゆん加速すらしました。レンの目の前に、城本体が猛もう烈れつな大きさで立ちふさがり、大きくなっていき、石いし畳だたみから続く入口の黒い穴が見えて、

　いたあっ！

　そこから銃じゆう口こうを突つき出だそうとする男の姿が見えました。驚おどろきと焦あせりを浮うかべる、ハンサムな顔が見えました。

　アイツはケイン、間ま違ちがいありません。Ｆ９０グレネード・ランチャーつきの、大小二つの銃じゆう口こうがレンへ向けられて──、

　遅おそい！

　向けられ切る前に、レンは足からスライディングを始めました。

　ケインが放った５．５６ミリ弾だんが、レンの頭の上を通とおり抜ぬけていきます。

　レンはブーツの踵かかととお尻しりを石いし畳だたみに滑すべらせながら、ケインと交差するように、城の中へと入っていきました。そして入った瞬しゆん間かん、レンの視界が一いつ瞬しゆんで暗くなった瞬しゆん間かんに、

「たーっ！」

　気合いと共に、レンはＰ９０を〝だいたいあっち〟の方向へ向けて、引き金を目め一いつ杯ぱい引きました。

　暗くら闇やみの中で、銃じゆう口こうからほとばしる閃せん光こうがレンの目に焼きついて、他には何も見えなくなりました。秒間15発という繫つながった銃じゆう声せいと、放たれた弾たまが壁かべの石にビシバシと着ちやく弾だんする音と、空から薬やつ莢きようがチャリチャリと落ちる可か愛わいい音が城内部の通路に響ひびいて──、かつて聞いたことがないようなやかましさでした。
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　撃うち始めてから撃うち終えるまで、わずか３秒と少し。

　レンが50発全てを撃うち終え──、いえ、ばらまき終えて、世界は急激に静かになりました。

　城の中、石の床ゆかの上に仰あお向むけにひっくり返ったまま、レンは出口のある方を見ました。

　アーチの形をした外の光が、自分の撃うった銃じゆうの煙けむりで霞かすんで見えました。そして、動く人ひと影かげがその明るさを半分にして──、

　ダメか……？

　ふらりと揺ゆれた人ひと影かげは、どすりと鈍にぶい音を立てながら倒たおれました。外の光が再び、レンの目に戻もどりました。

　倒たおれたケインの体の上に、【Ｄｅａｄ】のマーカーが、赤く煌きらめきました。

　ふーっと大きく息を吐はいたレンは、

「ごめんフカ。彼かれ氏し候補、殺しちゃった」
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　第七章　「ジェイコブ」







　21時44分。

　城への突とつ入にゆうに成功し、敵ＮＰＣを初めて殺したことを確かく認にんしたレンから、

「入れたよ！　ケインを倒たおした！」

　通信アイテム越ごしに全員に報告が飛んで、南側でムカデ競走をやっていた面々は一気に沸わき立たちました。

　興奮の最中に、ターニャとケンタからも、城内部に潜せん入にゆうして建物に入はいり込こめたとの連れん絡らく。

「よし！」

「よくやった！」

　ボスもデヴィッドも、歓かん喜きの声を上げました。




　ピトフーイの作戦は少々──、いえ、かなり乱暴でした。

〝南側での派手で強ごう引いんなにじり寄り〟と、〝敵が動いた段階での北側への突とつ入にゆう〟が作戦の二本柱。

　南側は、Ｔ─Ｓと楯たてとみんなの団結と覚かく悟ごを見み越こしていましたが、北側の城じよう壁へきはレンの速度と小ささだけが頼たよりでした。

　ある程度南側からプレッシャーを与あたえれば、敵はどうしてもそちらに防ぼう御ぎよ力りよくを集中して、対処のために動くでしょう。それが煙えん幕まくになるか、一いつ斉せい射しや撃げきなのかは分かりませんが。

　この際、敵チームの注意は南へと、それまで以上に向くことになるでしょう。特に、尖せん塔とうに陣じん取どって全周囲を見張っているべきマシンガナーやスナイパーが、南を向き続けるでしょう。

　その瞬しゆん間かんをついての、レン達たちの突とつ撃げき。

　持ち場のケインだけは間ま違ちがいなく待ち構えている北側城門へ、森からの突とつ撃げき。地じ雷らい？　そんなのは飛とび越こえていくのです。

　リアルを超こえた速い足とジャンプ力だけが頼たよりの、成功率は半々、もしくはそれ以下の危険な作戦でした。

　当然ですが伝えたときに、

「先せん陣じんのレンがミスったら、やられたら、どうなる？」

　デヴィッドが言いました。ピトフーイはサラリと、

「どーにもなんない。後続の二人も撃うたれるでしょうねえ」

「おい待て」

「でも、他に何か方法ある？」

「…………」

　デヴィッドは黙だまりました。




「じゃあ、〝第二段階〟に進むよ！」

　レンの言葉に、

「存分にやんなさい。グッドラック！」

　ピトフーイが答えて、同時に周囲の仲間達たちに命じます。

「じゃ、こっちも突つっ込こもうか」




「よくやったー！　ほんじゃ！」

「斬きり込こみご苦労！　あばよ！」

　ターニャとケンタの二人が、レンを残して走り出しました。

　進む先は城内の奥おく。まったくどういう造りか分からない薄うす暗ぐらい廊ろう下かの先へ、二人は走っていきました。あっという間に背中が小さくなって、階段か別の部屋でも見つけたのか、ターニャとケンタの背中がそれぞれ左右に分かれて消えました。

　もし無事に突とつ入にゆうできたら、作戦は第二段階。

　やることは決まっていました。全員バラバラで暴れ回ると。

　ここで三人が、あるいは二人がチームを組んで闘たたかう、などとまったく考えていません。それよりも、単独であちこちを移動しまくり、とにかく城内にいる敵を引っかき回すのが目的。

　これは、別チームの三人がいきなり連れん携けいが取れるわけがないという判断と──、

　もし万が一、最終目標である〝毒ガス弾だん頭とう〟を発見して押おさえることができれば、そのチームの勝ちにしていいという競争を残すため。

　ターニャもケンタも、走り出した瞬しゆん間かんに、通信アイテムの接続を自分のチームだけに切きり替かえていました。

　レンもまた、耳を軽く触さわって切きり替かえて、

「行くか……」

　その呟つぶやきを拾ったフカ次じ郎ろうが、

「がんばんなー。時間はあんまねーぜ？」

　遠くから声せい援えんを送りました。

　ときに、21時46分。




　時間があまりないと分かっているのは南側のチームも一いつ緒しよで、

「じゃ、こっちも突つっ込こもうか。こっからは、自由で」

　ピトフーイが隊列の解消を認めました。

　これも作戦通りです。

　残りの距きよ離りは４００メートル強。

　これ以上近づいては、Ｔ─Ｓと楯たての防ぼう御ぎよ力りよくにも限界が生まれます。また、射しや撃げきの精度も上がってくるので、揃そろってのんびり進むわけにはいきません。

　だから突とつ撃げき。

　ここからは、己おのれの脚きやく力りよくと運の勝負です。

　あのスモークが晴れるまでに、なるべく城へと近づかないと死にます。いえ、近づけても死ぬかもしれませんが、なるべく近い方が、城じよう壁へきにへばりついた方が生存率は高くなります。

　ここにいても死ぬし、近づいても死ぬのなら、近づくしかないのです。

　Ｔ─Ｓの六人と、ＳＨＩＮＣの三人、ＭＭＴＭの五人、ＺＥＭＡＬの五人、そしてピトフーイとエム。総勢二十一人が、横に広がっての突とつ撃げきを始めました。

　まだほとんど見えないのに気配を察したのか、尖せん塔とうから機き関かん銃じゆうの弾だん丸がんがばらまかれて、

「ぐっ！」

　本当に本当に運悪く、その中の１発がボスの左ひだり肩かたを射い貫ぬいていきました。ヒットポイント、二割強減。

「まだまだあ！」

　救急治ち療りようキットを打ちながら走り続けるボスの背中を見て、

「さて、みんながんばれー」

　ピトフーイは他人ひと事ごとのように言いました。楯たてを二枚合わせて持った、大きなエムの背中の後ろで。




　南側で全員が走り出したまさにそのとき──、

「っ！」

　ＭＭＴＭのケンタは、視界の端はしにある銃じゆう口こうに気付きました。

　城の一室、岩で囲まれた部屋の中には、明かりが灯ともっていました。天てん井じように吊つるされた笠かさと電球が、弱いオレンジの光を振ふりまいています。

　10メートル四方ほどの、石の壁かべと床ゆか、そして木の天てん井じように囲まれた、他には何もない部屋で、

「くそ！」

　ケンタは、部屋の隅すみで一人の男がこちらにアサルト・ライフルを向けて立っているのを見て、反はん撃げきが何一つ間に合わないことを知りました。

　蹴けり開けたドアの先もまだ廊ろう下かが続くのだと思って、目の前に銃じゆう口こうをしっかりと向けていたのが、たった一つの、そして確実な敗因になりました。

　眼鏡の男が、冷れい徹てつな顔を動かさず、肩かたで構えたＭＣＸを撃うちました。ケンタまでの距きよ離りは５メートル。しかも近づきながらの射しや撃げきです。外すわけはありません。

　サプレッサーつきのＭＣＸから放たれた弾たまは、１発目がケンタの右みぎ脇わき腹ばらを射い貫ぬいて、２発目は右みぎ肘ひじに命中。ケンタの腕うでからＧ３６Ｋを落とさせました。

　３発目が右胸に当たって、

「がっ！」

　ケンタは仰あお向むけに倒たおれながら左手を腰こしの後ろに回して、《Ｍ２６》破は砕さい手しゆ榴りゆう弾だんを摑つかんでいました。

　背中を固い床ゆかにぶつけて跳はね返かえる間に、握にぎった手しゆ榴りゆう弾だんを、その安全ピンを口の前に持ってきて咥くわえて強ごう引いんに引ひき抜ぬいて──、

　むんず。

　ドクの左手が伸のびてきて、手しゆ榴りゆう弾だんの上からケンタの手をしっかりと押おさえました。ピンが引ひき抜ぬかれても、レバーが飛ばないと手しゆ榴りゆう弾だんは起き爆ばくしません。

「クソ！　テメエ！　ＮＰＣのくせに！」

　ケンタが口から安全ピンを吹ふき出だしながら叫さけんで、ドクは行動でそれに応えます。

　しゅこん。

　ＭＣＸが一度だけ揺ゆれて、弾だん丸がんはケンタの頭を射い貫ぬいて、彼かれのヒットポイントを完全にゼロにしました。

　ドクはケンタの手から手しゆ榴りゆう弾だんを奪うばい、床ゆかから安全ピンを拾いました。元にあった場所へと、手慣れた様子で差さし込こみました。

　そして、誰だれもいない場所で呟つぶやくのです。

「こいつじゃ、ないな」







　ケンタが死んだとき、城門の南側に広がる大地では、ど派手な戦せん闘とうが始まっていました。

　煙けむりが、ゆっくりとですが晴れていきます。城がゆっくりと、その姿を再び現していきます。

　プレイヤー達たちが城へと走り続ける中、城からは猛もう烈れつな射しや撃げきが始まりました。城じよう壁へきの上で四箇か所しよ、マズルフラッシュがピカピカと光ります。尖せん塔とうでも一箇か所しよ。

　誰だれかは分かりませんが、アサルト・ライフル使いの敵が城じよう壁へきで撃うち始め、尖せん塔とうでは相変わらずのウォッカが撃うちまくっているのです。

　世界は、急にやかましくなりました。銃じゆう声せいのドラムロールが響ひびき始めました。

　５丁の銃じゆうからはバレット・ラインが伸のびて、大地のあちこちに刺ささっています。そして、次の瞬しゆん間かんに弾だん丸がんがそれを消して飛んできて──、

　ばすっ！　ばすっ！　ばすっ！

　土の柱を生み出すこともあれば、

「ぐほうっ！」

　そこに走ってきた誰だれかの体を射い貫ぬくこともあります。今、左ひだり腕うでを貫かん通つうさせられたのは、ＺＥＭＡＬのトムトム。しかし、

「うおおおお！」

　当然ですが撃うち返します。

　走りながらも、マシンガンは吠ほえ続け、城じよう壁へきへと弾だん丸がんを送おくり込こみました。城じよう壁へきのあちこちに被ひ弾だんして石を穿うがち破は片へんを散らして、近くにいる敵を伏ふせさせ、射しや撃げきを一いつ瞬しゆんでも止めました。

　それでも、サッと身を隠かくせる城からの射しや撃げきと、広い場所を走りながらの銃じゆう撃げきでは、圧あつ倒とう的てきに前者が有利になります。

　いくら敵からのバレット・ラインが見えていても、それが素す早ばやく動けば躱かわしきれるものではありません。実際敵の射しや撃げき精度は猛もう烈れつに高く、走る体へとピタリと向けられます。

「ぐがっ！」

　ＰＫＰの弾たまを喉のどと頭に同時に食らって、

「くっそー！」

　悪態をつきながら死んでいったのは、ドレッドヘアの男、ＭＭＴＭのボルド。

　さっきは爆ばく殺さつされたので、これで二度目です。愛あい銃じゆう《ＡＲＸ─１６０》は、まだ１発も発はつ砲ぽうの機会に恵めぐまれていません。

「戻もどってこい！」

　聞こえるわけはありませんが、デヴィッドは叫さけんでいました。ボルドと、その直前にヒットポイントを全損させたケンタに。これはゲームです。３分後にまだチャンスはあります。

　そのデヴィッドも、必死に走っていました。

　進む先には赤い線が幾いく重えにも光り、それを避さけつつ走るのは、並なみ大たい抵ていの集中力では追いつきません。チュンチュンと耳のそばを掠かすめる銃じゆう弾だんの音が、恐おそろしく聞こえます。

　彼かれのＳＴＭ─５５６にはグレネード・ランチャーが装着されていて、当然装そう塡てんされていますが、撃うちませんでした。そんな余よ裕ゆうはありません。ひたすらに、赤い線を避さけながら走り続けました。

　このとき一番活かつ躍やくしていたのは、

「撃うちまくれ！」

「了りよう解かい！」

　Ｔ─Ｓの皆みなさんでした。

　彼かれ等らは重いプロテクターのせいで圧あつ倒とう的てきに足が遅おそいので、どうあがいても城への一番乗りなど不可能です。

　だから、彼かれ等らは歩いていました。歩きながら、己おのれの武器を撃うちまくって、弾だん倉そうを替えてはまた撃うちまくって、チーム全体で支し援えんに回っていました。

　当然ですが敵の弾だん丸がんは彼かれ等らにも降ってきて、そのたびにプロテクターで派手な火花を散らしていました。




　ケンタが死んだとき、ターニャは、

「おっと、階段めっけた！」

　城の中で、螺ら旋せん階段を見つけていました。

　直径で４メートルはある巨きよ大だいな螺ら旋せん階段は、尖せん塔とうへ続くそれに間ま違ちがいありません。曲線の壁かべに埋うめ込こまれた石の板でできた階段が、左回りで登っています。その中央には、直径１．５メートルほどの穴。手すりなどは一いつ切さいありません。

　尖せん塔とうの位置は、城の北東、南東、南西、北西の四つでした。

　城へは真北から入って、暗い中をああ走ってこう走って──、

　頭の中で地図を描えがいたターニャは、この塔とうが南東に建つ一本だと目星をつけました。

　螺ら旋せん階段の少し手前で、サプレッサーをつけたビゾンを腰こしで構えながら、ターニャは仲間へと、通信アイテム越ごしに、そして小声で質問します。

「こちらターニャ。南東の塔とう、敵はいる？」

　アンナから、すぐに返答。

「いる。上に厄やつ介かいなマシンガン」

　その答えと共に、上からも答えが返ってきました。塔とう内ないを響ひびき渡わたる発はつ砲ぽう音おんが聞こえて、さらにはジャラジャラと、鈍にぶい金色の空から薬やつ莢きようが振ふってきたのです。ＧＧＯの常で、それはやがてポリゴンの粒りゆう子しになって消えました。

　ターニャは決断しました。

「よし、オレはそいつをやっつける！　〝毒ガス弾だん頭とう〟はどなたかに任せるよ！」

　そして螺ら旋せん階段の中に突とつ入にゆうして階段を登り始め、一段目で新たに降ってきた空から薬やつ莢きようを踏ふんづけてすっ転びそうになりましたが、

「うおっと」

　どうにかバランスを取とり戻もどしました。

　そして登っていきます。




「レンちゃん。ケンタ君が死んだってさー」

　デヴィッド越ごしのピトフーイからの報告を聞いて、

「了りよう解かい」

　レンは短く答えました。

　これで、城の中にいるのはターニャと自分だけ。突とつ然ぜん〝誰だれか〟と出くわしたときに、それが敵である確率が上がりました。

　レンがいるのは、薄うす暗ぐらい廊ろう下かの中。Ｐ９０を肩かたで構えながら、壁かべの跳ちよう弾だんを恐おそれて廊ろう下か中央を静かに歩きます。

　速度が命のレンとはいえ、ここで走ったら足音を響ひびかせることになるので、抜ぬき足あし差し足、ずっと歩きで動いています。

　城の中は、外の騒さわぎが噓うそのように静かです。天てん井じよう以外全て石でできているからなのか、ほとんど音がしていません。ひんやりとした空気が漂ただよう、不気味な場所でした。

　しかしここは敵の巣そう窟くつ。

　敵を見たら撃うつ敵を見たら撃うつ敵を見たら撃うつ。

　引き金に触ふれるか触ふれないか、ギリギリの所に指を置きながら、

「…………」

　ヒリヒリとした空気の中、レンは静かに廊ろう下かを進んで、やがて一つの扉とびらを見つけました。両開きの、いかにも古風な木製の扉とびらです。

　隙すき間まがわずかに空いていて、薄うす明あかりが線となって洩もれています。閂かんぬきや鍵かぎは見えません。蹴ければ開くでしょう。

　ただし、その向こうに何があるのか、いるのか分かりません。ワイヤーと手しゆ榴りゆう弾だんを使ったブービートラップが仕し掛かけられているかもしれません。敵ＮＰＣが銃じゆう口こうを向けて待ち構えているのかもしれません。

　腕うで時ど計けいを見ると、21時47分。今48分になりました。

　うん、じかんがねえ。

　レンは近づくと、ドアを蹴け破やぶりました。




　いたあ！

　ターニャは心の中で叫さけびました。

　地上から登ること数秒。俊しゆん足そくで20メートルほどを駆かけ上のぼった中央の穴あな越ごし、数メートル上に見えたのは大きな男の背中。

　銃じゆうで分かりました。ＰＫＰマシンガン使いのウォッカです。今まで散々、チームを苦しめてくださった有あり難がたいお方。よし殺す。

　彼かれは今、窓の外に向けて、肩かたで構えたＰＫＰを撃うちまくっていました。塔とうの中で射しや撃げき音おんが反はん響きようして、ごわんごわんと尾おを引いていました。空から薬やつ莢きようが、中央の穴を降っていきました。

　後ろからなのでよく見えました。黒一色の銃じゆうには、背負ったバックパックから延々と給きゆう弾だんする、ＺＥＭＡＬが導入した例の便利なシステムが繫つながっています。道理でバカスカ撃うちまくっているわけです。

　そのウォッカ、まだ階下から忍しのび寄よるターニャに気付いていません。距きよ離りは、大きな螺ら旋せん階段にして三周分。ターニャは見上げながらビゾンで狙ねらいましたが、

　まだだ！

　背中しか見えない状態では、威い力りよくの少ないビゾンでは撃うっても確実に倒たおせません。せめて、もう一周分は登らないと。

　ターニャは足を止めずに螺ら旋せん階段を駆かけ上のぼり、撃うっている彼かれの下を通って、再び見える位置、つまり反対側に来たとき、

「うげ！」

　クマのような男が既すでに振ふり向むいていて、大きな顔と大きな銃じゆう口こうをこちらに向けていることに気付きました。既すでに気付いていて罠わなを張っていたのか、それともさっき気付いたのか。どっちにせよ、恐おそろしいほどの戦せん闘とう能力。

　腰こしでマシンガンを構えて下に向ける男と、目と目が合って、

「やあ！」

　ターニャが言葉と共に引き金を引いて、

「…………」

　ウォッカは何も言わずに引きました。

　二人はわずか数メートルの距きよ離りで同時に撃うち合って、塔とう内ないに豪ごう快かいな銃じゆう声せいが轟とどろきました。消音されたターニャのビゾンの音は、まったく聞こえませんでした。

　秒間10発の連射を食らい、ターニャの体が被ひ弾だんエフェクトで真っ赤に染まって、まるでペンキを頭から被かぶった人形のようになりました。

　ターニャのビゾンは、ターニャが【Ｄｅａｄ】のマーカーを点灯させた瞬しゆん間かんも、力をなくした死体が穴を落ちていく間も発はつ砲ぽうしていました。

　塔とう内ないが静かになって、

　どすっ！

　死体が一つ、石の床ゆかに落ちる音が登ってきました。

　ウォッカはＰＫＰを持ち上げると振ふり向むいて、再び外へ撃うつために狙ねらいを変えて──、

　そして撃うちませんでした。正確には、引き金を引いても撃うてませんでした。

　ターニャが死しに際ぎわに放った９ミリ拳けん銃じゆう弾だんが数発、マシンガン右側に繫つながるレールに食くい込こんで、そこで弾だん丸がんの流れを止めていました。銃じゆうの上についていた大きなスコープの対物レンズにも命中していて、白く割れていました。

　ウォッカは、螺ら旋せん階段の上に腰こし掛かけると、

「…………」

　無言のまま左手を振ふりました。そして空中にある、彼かれだけに見えるはずのボタンを押おすと、彼かれの体は後ろに倒たおれて、動かなくなりました。

【Ｄｅａｄ】のタグが、その上に点灯しました。




　そのタグが、窓の外からもギリギリ見えて、

「敵マシンガナー、ターニャと相打ちの模様！」

　アンナの報告を聞いて、

「うおう！」「よくやった！」「うっしゃ！」

　ＳＨＩＮＣのメンバーは吠ほえました。

　一番厄やつ介かいだったマシンガナーがいなくなり、南側にばらまかれる敵の弾たまの量が、グッと減りました。残りは、城じよう壁へきの上から撃うってくる、アサルト・ライフル使いの四人。

　ピトフーイが、

「いようし」

　エムの後ろを歩きながらニヤリと笑いました。

　そのエムの持つ楯たてには先ほどから、おそらくはハッサンが放っている７．６２ミリ弾だんがガシガシと着ちやく弾だんしています。

　エムは小刻みに両手に持った楯たての位置を変えて、全て防いでいます。さすがは狙そ撃げき銃じゆう。狙ねらいが正確なのでバレット・ラインが安定していて、弾たまが飛んでくる場所が分かりやすいのです。

「フカちゃーん、準備はいい？　起きてる？」

「やっとかよ待ちくたびれたよー。寝ねてるよー」

　ピトフーイとフカ次じ郎ろうが、通信アイテム越ごしに会話をして、

「あはは。じゃあ遠えん慮りよなくやらかして。目標は南側城じよう壁へき。こちらから指示するから」

「あいよー」




　城の北西の位置で、巨きよ木ぼくの森から、

「やっと出番だぜ」

　ヒョッコリとフカ次じ郎ろうが出てきました。その両りよう肩かたに、ＭＧＬ─１４０、６連発グレネード・ランチャーを提さげて。

　彼かの女じよの位置は、レン達たちが突とつ撃げきを始めた場所からだいぶ西にずれた場所。

　そしてフカ次じ郎ろうは、城に一番近い、森の外れの木に背中をつけながらペタンと座すわりました。

　南側の騒さわぎで、今フカ次じ郎ろうを狙そ撃げきできる人はいないはず。いたら死にます。

　フカ次じ郎ろうは右側のＭＧＬ─１４０、つまり右みぎ太たを持ち上げて左手を添そえると、

「こんなもんかなあ」

　その角度と狙ねらいを、微び調ちよう整せいしました。

「ほうら」

　ぽん。

　そして１発だけ、グレネードを撃うちました。

　直径４０ミリの弾たまは放物線を描えがいて、城へと飛び、北西側の城じよう壁へきを飛とび越こえて、さらには南側の城じよう壁へきもほんの少しだけ飛とび越こえて、そのすぐ外側の土の上で爆ばく発はつしました。




「惜おしい。30メートル手前で」

　楯たてを二枚広げ、その後ろでしゃがんだエムを楯たてにしながら、ピトフーイは砲ほう撃げきの観測手を務めていました。その手には、エムのＭ１４・ＥＢＲ。覗のぞくのはそのスコープ。

　城までの距きよ離りは３００メートルほど。〝仲間達たち〟はその前を、バレット・ラインを躱かわしながら今も迫せまっています。

　城じよう壁へきの上からは、敵のアサルト・ライフル使いが四人、こまめに位置を変えながらバリバリと撃うちまくって、〝仲間達たち〟を苦しめています。

　さっき死んだボルドの他に、ＺＥＭＡＬのピーターが倒たおれていました。死んでこそいませんが、ＳＨＩＮＣのボスをはじめ、被ひ弾だんエフェクトで体を光らせているメンバーも複数います。

「ほい了りよう解かい。２発いくよ」

　フカ次じ郎ろうからの返事。

　彼かの女じよを北の森の外れに忍しのばせて、頃ころ良よいところで狙ねらえる場所へ出てこさせて、グレネードで城を攻こう撃げきさせる。

　もちろんこれも、ピトフーイの策の一つ。

　４００メートル先を砲ほう撃げきできるフカ次じ郎ろうの火力は重要ですが、それ故ゆえに突とつ撃げきで失うわけにはいきません。徹てつ底てい的てきに支し援えんに回るという、地味ですが重要な仕事を割わり振ふりました。

　そのためには、活かつ躍やくのときまで絶対に撃うたれないようにしなければなりません。尖せん塔とうで見張るスナイパーとマシンガナーが元気なうちは、森から顔を出せなかったのです。

　ジッと一人で森の中で待つ間、フカ次じ郎ろうは、

「誰だれかに見られている気がするぜー。幽ゆう霊れいでもいるんじゃねー？」

　そうぼやいていましたが、やっと出ることができました。

　ぽんぽん、とリズミカルに撃うったグレネードは、１発が城じよう壁へき内側の高いところで炸さく裂れつ。もう１発はどんぴしゃり、細い城じよう壁へきの真上に着ちやく弾だんして、そこにあった石を砕くだいて散らしました。

　ただ、敵はそのときその近くにいませんでした。

「倒たおせなかったけどお構いなく。残り全部ばらまいちゃえ」

　ピトフーイの指示で、右みぎ太たに残った３発と、左ひだり子こに残っている６発の計９発、

「ひゃっはー！」

　フカ次じ郎ろうは遠えん慮りよ容よう赦しやなくぶちかましました。




　城じよう壁へきに９発のグレネードが連続着ちやく弾だんする様子は、派手な音と黒こく煙えんを伴ともなって、

「うおおお！」「すげえ！」「やるじゃん！」「たーまやー！」

　仲間達たちの歓かん喜きを引き起こしました。

　そしてその瞬しゆん間かん、敵の攻こう撃げきがピタリと止やみました。あれほど城じよう壁へきから撃うってきていた敵ＮＰＣが、再び顔を出さなくなったのです。

【Ｄｅａｄ】のタグは見えないので、敵は城じよう壁へき塔とうの中に隠かくれて下に降りて、そして城内へと戻もどっている可能性が高いです。砲ほう撃げきを食くらう危険な城じよう壁へきを捨てて、城へと防衛ラインを下げた可能性が。

　ピトフーイはその様子をスコープで確かめたあと、

「よしよし。いい仕事をしたわよフカちゃん！　再装そう塡てんして待機」

「へいへーい。また用があったら、いつでも呼んどくれ」

　ピトフーイは、目の前にいる仲間達たちに叫さけびます。

「みんな、城じよう壁へきの敵は隠かくれたわよ！」

「よっしゃ突とつ撃げきいいいいいいい！」

　ヒューイの叫さけび声ごえに合わせて、ＺＥＭＡＬでもそうでなくても、全員が城門へと走りました。さっきまでのように、バレット・ラインを避さける必要は、もうありません。

　これが、最初で最後のチャンスです。

　このタイミングで城じよう壁へきにへばりつかなければ、もう城への突とつ入にゆうは望めないでしょう。

　このとき21時50分。

　残り、10分。




　全員の突とつ撃げきが始まったとき──、

　いないし、何もないし……。

　レンは、城の中で見えない敵と戦っていました。

　死ぬ気で扉とびらを蹴け破やぶって入ったそこは、天てん井じようがやたらに高い、大きな正方形の空間です。縦横それぞれ30メートルはあるでしょうか。天てん井じようにある採光窓から光が差さし込こむので、それなりに明るく、中はよく見えます。

　大きさからしてここは、城本体の中央広間に違ちがいないのですが──、

　なんでこんなに、何もないの……？　誰だれもいないの……？

　レンが心の中で疑ぎ問もん符ふを立て続けに浮うかべました。

　石の床ゆかの上には、イスもなければテーブルもなく、ましてや〝毒ガス弾だん頭とう〟とされるマクガフィン的な何かもありません。ゴールに一番先にたどり着いたやった！　と思っていたら、全然違ちがいました。

　欧おう風ふうの城なので、中央には祭さい壇だん的な構造物でもあるかと思ったら、単なる倉庫のような素っ気なさです。

　もちろんここはゲームのフィールドなので、戦うために用意された場所であると割り切ればそれでいいのですが──、

　ＧＧＯにしては、ヘンだなあ。

　レンは思いました。廃はい屋おくの中の暖だん炉ろの上に古びた家族写真を飾かざるほど無む駄だに凝こった演出をするＧＧＯなのに、この素っ気なさは珍めずらしいです。

　そして誰だれもいません。隠かくれられる場所もありません。

　自分が入ってきたドアも含ふくめて四つありますから、そこから突とつ入にゆうしてくるという可能性は残りますが。

　レンは部屋の角に素す早ばやく移動して、そこで腰こしを落として小さくなりました。四つのドアを同時に視界に収めながら、ピトフーイに報告します。

「ピトさん、今わたし、城中央の広い場所にいる。でも何もないし敵もいない」

「了りよう解かい。ヘンね」

「変だよ。地下室でもあるのかな？　入口みたいなのは、なかったけど……」

「…………」

　ピトフーイが、数秒の間を取りました。そして、

「こうしましょう。〝毒ガスナントカ〟は無視」

「すると？」

「敵皆みな殺ごろしに作戦変へん更こう。最後の一人を倒たおせばチームの勝ちよ。存分に暴れなさいな」

　それしかないか、とレンが思った瞬しゆん間かん、ドアが三つ同時に開きました。




　ピトフーイは、エムは、そしてフカ次じ郎ろうは、レンに何が起きたのか、その声と音から想像するしかありませんでした。

「わっ！　敵よにっ──、がはっ！」

　たん。

　かすかに銃じゆう声せいが乗ったので、撃うたれたことが分かりました。実際、レンのヒットポイントゲージがグッと減って、残りが六割くらいになりました。レンがＰ９０を撃うつ音は、聞こえませんでした。

「がわー！　ぐでわっ！　どふぇう！」

　なかなかにユニークなレンの悲鳴が、三つ続きました。銃じゆう声せいは聞こえませんでした。

　そして最後は、

「むぎー！　捕つかま──、がむご！　ぐむ──」

　どうにか状じよう況きようを伝える言葉が混じって、その後は急に静かになりました。通信アイテムの接続が切られたのです。

　視界の左ひだり端はし、レンのヒットポイントにそれ以上の動きがないことで、三人は状じよう況きようを理解しました。

　フカ次じ郎ろうが、

「おいおい、レン捕つかまっちゃったよ！」

　エムが、

「捕つかまったな……」

　そしてピトフーイが、

「あちゃー、捕ほ虜りよったかー」




　驚おどろいたのは突とつ撃げき中の〝仲間達たち〟です。

　まずはデヴィッドが、

「捕つかまった？　ハア？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げました。次いでボスが、

「なんだそれは！　あり得ん！」

　やはり驚おどろいて、走りながら叫さけんでいました。

「ＮＰＣが捕ほ虜りよを取るのか？　なんかの間ま違ちがいではないのか？」

　デヴィッドの疑念はもっともで、そもそもＧＧＯで〝捕ほ虜りよを取る〟こと自体がとてもレアなのです。

　なぜなら、その必要がないからです。殺した方が手っ取り早いからです。

　しかもそれを、コンピューターのＡＩが動かしているＮＰＣがやるとは。

「テストだから、色々新しいことをやろうってんじゃない？　古い常識は捨てていこー！」

　ピトフーイがサラリと言い返して、デヴィッドはそれ以上何も言いませんでした。それよりも、仲間達たちと一いつ緒しよに城じよう壁へきにたどり着いて、そこに取りつく方を優先しました。銃じゆうを手に走り続けました。

「でも、レンちゃんは貴重なことを教えてくれたわよん。城の中央に戻もどってきた敵は四人だって。それはつまりー？」

「全員城じよう壁へきを捨てて、城を防ぼう御ぎよ陣じんとしたのが確実になったってことだな」

　ボスが答えました。

「せいかーい」

「城門をくぐったら、後は勝手に突とつ入にゆうさせてもらうぞ」

「ご自由に。というか、もう全員自由でいいわよ。グッドラック！」

　ここまで、負傷しながらも生き残ったのは十九人。その先頭は、城まで残り１００メートルほどまで迫せまっています。

　これから城門に取りついて、一いつ斉せいに城内に突とつ入にゆうする予定。南と東西、どの城門を使うかはチーム次し第だいですが、時間を考えれば当然南門でしょう。

　時に、21時52分。

　ゲーム終しゆう了りようまで、残り８分。




「あちゃー、捕ほ虜りよったかー」

　ピトフーイ達たちがレンの話をしているとき、

「むぐぐ！」

　レンは自分の置かれた状じよう況きようが信じられずにいました。

　三つのドアを同時に開けて一気に突とつ入にゆうしてきた敵は、レンが誰だれを撃うつか一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした隙すきにレンを１発撃うちました。右みぎ腕うでを綺き麗れいに射い貫ぬかれて、その腕うでからＰ９０が落ちました。ヒットポイント、四割減。

　そして武器を拾う間もなく、ゴツい腕うでに摑つかまれて、ひょいと、本当に軽く持ち上げられて押おさえつけられました。Ｐ９０とナイフは、当然ですが取り上げられました。

　敵が四人であることを、仲間達たちに伝えられたかは不明です。

　レンを押おさえつけたのは、黒人のロイでした。すぐさま、ナイロン製のバンドでできた手て錠じようをレンの手首に通して、後ろ手で拘こう束そくしました。耳の脇わきを触ふれて、通信アイテムを切られました。

　さらに、口に布を巻かれて猿さる轡ぐつわまでされました。ここまでわずか数秒。流れるような手て際ぎわの良さでした。

「むごごご」

　もう何も言えません。

　レンは、ＮＰＣに捕ほ縛ばくされるという、ＧＧＯ人生で初の経験をしました。それまで見たＧＧＯのＮＰＣは、店で愛あい想そ良よく銃じゆうを売っているおねーさんやおにーさんだったのに。

　後ろ手に縛しばられて、顔が見えるように石の床ゆかに座すわらされた状態で、レンは見える男が誰だれかを探さぐりました。

　四人の敵ＮＰＣの内訳は、ロイの他には、髭ひげ面づらで頭に包帯を巻いているジェイコブ、眼鏡のドク、そして鋭するどい目つきのロックでした。

　ロックは確か対物ライフル使いのスナイパーだったはずですが、今はジェイコブやロイと同じく、アサルト・ライフルのＭ４Ａ１を使っています。

　ＧＭ６リンクスは狙そ撃げきで壊こわされたのでしょうか。または弾たま切ぎれか。どっちにせよ歓かん迎げいすべきことです。最初の恨うらみを、レンは忘れていません。

　ケインは自分が殺して、ウォッカもさっきターニャが相打ちでやっつけたと報告がありました。すると、ハッサンと呼ばれる離り婚こん調停中の男だけが、別の場所にいることになります。

　まず間ま違ちがいなく、南門を見張っているのでしょう。今ならそこは手て薄うすですし、東西や北の門はもっと手て薄うすです。

　それらの情報を仲間に伝えたかったレンですが、その方法はありません。

　この先自分がどうなってしまうか、分かりません。なにせ捕ほ虜りよになった経験など初めてですから。ＧＧＯのチュートリアルでも、捕ほ虜りよになったらどうするかなんて教えてくれませんでしたし。

　そして次の瞬しゆん間かん──、

「なんだコイツは……」

　ＮＰＣが喋しやべりました。

「むが？」

　レンは目を丸くしました。いや、ＮＰＣが喋しやべるのは知っています。店のおねーさんやおにーさんは、色々買って欲ほしくてよく喋しやべります。

　しかし、今のジェイコブのように、目を丸くして口をぽかんと開けて白い歯を見せながら、本気で驚おどろいている様子まで見せるとは、想像もしませんでした。

「分からん」

　ロイが答えました。彼かれもまた、実に人間くさい表情を見せて、レンはＮＰＣの進化に目を見張りました。さすが新型です。よくできています。

　そして同時に気付きました。彼かれ等らの口の動きと、聞いた言葉のタイミングがズレていることに。

　口が動いてからわずかの差で、声が聞こえるのです。零れいコンマ何秒のタイムラグがあるのです。さらに、どう見ても口の動きと言葉の内容も一いつ致ちしません。

　なるほど、翻ほん訳やくか。

　レンは理解しました。ＧＧＯは米国のゲームですので、この新型ＮＰＣ、英語を喋しやべるモーションしか用意されていなかったのです。

　つまり彼かれ等らが『Hello!』と言えば、口はそういう風に動いて、言葉では吹ふき替かえられて『やあ！』、もしくは『こんにちは！』などとレンに聞こえる。

　本当に本当に、よくできているんだなあ。

　レンは、己おのれの置かれた状じよう況きようをひとまず無視して、ゲームの進化に感心しました。

　そのＮＰＣ達たちですが、全身ピンクという格好で戦っているちびっ子のレンを見てどう思ったのか知りませんが、それよりは重要な役割を思い出したようです。

「情報収集は任せる。俺おれ達たちは南の城門を守る」

　そう言ったのはロック。その真しん剣けんな表情は、まるっきり人間のよう。

　別に取られるような情報は持ってないよ。それに、ここは何もないんだけどなあ、確保する意味あるの？

　ＮＰＣのセリフに心のなかでダメ出しをするレンを残して、三人は踵きびすを返かえすと、銃じゆうを手に扉とびらへと戻もどっていきます。

　戻もどり際ぎわに、ロイが振ふり向むいて、

「ジェイク！　あと７分ちょっとでヘリが来る！　頑がん張ばれ！」

　そう言い残していきました。ジェイクはジェイコブの愛あい称しようでしょう。

　レンには時計が見えませんが、おかげで今の時間が分かりました。21時52分と数十秒です。

　ロイが言った〝ヘリが来る〟とは、その時間でゲームオーバーで、レン達たちが全員負けるのと同義です。

　凝こってるＧＧＯのことですから、22時になった瞬しゆん間かん、空から大量のヘリコプターが飛んできて、地上にいる参加プレイヤーを一方的に機き関かん銃じゆうとかミサイルで攻こう撃げきしてドカンドカン吹ふっ飛とばして、皆みな殺ごろしにしてしまう演出でも始まるのでしょう。

「むがごが！」

　させるか！　と叫さけんだつもりですが、言葉になりませんでした。

　代わりに、

「…………」

　髭ひげ男おとこのジェイコブが、自分を見下ろしているのがよく分かりました。

　彼かれまでの距きよ離りは５メートルほど。彼かれの手にはアサルト・ライフルのＭ４Ａ１。ドットサイトやレーザーサイトなど、ゴテゴテとアクセサリーをつけまくった仕様です。その銃じゆう口こうが、自分を睨にらんでいます。

　そうだ！

　レンは思いつきました。

　まだ、自分が活かつ躍やくできる方法が残っていました。これはＧＧＯ。これはゲーム。そして、レンはライフがまだ二つある。

　ならば！

　もう時間はありません。レンは決断しました。

　体のバネをフルに使って、後ろ手に座すわらされた状態から起き上がったのです。そして、敵兵の前に立つと、

　ほら撃うて！

「もがうげ！」

　思いっきり睨にらみつつ、肺活量の限界の大声で叫さけんだのですが、あんまり声は大きくなりませんでした。

　そしてジェイコブが、敵対心剝むき出だしの捕ほ虜りよのレンを、映画の悪役のようにあっさりと無む慈じ悲ひに撃うち殺ころして──、くれると思ったのに、

　アレ？

　してくれませんでした。

「…………」

　ジェイコブは恐おそろしいほどキツイ目をして、Ｍ４Ａ１を肩かたで構えて、そして撃うってくれませんでした。その代わりに、

「座すわれ！」

　そんな鋭するどい命令。英語だと、『Sit down!』とか叫さけんでいるに違ちがいありません。

　いやちょっと待て！　それは困る！

　自分を撃うって欲ほしいと心から願ったのは、またもやＧＧＯ人生で初めてです。そして最後にしたいものです。

　ならば！

　頼たのみを聞いてくれないアホＮＰＣには、実力行使しかありません。

　レンは走り出しました。銃じゆう口こうに向けて。小さな体で体当たりを敢かん行こうします。

　もちろんジェイコブの巨きよ体たいを倒たおせるだなんて、これっぽっちも思っていません。ただ、あの銃じゆうで１発でも撃うたれればいいのです。

　すると、

「はっ！」

　ジェイコブはかなり意表を突つかれて驚おどろいたようですが、すぐにサッと身を躱かわして、レンの突とつ撃げきを闘とう牛ぎゆう士しのように避さけました。

「むご？」

　レンはそのまま数メートル行きすぎて止まって、振ふり向むいて、

「むむむむっむっむご！　むごご！」

　何やってるの！　撃うてよ！

　伝わるわけはないですがそう叫さけんでいました。このＮＰＣ、あくまでも撃うつ気がゼロのようです。

　なんだこいつ！　なんでだ？

　レンの頭の中で、いくつかの可能性が駆かけ巡めぐりました。

　捕ほ虜りよとして情報が欲ほしいから、殺すのは止やめるという判断をしているのか。

　それとも、あの銃じゆうは故障していて実は弾たまが出ないのか。

　頭がいいとはいえ所しよ詮せんはＮＰＣなので、とっさの判断ができずにいるのか。

　あ──、いや、違ちがう！　どれも違ちがう！

　レンは気付きました。

　このＮＰＣ、わたしの意図が分かっているんだ！

　その結論にたどり着いた瞬しゆん間かん、レンは造った人を褒ほめてあげたい気持ちになりました。さっきアホＮＰＣだと勝手に決めつけてゴメンと、ジェイコブに謝あやまりたくなりました。

　そして同時に、そんな奴やつに負けたくないという気持ちが沸わき起おこって、次にやることを一いつ瞬しゆんで決断しました。

「もがあ！」

　レンは走り出しました。ジェイコブに向かって。後ろ手に縛しばられた状態での、出せる最高の速度です。

　ひらり、またも軽く躱かわしたジェイコブでしたが、今度はレンは止まりませんでした。

　走り続けました。

　ジェイコブの向こう、部屋の角の石の壁かべに向けて、最大速度で。

「ぐがああ！」

　どりゃあ！

　そして、頭からそこへと激げき突とつしていきました。
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　第八章　「戦う理由は」







　本日二回目の待機場所に飛ばされたレンは、

「よっしゃあああ！」

　ひとまず、自分が〝死ねた〟ことに感謝しました。誰だれもいない黒い空間で、思わず両手を突つき上あげて吠ほえてしまいました。

　相手が殺してくれないのなら、自殺する──、それも足の力だけで。さすがは脇わき目めも振ふらずに鍛きたえた速度です。初はつ挑ちよう戦せんでしたが、見事に成功しました。

　もちろん、自分からぶつかっていく恐きよう怖ふ心しんが、銃じゆう弾だん飛とび交かう下に飛び出すのとは違ちがった恐おそろしさがありましたが、それで足がすくむことはありませんでした。

　死んで生き返ってピンチから脱だつするなんて、これ以上のゲームらしさはありません。

「あー、ゲームで良かった。リアルでこんなこと絶対にできないよ」

　レンは、とてもとても今さらのことなのですが、誰だれもいない空間で呟つぶやきました。

　その足あし下もとには、

「おお、お前まえ達たちも無事だったか。よしよし」

　取り上げられたピーちゃんとナーちゃんが無事に戻もどっていました。

　今いま頃ごろあの城の中では、ジェイコブが形式上３分間は残るレンの死体を見て、目を丸くしているでしょうか？　それとも、急に興味をなくして、仲間達たちに参加すべく南の城じよう壁へきの守りに回っているでしょうか？

「まあ……、どっちでもいいか」

　ＮＰＣの考えることなんて、レンにはまったく分かりません。彼かれ等らは人間に作られて、人間とは違ちがった考え方で、でも人間らしく見えるように動いているのです。ひょっとしたら人間より賢かしこく。

　それよりも、今も頑がん張ばっているだろうピトフーイ達たちに、敵ＮＰＣの妙みような賢かしこさや、南門の守りが堅かたくなっていると伝えたいのですが、この黒い空間からでは無理です。

　レンが腕うで時ど計けいを見ると、21時54分過ぎ。

　目の前では、復活までのカウントダウンが続いています。秒数が、１５０、１４９、１４８と減っていきます。

　ぐう……、長いっ！

　レンは歯は軋ぎしりしました。

　自分がフィールドに戻もどれるのは、21時57分。その先、プレイ時間の残りは３分。

　問題は、どこにリスポーンできるかです。リスポーン線の円が、どれくらいの大きさなのか。

　城の北西の外れには砲ほう撃げき役になったフカ次じ郎ろうがいるはずですから、そのすぐ近くなら最高です。再び北の城門から突とつ入にゆうして、南側を守っている敵の裏をかけます。

　ただし、もし誰だれか一人でも、プレイヤーがそれより遠くにいたら、そこから戻もどるだけで時間を費ついやすことになるかもしれません。ＳＨＩＮＣのアンナとトーマは、支し援えん狙そ撃げきをしていましたから、城じよう壁へきより数百メートル離はなれた場所にいるかもしれません。

　ぐう……。

　レンは何もできずに、

　１４５、１４４、１４３、１４２──、

　秒数が減っていくのを睨にらんでいました。







「レンちゃん、やるう！」

　仲間が一人ヒットポイントを全損させたのを知ったピトフーイは、タトゥーを刻んだ顔をほころばせていました。こういうときのピトフーイの笑え顔がおは、とても素す直なおで爽さわやかです。

　その前を防ぼう御ぎよ壁へきとなって歩くエムも、

「自決したか。見事だ」

　事情を察してそんな言葉。

「ふっ、アイツは出来るオンナよ……」

　フカ次じ郎ろうが、森の脇わきから言葉を送ってきました。ドヤ顔が想像できます。

　ピトフーイもエムも、そしてＭＭＴＭやＺＥＭＡＬ、Ｔ─ＳとＳＨＩＮＣのみんなも、つまりアンナとトーマ以外の生き残りメンバーは、城じよう壁へきのすぐ近くまで迫せまっていました。

　あれほど遠かった南側の城門が、よく見えています。大きな穴の中に積み上げられた、高さ２メートルほどの瓦が礫れきも。

　後は、この〝狭せまき門〟をどう攻こう略りやくするかが、今南側にいるプレイヤー達たちの課題です。

　残り時間は６分弱。城の中で五人は残っているだろう敵を全ぜん滅めつさせるか、どこにあるか分からない〝毒ガス弾だん頭とう〟を探すか。

　どちらにせよ、城じよう壁へきでまごまごしてはいられません。

　しかしその前に。ピトフーイは大切なことを忘れていませんでした。復活地点は、城から一番遠い生存プレイヤーの距きよ離りです。

「エヴァ。バックアップの二人をなるたけ押おし上あげさせて。レンちゃんの復活を近づけたい」

　まだ通信アイテムが繫つながっているボスへと伝え、

「分かった」

　ボスは承しよう諾だくしました。

　そして、アンナとトーマの二人に迅じん速そくなる前進を指示。

　その際、対戦車ライフルの本体は置いていってもいいと割り切った判断をしました。命令を聞いた二人が、弾だん薬やくだけをストレージにしまって、それぞれのドラグノフを背負って走り出しました。




　南の城門に真っ先にたどり着いたのは、

「ようし！」

　デヴィッドを含ふくむ、ＭＭＴＭのメンバー達たち四人です。

　彼かれ等らは、前に北の城門で酷ひどい目に遭あっているので、決して油断しません。

　門の、向かって右側にデヴィッドとラックス、反対側にサモンとジェイクに分かれて、城じよう壁へきの少し前で一度足を止めました。

「サモン、ミラー！」

「ういっす」

　背の高いサモンがストレージから取り出したのは、伸しん縮しゆく可能な金属棒の先に、単行本ほどの大きさの鏡がついた道具です。

　城じよう壁へきに背中をつけて体を安定させ、それをゆっくりと、南門の高い位置に差し出していきます。高さ２メートルの瓦が礫れきの山の上から城内を覗のぞこうという試みですが──、

　ばびゅん、ばきん。

　たった１発だけ飛んできた弾だん丸がんが、鏡を粉々にしました。

「ちっ！」

　デヴィッドの舌打ちも宜むべなるかな。敵の検知能力、射しや撃げき能力の高さは脅きよう威いです。

　重く威い力りよくのある銃じゆう弾だんから予想するに、城に立たて籠こもっているハッサンがＳＣＡＲ─Ｈで狙そ撃げきしたのでしょう。

　城じよう壁へきから城本体までは１００メートル強のはずですが、その距きよ離りならピンポイントで当ててくるのでしょう。鏡でなく顔を出していたら、目を撃うたれて死んでいたところです。

「門の前に立つな！　死ぬぞ！」

　仲間ではありませんが、城じよう壁へきに続々とたどり着きつつあるＴ─ＳやＺＥＭＡＬの面々に、デヴィッドは腕うでを振ふりながら指示しました。彼かれ等らは、慌あわてて左右に分かれます。ピトフーイとエムは、最初からそんなポカはしてませんので問題はありませんでしたが。

「俺おれ達たちが、行きます！」

　そう言って近づいてきたのは、番号００２をつけたエルビンを含ふくめたＴ─Ｓの面々。デヴィッドは、

「頼たのむ！」

　他チームの力を借りるのを、躊ちゆう躇ちよしませんでした。

　彼かれ等らなら、７．６２ミリ弾だんで撃うたれても即そく死しがありません。この瓦が礫れきの上に立てて、または乗のり越こえて、城へ銃じゆう撃げきが可能。

　そして相手が少しでも頭を下げれば、一気に突とつ破ぱできるはず。

　もしくは──、

　瓦が礫れきの山に身を隠かくすように、匍ほ匐ふく前進で城門前へと出て行くＴ─Ｓを見ながら、

「…………」

　デヴィッドは無言で、反対側にいるサモン達たちにハンドサインを送りました。左手を一度開いて、それから城に向けて四本の指を差しました。サモン達たちが、頷うなずきました。

　その意味は──、

　Ｔ─Ｓが地じ雷らいで吹ふっ飛とばされたら、俺おれ達たちが突とつ入にゆうする。つまり、Ｔ─Ｓを露つゆ払はらいに使おうという考え。

　城じよう壁へき左手前、30メートルほどの位置でしゃがんでいたピトフーイは、デヴィッドの手を見て、

「…………」

　何も言いませんでした。

　Ｔ─Ｓの六人が、城門瓦が礫れき前で準備を終えて、

「そらっ！」

　００１の指示の下、一いつ斉せいに立ち上がりました。そして瓦が礫れきの山を登っていきます。

　彼かれ等らの頭が少しだけ出た瞬しゆん間かんに、

　びゅん！　がきん！

　銃じゆう弾だんが飛んできて、ヘルメットに跳はねて火花を散らしました。

「ぐっ！」

　頭を揺ゆらされた００１ですが、お構いなく瓦が礫れきを登り、銃じゆうを出せるところで発はつ砲ぽうを開始しました。他の五人もそれに倣ならって、一いつ斉せい射しや撃げきです。

　周囲が急に騒さわがしくなりました。城内からの四人による容よう赦しやのない攻こう撃げきと、城門内からの反はん撃げきと。

　Ｔ─Ｓに当たって跳はねた弾だん丸がんが、城門の側そく壁へきに当たってもう一度跳はねて、

　びしっ！

「うおっ！」

　鋭するどい角度でジェイクの足あし下もとにまで飛んできて、土を爆はぜさせました。

　さすがは防ぼう御ぎよ力りよくだけは最高のＴ─Ｓ。体中を何十発も撃うたれて殴なぐられるような衝しよう撃げきを食らいながらも、

「ぐっ！」

「どりゃあ！」

　時々バランスを崩くずしながらも、瓦が礫れきの山の頂上を乗のり越こえて、とうとう下り始めました。

　何人かのメンバーは、銃じゆうに被ひ弾だんして破損して、撃うてなくなりました。その場に愛あい銃じゆうを投げ捨て、構うことなく進みます。利きき腕うでの反対側につけた楯たてを目の前に掲かかげて、半身で構えながら。

　城門の斜ななめ後ろ、10メートルほど離はなれた場所で見ていたＺＥＭＡＬのトムトムが、

「あれすげーな」

　全身で火花を散らしながらも前進する六人を見て、素す直なおに感心しました。

　Ｍ６０Ｅ３の銃じゆう口こうを上に向け、城じよう壁へきの櫓やぐらを念のために警けい戒かいしていたシノハラも、

「欲ほしいけど、重量オーバーだなあ」

　素す直なおな感想を漏もらしました。マシンガンを持って大量の弾だん薬やくを持って、あのプロテクターはたぶん無理でしょう。重量ペナルティで、亀かめのようにしか進めなくなります。

「マシンガン止やめるか？」

「死ねというのか？」

　こういう連中です。

　雨あめ霰あられと降り注ぐ銃じゆう弾だんを全て撥はね返しながら、とうとうＴ─Ｓの先頭の一人が、城門をくぐり終えて城内に足を踏ふみ入いれました。

　ここには、北の城門と同じく地じ雷らいが仕し掛かけられているはず。

　当然分かっているので、そのための準備も──、いえ、覚かく悟ごもしています。それは、

「俺おれが行く！」

　エルビンが、瓦が礫れきを乗のり越こえた直後に走り出しました。一人だけ突とつ出しゆつして城内を進むことになりますが、それが覚かく悟ご。

　仕し掛かけてある地じ雷らいが炸さく裂れつするのなら、死ぬのは一人だけでいいし、それは自分だけでいい。仲間五人を守るために、犠ぎ牲せいになる作戦です。

　そして、エルビンは星になりました。

　地中での爆ばく発はつがまさに彼かれの足の間で始まり、その圧力が、重い彼かれを空中へと持ち上げて、数メートル放り投げました。そして、石いし畳だたみの上にぐしゃりと落下。

　プロテクターをしていても、これだけの衝しよう撃げきでは中の人間が耐たえられません。エルビンの全身へのダメージ認にん定ていは彼かれのヒットポイントを超こえて、

　ピコン。

【Ｄｅａｄ】のタグが点灯しました。

「今だ！」

　残りの五人が、城内へ広がり出ようとしたときでした。

　円えん筒とう形の物体が、飛んできました。

　先せん端たんがペットボトルのようになだらかに尖とがっていて、後部にはさらに細い筒つつと矢羽根のような金属板をつけた物体が三つ。

　それは炎ほのおを吹ふき出だしながら噴ふん射しや音おんと共に飛んできて──、

　Ｔ─Ｓに命中しました。

　腹部に直ちよく撃げきを食らった００５は、爆ばく発はつで生じた噴ふん流りゆうがプロテクターと体と、そして背中側のプロテクターまで貫つらぬいて、お腹なかに小さな穴を開けながら即そく死ししました。

　２発目が飛んできて、００４と００６の足あし下もとで爆ばく発はつ。二人は左右に飛ばされて、城門の角に頭や体をぶつけて、首の骨を折って死にました。

「え？」「あ？」

　目の前で仲間をひょいと吹ふき飛とばされた００１と００３は、次の爆ばく発はつで後方に吹ふっ飛とばされて、

「ぎゃふ！」「どひゃー！」

　手足を失いながら城門の外側にまで運ばれて、そこで死にました。

　１発だけなら、地じ雷らいの爆ばく発はつを予想していましたが、その後の三連続爆ばく発はつと、バラバラ死体になって吹ふっ飛とばされてきた男達たちに、

「なっ！」

「おわっ！」

　まさに犠ぎ牲せいを利用して突とつ撃げきをしようとしていたデヴィッドや、ＭＭＴＭのメンバーは驚きよう愕がくしました。

　その目の前を、

　しゅばああああああー！

　炎ほのおを吹ふき出だしながら、猛もう烈れつな速さで筒つつ状じようの物体が通り過ぎて行きます。

　本当に一いつ瞬しゆんの光景ですが、それはデヴィッドの目に焼きつきました。

「ＲＰＧっ！」

　デヴィッドが叫さけびながら視線を左に振ふると、そのロケット弾だんは、今も本体の尾び部ぶから火を噴ふきながら、つまり加速を続けながら遠くへと飛びつづけました。その噴ふん射しや音おんが、ドップラー効果で低くなりながら聞こえます。

　ロケットの吹ふき出だす火をゆっくりと回転させながら、そして本体末まつ端たんを光らせながら弾だん頭とうは飛び続け、そして５００メートルほど離はなれた空中でいきなり爆ばく発はつしました。




　そのとき、爆ばく発はつの20メートルほど脇わきを走っていたアンナとトーマが、

「ぶひゃあ！」「きゃ！」

　爆ばく圧あつと破は片へんを横から食らって、豪ごう快かいに転びました。ヒットポイントを四割ほど持っていかれるダメージ認にん定ていを食らいました。

　転んで空を見たアンナが、目を回しながら呟つぶやくのです。

「な、なにー……？」




「ＲＰＧだ！　次が来るぞ！」

　デヴィッドが叫さけびつつ、身を翻ひるがえして城門脇わきから逃にげ始めました。後にいたラックスが、そして反対側にいたサモンとジェイクが、脇わき目めも振ふらず遁とん走そうを始めます。

　ボスもまた、城門内の惨さん状じようを目にして、デヴィッドの叫さけびを聞いて、素す早ばやく逃にげ始めました。ローザとソフィーも、ほぼ同時に動き出していました。

「なにー？　どしたー？」

「ＲＰＧってなんだ？」

「いや、このゲームがそうだろ？」

「だよな。今さらどーした？」

　爆ばく発はつで驚おどろきつつも怯ひるまなかったのはＺＥＭＡＬの皆みなさん四人で、ＭＭＴＭに続いて突とつ撃げきでもしましょうかとワラワラと城門脇わきに集まってきている最中で──、

　次の瞬しゆん間かん、城門から瓦が礫れきが吹ふき出だしました。

　瓦が礫れきを飛ばす武器はないので、これは爆ばく発はつによるものです。積み上げられた瓦が礫れきの向こう側で何か爆ばく発はつが起きて、その衝しよう撃げきが瓦が礫れきを外側に吹ふっ飛とばしたのです。

「え？」

　爆ばく音おんと瓦が礫れきに驚おどろいて足が止まったＺＥＭＡＬの目の前に、新たに飛んできた細い筒つつ状じようの弾たまが２発着ちやく弾だんしました。

　速すぎて見ることはできなかったでしょうが、それは爆ばく発はつして、四方八方に細かな粒つぶをばらまいて、

「え？」

　ＺＥＭＡＬの四人を全員戦死させました。




　城じよう壁へきから50メートルほど離はなれた場所で、エムの後に身を隠かくしながら、

「いやー、おっかない！　あれは、《ＲＰＧ─７》ね！」

　ピトフーイはとても楽しそうでした。

　ＲＰＧ─７。ロールプレイングゲームと頭かしら文も字じが同じですが、まったくの別モノです。旧ソビエトが開発した、〝携けい帯たい式しき対たい戦せん車しや榴りゆう弾だん発はつ射しや器き〟のこと。

　簡単に言えば、対戦車兵器。

　砲ほう身しんとなる筒つつの先せん端たんに差さし込こんだロケット弾だん頭とうを、まずは大たい砲ほうのように火薬で撃うち出して、そのロケット弾だんは空中で点火。加速しながら突つき進すすみ、何かに当たったら弾だん頭とうが爆ばく発はつします。

　この発射筒とうは使い捨てではなく、弾だん頭とうを差さし込こめば何回でも使えます。

　個人で持てる兵器としては、おそらくは最大級の火力を発揮するシロモノでしょう。

　安価で使いやすくて威い力りよくが高く、当たり所によってはどんな戦車も１発で行動不可能にできるという、実に厄やつ介かいな相手です。

　もちろん弱点もあります。まずは、ロケット弾だんが風に流されて遠えん距きよ離りで当てるのが難しいこと。そして、発射の際の後方噴ふん射しやが激しくて、敵に見つかりやすいこと。

　攻こう撃げきする相手は、戦車でなくても構いません。普ふ通つうの装そう甲こう車しやでも、ヘリコプターでも、今みたいに、人員でも。

　ロケット弾だんにも種類がたくさんあるので、用よう途とに応じて撃うち分けられるという特とく徴ちようがあります。

　Ｔ─Ｓの一人のお腹なかに穴を開けたのは、対たい戦せん車しや榴りゆう弾だん。分厚い装そう甲こうを爆ばく発はつの噴ふん流りゆうで突つき破やぶるタイプ。

　後から放たれたのは、普ふ通つうの榴りゆう弾だんで爆ばく発はつ威い力りよくが特に大きなもの。

　最後に爆ばく発はつしたのは、対人殺傷をメインにした対たい人じん榴りゆう弾だん。これにはロケットはなく、単に砲ほう弾だんとして撃うち出されて爆ばく発はつします。

　ＲＰＧ─７、またはこれに類する携けい行こう式ロケットランチャーの類たぐいは──、

　対人戦せん闘とうに使われるとやたらに強力すぎるのでＧＧＯでは実装されておらず、今後もないだろうと思われていましたが、いよいよ姿を現したようです。

「うーん、アレ欲ほしい！　撃うちたい！」

　子供のように目を輝かがやかせるピトフーイとは対照的に、エムは努めて冷静に、

「今回だけかもしれないぞ？」

　そんなことを言いました。

「じゃあ、奪うばってやりたい！」




「くそったれ！」

　爆ばく発はつの効果範はん囲いから逃にげたデヴィッドが、振ふり返かえりつつ悪態をつきました。

　数十秒前に何が起きたかは、これで分かりました。

　Ｔ─Ｓの面々が決死の突とつ撃げきをかけて、誰だれかが地じ雷らいの被ひ害がいを受け持つために先行して死んで、よしここがチャンスだと思った瞬しゆん間かんに、敵ＮＰＣからＲＰＧ─７を連続してぶっ放されたのです。

　相手は、銃じゆう弾だんの効かないＴ─Ｓに城門を突とつ破ぱされることを完全に予期していて、そして地じ雷らいを作動させても仕留めきれない場合に備えていたのです。

　恐おそらく、射しや撃げき準備をしてあったＲＰＧ─７を目の前にずらりと並べていたのでしょう。本当に、頭のいいＮＰＣ達たちです。

　もはや、あの城門は近づくだけでロケット弾だんが飛んでくるようになりました。まるで、地じ獄ごくへの入口です。

　先ほどまでよりも状じよう況きようは悪化して、しかも攻せめるための人員はガクンと減ってしまいました。

　今、南の城門の前で生きているのは、城じよう壁へきにたどり着いてしゃがんだエムとピトフーイ。

　難を逃のがれたデヴィッド達たち四人と、

「間に合ったあ！」

「良かったあ！」

　そこにほぼ同時に戻もどってきたケンタとボルドの、ＭＭＴＭの六人。

「なんだよー、みんなひでーな！」

　同じくやっと戻もどってきた、と思ったら仲間達たちは壊かい滅めつしていた、ＺＥＭＡＬのピーター。

　そしてＳＨＩＮＣの、まだ３００メートルほどと遠い場所を走っているトーマとアンナを除く三人です。

　このとき、21時56分。




「ピトフーイ、これは予想していたか？」

　デヴィッドから、恨うらみ節半分、皮肉半分の言葉が飛んで、

「まさかー！　誰だれがＲＰＧなんてあるって思う？」

「クソっ！　どうするよ？」

「私さ、思ったんだけどさー……」

「なんだ。勿もつ体たい振ぶるな言え！」

「このテストプレイ、私わたし達たち参加プレイヤーを勝たせる気、最初からないんじゃないかな？」

「かもな！　ひでえゲームバランスだ！」

　デヴィッドの声には、明らかに怒いかりの感情が乗っていました。そして、

「じゃあ降参するか？」

　答えが分かっている質問をしました。

「まっさかー。でも厄やつ介かいね。Ｔ─Ｓとマシンガン君たちの復活は、間に合わないでしょう」

　21時59分頃ごろに彼かれ等らは戻もどってこられるでしょうが、さすがにまた戦力としてアテにするのは、無理でしょう。

「だろうな。すぐに西門と東門に分かれて突とつ入にゆうするか？」

「それも考えたけど、地じ雷らいとＲＰＧで防がれたらもうお手上げでしょう。ただでさえずっと人数少ないのに」

　ここで、通信アイテムが繫つながっているボスが会話に参加します。

「誰だれか一人でも二人でも、チームから特とつ攻こう覚かく悟ごで出すか？」

　ピトフーイもデヴィッドも、その意図は瞬しゆん時じに汲くみました。

　つまり、ＲＰＧ─７で爆ばく死しするか銃じゆう弾だんに射い貫ぬかれて死ぬための人員。しかし、デヴィッドは頭を振ふりました。

「無理だ……。銃じゆう弾だんならともかく、ロケット弾だん相手に楯たてもクソもあるか。それに、それが成功したとしても──」

　最初に突つっ込こんだ一波がＲＰＧ─７の被ひ害がいを受け持ち、次が銃じゆう弾だんを食らい、そして次が城内に突とつ入にゆう。

　成功したとしても、水がない池を塹ざん壕ごうのように使いながらも、１００メートルの距きよ離りを詰つめなくてはならなくて、

「だめだ！　手数がまったく足りない」

　怒おこっていても、デヴィッドの頭は冷静でした。将しよう棋ぎやチェスのように、味方の死亡を計算に入れながら作戦を考えます。

　そして、

「金きん髪ぱつのグレネーダーはどうだ？」

「フカちゃん？　城は撃うてるけど、中にいる連中には効かないでしょうね」

「スモークとか、プラズマ・グレネード弾だんとかは？」

「ない。高いのよ？　私みたいな貧びん乏ぼう人にんがそうそう準備できると思って？」

「それは、笑えばいいのか？」

　打つ手ナシかと、全員が思ったそのとき、

「ピトフーイ。出すべきだ」

　エムの声が、今は静かになっている戦場で響ひびきました。

　ピトフーイは、振ふり向むいたエムの顔を見下ろして、

「えーっ！　ヤダ！　ヤダ！」

　子供みたいな反論を──、否定をしました。エムが、表情を変えずに続けます。

「このままだと、負けるぞ？」

「もうすぐレンちゃんがスポーンと復活して、北門から突つっ込こんでくれるわよ！」

「成功しても、殺やれるのはいいところ一人か二人だ。五人全ぜん滅めつは難しい。どっちにせよ負けだ」

「でもでも、ほら、みんな見てるしー」

「なんのために、高い金を出して買ったんだ？　どのみち、買うところを見られているのだから、すぐにバレるさ。または、もうグロッケンでは知られている」

「ぐう……」

　こんな会話をすれば、ピトフーイが〝何かを持っている〟ことは誰だれにだって分かります。

　そして、彼かの女じよが今回は、かつてないほど軽量装備だということも、その裏付けになります。

　生き残りの全員が、ピトフーイにじっとりとした視線を向けていて、

「ああもう、分かった分かった！」

　ピトフーイは、叫さけびながら目の前にあるエムの顔をとりあえず一度蹴けり飛ばしました。

「あうっ！」

　エムが倒たおれている間に、ピトフーイはサッと左手を振ふって、

「しゃーない！　かますかあ！」

　ストレージに入っていた武器の実体化を命じました。




　21時57分。

「戻もどった！　よっし森の中！」

　レンが森の中に戻もどったとき、

「おう。レン・ザ・サード」

　すぐ目の前にはフカ次じ郎ろうがいました。

　森の終わる場所で、グレネード・ランチャーを左右に置いて、両足を前に出して座すわっていました。ヒマそうでした。

「なんだ三人目、少し縮んだか？」

「かもね。戦せん況きようは？」

「よくねーな。南門は、なんかすごい敵の火力で、ちっとも入れないんだと」

「じゃあわたしが北門から！」

　レンが駆かけ出だそうとしたとき、ピトフーイからの声が届きます。

「それはいいけど、ちょっと待って。南門で騒さわぎを起こすから、それに合わせて」

「ピトさんご無事で。分かった！　けど、〝騒さわぎ〟って何？」

　レンが首を傾かしげると、ピトフーイは、

「説明はパス。でも、音で分かる」




　ピトフーイがレンに答えたとき、それの実体化が終わりました。

　光の粒りゆう子しが形を作り、ピトフーイの目の前に、ストレージに隠かくし持もっていた武器が一つ現れて、

「……てめえ」

　デヴィッドが、猛もう烈れつに睨にらみました。

「なんとまあ！」

　ボスが、

「うほうっ！」

　ソフィーが歓かん喜きの声を上げて、

「なんだ、マシンガンじゃないのか」

　ピーターはつまらなそうに呟つぶやきました。

　ピトフーイの手に、金属製の筒つつが収まりました。

　それは、長い筒つつでした。全長１．６メートル、直径にして７センチほど。その筒つつに、グリップと引き金、そして肩かたに乗せるための簡単な部品がついています。

　足あし下もとに、箱に入って現れたのは、直径６センチ、長さ数十センチの筒つつ。先せん端たんが膨ふくらんでいて、後部が細くて、お尻しりには金属製の羽根が折りたたまれている物体。それは、先ほど目の前を飛んでいったものと、よく似ている物体。

「《Ｍ９Ａ１》バズーカ……」

　デヴィッドが声を漏もらしました。より、睨にらむ目つきが鋭するどくなったようです。

　ピトフーイが実体化した、そして買ったばかりの、今回初お披ひ露ろ目めの武器──、それがこれ、バズーカでした。

　直径６センチのロケット式対戦車武器。砲ほうではなく、筒つつは単なる発射機で、引き金を引くとロケットだけが飛んでいきます。

　Ｍ９Ａ１は第二次世界大戦中に米軍が開発して使ったもので、Ｍ１と呼ばれる最初期のバズーカの改良型です。

　その後、対戦車兵器は使い捨ての小型ランチャーになったり、先ほどのＲＰＧ─７のようになったりして、〝バズーカ〟と呼ばれるものはなくなりました。

　しかし、名前だけは残って、一いつ般ぱんに知られています。大型で肩かたに載のせて構える大たい砲ほうを、バズーカと一いつ緒しよくたにされることもあります。

　このバズーカ、武器としてはかなり古いものになります。しかし、その威い力りよくは銃じゆうとは桁けた外はずれで、これまた敵に使われると厄やつ介かいな代しろ物もの。古ければ弱いわけではないのは、同じく第二次世界大戦中の対戦車ライフルが活かつ躍やくしていることで分かります。

　デヴィッドが、

「んなもん、持もち込こんでいやがったのか……」

　苦々しい顔を隠かくしませんでした。

「いやあ、ＳＪじゃ使わないわよ。ロケット弾だん含ふくめて、重すぎるのよね。今回さ、拠きよ点てん攻こう略りやくって言うから、射しや撃げき練習代わりにバコバコ撃うちたくてね」

「だったらもっと早く出せ！　お前……、みんなに隠かくそうとしていただろ？」

「うん」

「…………。どうせまた、えげつない大金ぶち込こんだんだろ？」

「別の世界で汗あせ水みず垂らして、自分で稼かせいだ金よん？」

「けっ！　ブルジョワめ」

　ここで、

「二人とも後にしろ」

　ボスが割って入りました。そして、

「ピトフーイ。いいからぶちかましてくれ。それならなんとかなる」

　期待を込こめて言いました。

「オッケー。でも、絶対に援えん護ごが必要よ？　言っている意味、分かる？」

　ピトフーイが、リアルでは７キログラムはある長い筒つつを、ひょいと肩かたに載のせながら言いました。

　もちろん全員が分かります。

　ピトフーイがバズーカを出して狙ねらって撃うつ数秒の間、敵からの精密な銃じゆう撃げきを引き受ける囮おとり役が──、まず間ま違ちがいなく死ぬ役目の誰だれかが必要だということが。

　３秒ほどの静せい寂じやくののち、

「なんだよ、じゃあ俺おれだなあ」

　ＺＥＭＡＬの生き残りの一人、ピーターが言いました。

　そのとき、21時58分。




　レンは、森の外れの木の後で、ひたすら突とつ撃げきのタイミングを待っていました。

　エムから指示があれば、全速で北の城門を突とつ破ぱするために。

　フカ次じ郎ろうもその近くで、ピトフーイの号令を待っていました。

　エムからの指示があれば、レンをサポートするために、城の北側にグレネードをありったけぶち込こむために。

　そして二人とも、南門で何が行われているか、分かりませんでした。




　21時58分30秒。

　ゲーム時間、残り１分30秒。もしくは、90秒。

　そのとき南門では、武器を全てストレージにしまって身一つになり、両手を高く掲かかげたピーターが、

「撃うつなあ！」

　そう叫さけびながら、城門へと飛び出しました。ＲＰＧ─７の攻こう撃げきで、積んであった瓦が礫れきがほとんど吹ふっ飛とばされています。すぐに城からは丸見えになります。

　しかし、その瞬しゆん間かんに銃じゆう撃げきはありませんでした。城へと駆かけ寄よっても、

「なるほど」

　ボスが感心して呟つぶやきました。

　彼かれを含ふくめたＺＥＭＡＬ、１時間ほど前に〝敵でない〟とプラカードを抱かかえて城へと近づけています。その印象が残っていれば、相手が発はつ砲ぽうを、わずかでも躊ちゆう躇ちよするかもしれないとの作戦は、見事に的中しました。

　デヴィッドもまた、

「ＮＰＣのくせに頭が良すぎるぜ」

　呆あきれと感心のない混じった言葉を漏もらしました。

　ピーターは、城門の左ひだり端はしを歩きながら中庭に出る直前まで撃うたれずに進み──、

「あとは任せた！」

　そう言うと、突とつ然ぜん走り始めました。城ではなく、城じよう壁へきに沿って左側に。そして、デヴィッドから借りてきた手しゆ榴りゆう弾だんを、背中に隠かくしていたそれを手に取って、安全ピンを抜ぬくために両手を合わせて──、

　次の瞬しゆん間かんに蜂はちの巣すになりました。さすがに、怪あやしいと認にん定ていされたようです。

　銃じゆう弾だんは彼かれの体に穴を開けまくって、全身を被ひ弾だんエフェクトで真っ赤にしました。即そく死し間ま違ちがいなし。

　同時に、

「よっしゃ！」

　ピトフーイが、城門の脇わきからヒョッコリと顔を出しました。肩かたにバズーカを載のせたまま。

　ずばひゅん！

　ピーターが作ったわずかな隙すきは、ロケット弾だんを放つには十分でした。ピトフーイは撃うつとすぐに体を引ひっ込こめて、その空間を銃じゆう弾だんが飛とび抜ぬけていきました。

　炎ほのおを吐はきながら、弾だん頭とうは１００メートルの距きよ離りを加速しながら移動し、城の側そく壁へきに激げき突とつして爆ばく発はつしました。

　対たい戦せん車しや榴りゆう弾だんの爆ばく発はつは噴ふん流りゆうとなって貫かん通つう力りよくをもたらしますが、今回はそれが城にも伝わって、大きな建物を揺ゆらし、そこにあった岩を砕くだきました。

　破は片へんは残ざん骸がいとなって、城の入口へと降り注ぎます。

　ピトフーイとは反対側、向かって右側の脇わきで鏡を使って見ていたデヴィッドが、

「いける。穴はもう少し下！」

「初めて撃うつんだからそう上手うまくはいかないってのさ。ま、次は当てるわよ」

　会話中、ピトフーイの背後で、エムが次のロケット弾だんを装そう塡てんしていました。筒つつの後から、差さし込こんでいきます。終えたら、ピトフーイの頭をポンと叩たたいて合図。

　デヴィッドが、自ら囮おとりになるために銃じゆうと左半身を出して、

「食らえ！」

　グレネード・ランチャーの引き金に指をかけました。１発ずつしか撃うてないので、ギリギリまで取っていた、彼かれが持つ最大の攻こう撃げき力りよく。

　その瞬しゆん間かん、飛んできた銃じゆう弾だんが左ひだり腕うでを貫つらぬいて、

「ぐっ！」

　ぽん！

　それでも放たれたグレネードは、残念ながら大きく狙ねらいをはずれ、城の上部へ飛んでいきました。

「ナイス！」

　ただ、ピトフーイが次を撃うつための隙すきには十分で、

　しゅばん！

　２発目のロケット弾だんは、言った通り、狙ねらいを外しませんでした。

　ほとんど地面と水平に飛んだロケット弾だんは、城の入口に吸すい込こまれて消え、ワンテンポおいて爆ばく発はつしました。

　城が今まで以上に揺ゆれて、穴から爆ばく炎えんといくつかの瓦が礫れきと──、

　そして、ハッサンの体が、手足と頭がバラバラになりながら吹ふき出でてきました。

　撃うたれるのを覚かく悟ごで見ていたデヴィッドが、その光景をしっかりと見て、

「全員突つっ込こめ！」




　１発目のロケット弾だん攻こう撃げきの爆ばく発はつ音おんを遠くに聞いて、

「合図だぜ」

「じゃ、ちょっと行ってくる」

　コンビニに買い物にでも行くような口調でフカ次じ郎ろうに言い残すと、レンは走り出しました。

　森を出て城じよう壁へきに向かう、まったく同じルートを使う、今日二度目の突とつ撃げきです。城からの攻こう撃げきはありませんでした。

　残り１分の戦いが、始まりました。

　レンが、再び城門の残ざん骸がいを飛とび越こえている途と中ちゆうに、空中にいる間に、２発目が炸さく裂れつする音が聞こえました。




「遅おくれるなっ！」

「おう！」

　城門へと突とつ撃げきしているＭＭＴＭに負けじと、ボス達たちが続きました。対戦車ライフルの運び手のために武器がないソフィーに至っては、ボスから《ストリージ》拳けん銃じゆうを借りてそれを手に。

「あ、ヒドい。私わたし達たちの取る首がなくなっちゃう」

　立派に役目を果たしたバズーカを地面に置きながら、ピトフーイが笑え顔がおでぼやきました。




　このとき、アンナとトーマの二人は、城まであと１００メートルほどの距きよ離りまで迫せまっていましたが、

「あー、ひどいー」

「間に合わなかったー」

　二人してがっくりと頭を垂れました。




　真っ先に突とつ撃げきしたデヴィッドが見たのは、城の外がい壁へきを開けて銃じゆうを出してきた、体格のいい黒人の姿。

　そうか！　そんなところに隠かくれていたか！

　デヴィッドは、心の中で叫さけびました。

　城門前の入口が一つしか見えないのを、先ほどからずっと不思議に思っていましたが、謎なぞが解けました。

　数メートル脇わきに岩と同じ色に塗ぬられた隠かくし扉とびらがあって、そこからバリバリと銃じゆうを撃うってきたわけで、

「このチキンがっ！」

　その場に止まるとＳＴＭ─５５６の銃じゆう口こうを向け、同時にロイの持つＭ４Ａ１の銃じゆう口こうを向けられました。

　デヴィッドは避よけませんでした。

　１００メートルの距きよ離りで同時に発はつ砲ぽうされた弾だん丸がんは、同時に二人の頭に命中して、同時に反対側まで突つき抜ぬけていきました。

　敵の残り、三人。




　デヴィッドが倒たおれていく脇わきを、ＭＭＴＭの残りの五人が、ほぼ一ひと塊かたまりになって突とつ撃げきしています。もはや、死んだリーダーには構いません。残りのメンバーだけで、目指すは城の中。

　ジェイクが走りながら、城の側面にめがけてＨＫ２１マシンガンをバリバリと撃うちかけます。狙ねらいもなければ命中も望んでいない、牽けん制せいのための射しや撃げき。

　その彼かれ等らを、ロックが見下ろしていました。

　城の南西側の側そく壁へき、15メートルほど上にある、たった今開いた大きな穴。

　同じく外がい壁へきそっくりに偽ぎ装そうされた木製の扉とびらが、手前にスッと引かれて、人一人が身を出せるほどの大きな穴が開きました。

　そこから顔を出したのは、スナイパーとして皆みなを苦しめてきたロック。

　その肩かたに載のせられているのは、ＧＭ６リンクスでなく、ＲＰＧ─７。

　その狙ねらいは、彼かれにまだ気付いていないＭＭＴＭの集団に向けられて、引き金に指がかかりました。

　びゅん。

　たった１発の銃じゆう弾だんが飛んできて、ロックの右みぎ肩かたに命中しました。

　命中した直後に爆ばく発はつする、炸さく裂れつ弾だんでした。

　くぐもった爆ばく発はつ音おんと共にロックの右みぎ腕うでが千切れて、右みぎ腕うでが、ＲＰＧ─７を抱かかえたまま下に落ちていきます。

　そして、それが石いし畳だたみに落ちる前に、２発目の弾だん丸がんが死にかけのロックに命中し、上半身を半分吹ふき飛とばし、完全に殺しました。




　銃じゆうから弾はじき出だされた空から薬やつ莢きようが、城じよう壁へきの上を転がっていきます。すぐに１発目のそれに当たって乾かわいた音を立てました。そして、順番にポリゴンの欠片かけらになって、消えていきます。

　西側の城じよう壁へき上で、ボルトアクション式狙そ撃げき銃じゆうの《Ｒ９３タクティカル２》を伏ふせて構えながら、シャーリーは呟つぶやきました。

「ちっ！　アイツがラストじゃなかったか……」
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　その少し脇わきで、やはり伏ふせて、小型だが高性能の双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていたクラレンスは、

「うーん、残念」

　整った顔で呟つぶやくと、南門からワラワラと突とつ入にゆうし続けている別のプレイヤー達たち、つまりはＭＭＴＭやＳＨＩＮＣ、ピトフーイやエムを見ながら言います。

「ちょうどいい、アイツら撃うっちゃえば？　〝カモ〟だらけだぜ？」




　クラレンスと、シャーリー。

　この二人の女性プレイヤーは、このテストプレイに呼ばれ、そして同じチームとして参加していました。昔の仲間には声をかけずに。

　壮そう絶ぜつな殺し合いの末に相打ちとなったＳＪ３のあと、酒場で話して連れん絡らく先さきを交こう換かんして、時々一いつ緒しよにモンスター狩がりをする仲になっていた二人に、参加を断る理由はありませんでした。

　シャーリーの服装は、今まで通りのリアルツリーパターン迷めい彩さいを施ほどこしたジャケット。

　クラレンスもＳＪ２や３と同じ、黒一色の戦せん闘とう服ふくに、装備ベスト。

　しかし、ゲーム開始直後、目にした地図と城を見て、早々に結論を出していました。

　たとえライフが三つあろうとも、たった二人で攻こう略りやくするのは絶対に不可能だ、と。

　だから、森の中に素す早ばやく身を隠かくし、全身に迷めい彩さいを施ほどこして、息を潜ひそめて隠かくれていました。

　ＭＭＴＭがすぐ近くを匍ほ匐ふく前進していくときも、突とつ撃げき準備のためにレン達たちが目の前を通っていったときも、フカ次じ郎ろうがぼんやりと出動を待っていたときも。

「あー、撃うちたい殺したい」

　レンと同じマガジンと弾たまを使う銃じゆう、《ＡＲ─５７》を持ち上げそうになるクラレンスを、

「止やめろ殺すよ？」

　シャーリーは睨にらみつけて抑おさえました。

「前から思ってたけど、君は我が慢まん強づよいなあ。忍にん耐たい力りよくのパラメーターだけを上げているのかな？　シャーリーちゃん」

「そういう仕事をしてるもんでね」

「おう？　リアルの仕事なに？　そのうち教えてくれる約束だったよね？」

「ま、そのうちな」

　そして待つこと、実に１時間半以上。やってきた最初で最後のチャンスを、二人は逃のがしませんでした。

　城の南側での、ピトフーイ達たちの突とつ撃げきから始まった大おお騒さわぎ。

　その隙すきに二人は、森から出て草原を匍ほ匐ふく前進し、北東の城じよう壁へきに取りつきました。もちろん、地じ雷らいが仕し掛かけられている城門は通りません。ＭＭＴＭの全ぜん滅めつは彼かの女じよ達たちも見ていますから。

　その代わりシャーリーが、用意してあったロープとかぎ爪づめを、20メートル上の城じよう壁へきへと引っかけたのです。

　反対側の大おお騒さわぎを余所よそに、二人はロープをよじ登って城じよう壁へきの上にたどり着くと、そこで匍ほ匐ふく前進を始めました。欄らん干かん状の胸きよう壁へきに身を隠かくして、地味極きわまりない行動です。

　ゆっくりと進みながら、

「つまんなーい」

「たいくつー」

「肘ひじいたーい」

「うるさい突つき落おとすぞ」

「もっと派手に暴れたい」

「輝かがやきたい」

「みんなを殺したい」

「うるさい突つき落おとすぞ」

　クラレンスはシャーリーの三倍喋しやべりました。

　そして、反時計回りに半周して、南側の城門が見える位置までたどり着きました。ばこんばこんとロケット弾だんの撃うち合あいをやっている現場をコッソリと見下ろして、クラレンスはにっこり笑え顔がお。

「なんだいありゃ？　まるで戦争だよ」

「ちょうどいい」

　シャーリーは伏ふせたまま、Ｒ９３タクティカル２を再び構えたのです。

　城へと向けると、

「さあ顔を出せ。１発でも、撃うってやる」

「じゃ、俺おれは観測手をしてやろう。〝ありがとう〟は？」

「ありがとう。ヘマったら殺すからな」




　そして、ロックを吹ふっ飛とばしたあと──、

「ちょうどいい、アイツら撃うっちゃえば？　〝カモ〟だらけだぜ？」

　クラレンスの言葉に、シャーリーはＲ９３タクティカル２の安全装置をかけました。

　そして、隣となりにいる女に向けて、

「私はディア・ハンターだ。〝鴨かも〟は撃うたない」

　笑いも怒おこりもせずに言いました。







　レンが、今日二度目の、キノコでも踏ふみつぶして倒たおせそうな大ジャンプを終えて城内に侵しん入にゆうしたとき──、

　南側からは派手な連射の音が聞こえていました。

　目の前には城があり、反対側では戦せん闘とうの煙けむりが見えていました。

　そして１００メートルほど正面には、先ほどケインを屠ほふった入口があって、まさにそこから、二人の男が出てくるところでした。

　一人は、眼鏡の男。ドク。

　一人は、さっきレンを殺してくれなかった男。ジェイコブ。

　二人の手に、銃じゆうは握にぎられていませんでした。それぞれのアサルト・ライフルは、スリングで肩かたにかかっています。

　手に握にぎられていたのは、二人が同時に持っていたのは、長さが１メートルほど、縦横50センチほどの木箱。

　取っ手のついている端はしをそれぞれ両手で持って、やたらに重そうなそれを、城の外へと運び出そうとしているのです。

　レンがどんなにアホでもバカでも、それが何かは分かります。今回の目的、〝毒ガス弾だん頭とう〟です。あの二人が、南側に攻せめ入いった相手から遠ざけるために、こちらに運んできたのです。

　このチャンスを、逃のがすレンではありませんでした。

「させるかあっ！」

　レンは叫さけびながら、そして走ったまま、自分に向けて突つっ込こんでくるピンク色のちびっ子を見て驚おどろいている二人へ、Ｐ９０という牙きばを向けました。

　ドクとジェイコブ、どちらを撃うつか一いつ瞬しゆんだけ迷いましたが、眼鏡が一いつ瞬しゆんだけ光の反射で光った気がしたので、ただそれだけで、向かって右にいるドクにしました。

　走りながら腰こしに構え、視界の中に現れたバレット・サークルを彼かれに重ねて、遠えん慮りよなく引き金を引き切りました。

　ば─────っと吠ほえたＰ９０は、ドクの体に20個ほどの穴を開けました。

　体中が被ひ弾だんエフェクトで光るドクと、慌あわてて背中のＭ４Ａ１を手にしようとしたジェイコブが同時に手を放し、木箱は石いし畳だたみの床ゆかに落ちて割れました。中から、砲ほう弾だんのようなものが転がりでるのが見えました。

　その間に、ジェイコブの手がＭ４Ａ１を摑つかんで、腰こしに構えてレンに向けて──、

　二人は同時に撃うちました。

　レンの撃うった５発は、ジェイコブの銃じゆうとスリングに当たって、それを彼かれの手からもぎ取りました。３メートルほど向こうへと放り出しました。

　そしてジェイコブの撃うった弾たまは、レンのＰ９０の上部、マガジンに当たっていました。プラスチック製のマガジンに穴が開いて、もっと撃うてるはずだった弾たまが全て、空中に飛び出しました。

「くっ！」

　レンは走るのを止めませんでした。スリングから身を抜ぬくようにしてＰ９０を放り出して、ジェイコブに向けて、残り30メートルほどを突とつ撃げきしました。

　あのとき自分を殺してくれなかったＮＰＣの男が、今度は殺す気満々で、右みぎ腰こしから拳けん銃じゆうを抜ぬくのが見えました。

　間に合え！

　レンは腰こしの後ろから黒いコンバットナイフを抜ぬいて、ジェイコブの持ち上げる銃じゆう口こうへと迫せまっていき、

　ばんっ！

　彼かれが１発撃うったとき、空中へと跳とんでいました。弾だん丸がんは、レンがいたはずの石いし畳だたみで跳はねました。

　完かん璧ぺきな着地点でした。レンは両足からジェイコブの胸へと激げき突とつしていき、その勢いは巨きよ体たいを押おし倒たおすのに十分で、

「がっ！」

　背中から落ちたジェイコブを乗のり越こえて、レンは前方回転を３回決めると、城じよう壁へきに手をつきながら立ち上がりました。

　振ふり返かえりながら近づき飛びかかって、倒たおれている相手、その首筋にナイフを突つき立たてて──、

　ぐるん。

　巨きよ体たいに似合わない動きで回転したジェイコブを掠かすめて、刃はは石いし畳だたみで乾かわいた音を立てました。

　レンが顔を上げたとき、そこには起き上がったジェイコブの巨きよ体たいと、右手に握にぎられた４５口径の拳けん銃じゆうの大きな銃じゆう口こうがあって、

「くっ！」

　それがあまりにも近いので、避さけるとかそういうことを考えずに、レンは即そく座ざに刺さしていました。

　右手で逆に握にぎって左手を添そえたナイフ、その切っ先が、11ミリほどの穴の中にガチリと差さし込こまれ、

「っ！」

　ジェイコブとレンの体が、お互たがいの武器越ごしに、繫つながりました。

　とっさにやったレンですが、

　えっと、これ、どうなるんだろ……？

　銃じゆう口こうにナイフが刺ささった状態で拳けん銃じゆうが撃うてるのか否いなか、分かっていませんでした。そんなことは、教わっていませんでした。

　ひょっとしたら、弾だん丸がんの圧力はナイフなど容易たやすく吹ふき飛とばすのかもしれません。レンの指もへし折られるのかもしれません。

　しかし、そのまま撃うたれて頭に穴を開けられるよりはマシです。

　そして、ジェイコブは撃うちませんでした。髭ひげと包帯で挟はさまれた顔で、レンを見下ろしていました。その顔に浮うかぶのは、素す直なおに考えれば、恐きよう怖ふ。

「なぜだ……？」

　突とつ然ぜん口を開きました。再びの、英語から日本語に翻ほん訳やくされるタイムラグのある発声。

「お前まえ達たちは、なぜ……、戦う？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、レンの頭が一いつ瞬しゆん止まりそうになりました。

　なんでゲームの最中に、そんなことを聞いてくるのか。新型ＮＰＣの考えることは、まったく分かりません。

　でも、聞かれたことには素す直なおに答えたくなってしまうのが、人間です。まさかそれが狙ねらいでしょうか。だとしたら、新型ＮＰＣ恐おそるべし。

　レンの頭が高速で回転して──、

〝そういうゲームだから〟とか、〝お前が最後の敵だから〟とか、〝時間がないから〟とか、当たり前過ぎる答えが真っ先にスパスパと浮うかんできました。

　しかし、どれもこれもたった一言で答えるには相応ふさわしくないと、レンは結論づけました。答えようとする口の動きを、脳の働きが抑おさえました。

　そして──、

　なぜ自分は今日もＧＧＯを遊んでいるのか。

　ここで求めているのは何か。

　ヴァーチャルな生き死にの勝負を続ける理由はなんなのか。

　たった一つのシンプルな答えを見つけ出しました。

　一番相応ふさわしい返答。

　レンは、それを言葉にするのです。

「楽しいからだよっ！」

　チビの女の子が、満面の笑えみで言った言葉が、ＮＰＣにどう聞こえたのかは分かりません。

　レンは体を左回転させながら、銃じゆう口こうからナイフを抜ぬきました。

　撃うたれるかと思いました。それを覚かく悟ごしていました。相打ち上等だと。

　レンの視界が再びジェイコブの顔を捉とらえたとき、彼かれの口はだらりと垂れ下がり、目は力なく見開かれていました。

　拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうはレンを追つい尾びせず、何もない空間に向けられていて、そして火を噴ふきませんでした。

　スイッチが切れたような男の首筋を、ナイフのエッジが高速で走はしり抜ぬけていきました。




「がふっ！」

　ジェイコブの悲鳴を聞いて、

「浅かった！」

　レンは己おのれの不覚をとりました。

　相手が声を上げたということは、まだ生きているということ。一いち撃げきで致ち命めい傷しようにはなっていません。
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　ジェイコブの巨きよ体たいが膝ひざを落とし、左手が切られた首筋を押おさえています。

　もう一いち撃げき、トドメの一いち撃げきを食らわせるために、レンは右手の端はしに左手を添そえました。

　目の高さが同じになった彼かれが、最後に、

「これは、違ちがう……。もう、続けたくない……」

　とてもＮＰＣらしくないことを呟つぶやいたのです。

　そんなわけいくか。

「No!」

　レンは英語で答えると、つーっと涙なみだを流す彼かれの左目に、深々とナイフを突つき刺さしました。

　今度は、刃はが全て突つき刺ささりました。
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　最終章Ⅰ　「いくさがおわって」







　ぴろりろりん！　ぱんぱかぱーん！

　雰ふん囲い気きぶちこわしのファンファーレと共に、空中に文字が躍おどり出ました。

【CONGRATULATIONS!! WINNER LPFM! CLEAR TIME 01:59:57!】

　ＳＪで二回見た、おめでとうの空中文字。

　そしてクリアタイムも出ましたが、なんと残り３秒でした。突とつ撃げきしてからは時計を見るヒマのなかったレンが、

「はーっ……」

　あまりのギリギリさに、長く息を吐はきました。

　レンが足あし下もとを見ると、目からナイフを生やした髭ひげの男が、【Ｄｅａｄ】のタグと共に事切れていました。

「あなた、強かったよ。本当は、造った人を褒ほめるべきなんだろうけど……」

　レンはナイフを摑つかむと、

「これは返してね」

　それを抜ぬこうとして、なかなか抜ぬけなくて──、

　うんとこしょ、どっこいしょ。それでもナイフは抜ぬけません。

　そりゃ！

　頑がん張ばって腰こしから踏ふん張ばって引っ張り、最後は抜ぬけて、レンは後ろにひっくり返りました。

　リアルだったら眼球がくっついて出てくるかもしれませんでしたが、ここはＧＧＯ。ナイフは新品のような綺き麗れいさでした。

　レンが放り出したＰ９０も拾っていると、

「やったのね、レンちゃん」

　ピトフーイからの声が耳に届きました。

「やったよ！　今どこ？」

「みんなで南門前。来て来て。フカちゃんも」

「〝毒ガス弾だん頭とう〟が近くに転がってるんだけど？」

「そんなん、ドーでもいいわよ」

「ま、そりゃそうか」

「なんなら炸さく裂れつさせちゃいなさい」

「いや、それはひどい。今行くね」

　レンは走り出しました。

　二つの〝死体〟と弾だん頭とうを残して。




　テストプレイは終しゆう了りようしましたが、しばらくはこのフィールドにいられるようです。

　レンの視界の脇わきに、〝グロッケンに戻もどりますか？〟の選せん択たく肢しが出ていますが、〝Yes〟を押おさない限りは。

　ただし武器はロックされるようで、Ｐ９０を握にぎったらその表示が目の前に出ました。レンはナイフと一いつ緒しよにストレージにしまって、手ぶらで歩き出しました。

　すっかり安全な場になった中庭を、じっくり見る余よ裕ゆうがなかった景色を楽しみながら行くと、城の脇わきにロックの死体が転がっていました。その右みぎ腕うでに、でっかい筒つつ型がたの武器を握にぎったまま。

　そして見えてきた、一いつ緒しよに戦った〝仲間〟達たち。

　ピトフーイとエム、ＭＭＴＭの六人、ＳＨＩＮＣの六人、ＺＥＭＡＬの五人。そして、Ｔ─Ｓの六人。

　終しゆう了りよう３分以内に死んだキャラクターも、三回死んだ人も、戻もどってこられたようです。あのとき集まってピトフーイの作戦に参加した全員が、揃そろっていました。

　お互たがいに、勝利を祝い健けん闘とうをたたえ合っているのか、和なごやかに談だん笑しよう中です。パーティー会場のような雰ふん囲い気きでした。

「おっと！　殊しゆ勲くん者しやのご帰き還かんよ！　最後に二人を仕留めてくれた！」

　通信アイテムを切っていたピトフーイがレンを手招きして、それで気付いた全員が、視線を向けて出で迎むかえてくれました。

「やったね！」

「おめでとう！」

「さすがです！」

　ターニャ、アンナ、トーマと、ＳＨＩＮＣの面々は、口々にお祝いの言葉を投げかけてくれました。

　でかいお下げの女は、レンを優やさしげに見下ろすと、

「ま、勝負はまた今度な。おめでとう」

　次回の対決を約束して、祝ってくれました。

「ありがとう。うん、また今度ね。次のＳＪがあれば、そこで。なかったら、どっかのフィールドで」

　レンはしっかりと答えました。

　きらりーん、とピトフーイの目が光りましたが、レンには見えなかったようです。

　ＭＭＴＭの男達たちは、悔くやしさ三割、賞賛七割くらいの表情で、その様子を見ていました。デヴィッドが言います。

「よくやってくれた」

「どうも」

「次は本気でやり合いたいな」

「あはは。機会があれば……」

　レンは腰こしが引けていました。次があっても、戦うのはＳＨＩＮＣだけで十分です。

　ＺＥＭＡＬの五人はというと、ソフィーとローザに話しかけられて質問攻ぜめになっていました。あのバックパック型給きゆう弾だんシステムについての話をしているのでしょう。盛り上がっていました。

「はいはーい、おつおつー、かれかれー」

　フカ次じ郎ろうが、武器を全てストレージにしまって、体の前のプレートキャリアに両手を突つっ込こんだまま、散歩帰りのように戻もどってきました。

「いやいや、レンよお疲つかれよ。お主は相変わらず殺さつ戮りく天使よのう。結局三人を倒たおしたのは記録だろ？」

「お疲つかれフカ。まあ、結果的にね」

「またまた奥おくゆかしい。この日本人め。経験値、たんまり入ったんじゃろ？　おう？」

「さあねー」

「少しよこせ」

「どうやって」

　フカ次じ郎ろうがレンに攻せめ寄よっているとき、ピトフーイとエムは一団の輪から少しズレて、城の脇わきにしゃがみ、死体の一つを見ていました。

　デヴィッドと相打ちで死んだ、黒人男性のロイです。頭に被ひ弾だんしましたが、今は元通りになっています。単に動かないだけ。ＮＰＣなので、カウントダウンはついていません。このまま残るようです。

　ピトフーイは、その右みぎ腕うでを持ち上げて、次に左ひだり腕うで。

「何をしてる？」

　さすがに怪け訝げんに思ったのか、エムが訊たずねました。

　ピトフーイは、太い左ひだり腕うでの先、ロイの素す手でを見せながら答えます。

「ほれ」

　そこにあったのは、小指が根元から、中指が先せん端たんから失われている手。被ひ弾だんエフェクトが見えないことから、このバトルの負傷の結果ではなく、それ以前の怪け我がや、または生まれつきそうだったか。

「…………」

　目を見開いたエムは何も言わずに、ピトフーイは静かに男の左ひだり腕うでを下ろしました。そして、隣となりに転がっていた彼かれのＭ４Ａ１ライフルをその上に置いて、手を隠かくしました。

「さーって！」

　ピトフーイは立ち上がると、くるりと身を翻ひるがえして、エムを放置したまま、レンや他のプレイヤーの元へ駆かけ寄よりました。

「みんな、そろそろお開きにしなくちゃいけないんだけど、このあとグロッケンの酒場でパーティーしちゃう？　参加者募ぼ集しゆう！」

　フカ次じ郎ろうが即そく座ざに、

「ピトさんのおごり？」

「んー、まーしょうがないか？　言い出しっぺだし、ここは、エムが払はらうわ！」

「なら行く！　レンもな！　感想あるだろ？」

「まあ、いいけど」

　ＭＭＴＭを代表してデヴィッドが、

「誘さそいは有あり難がたいが、俺おれ達たちは止やめておくよ。次に会ったときは、敵同士だ」

「あら？　今でもそうだけど？　──ま、いいわ。お疲つかれ。あなた達たちは、私が作戦に使うに足る、優ゆう秀しゆうなチームだったわ」

「次は叩たたきのめす。なんならバズーカ出してもいいぜ？　じゃあな。──皆みなさんも」

　そして六人は、揃そろって左ひだり腕うでを操作。光の粒りゆう子しになって、このフィールドから消えていきました。

「お嬢じようさん達たちは？　一杯ぱい行く？」

　ピトフーイが訊たずねたのはＳＨＩＮＣで、答えるのはボスです。

「お誘さそいは大変有あり難がたいのだが、夜も遅おそい。ここで失礼させていただく」

「ざんねーん」

「楽しかった。いずれまた。銃じゆう弾だんの下で会いましょう」

　こうして、六人の勇ゆう敢かんな女達たち──、中身は女子高生達たちは、〝これ以上現実に戻もどるのが遅おそくなると、家で家族に何か言われそう〟という理由で去っていきました。

「あなた達たちは？」

　ピトフーイが顔を向けたのはＺＥＭＡＬの五人で、答えるのはトムトム。

「それより、そこのエム氏を、うちのチームに入れたいのだが」

「それは無理ね。コイツ私に借金があって、あと３００年くらい働かないといけないのよ」

「ぬう、残念無念。エム氏よ、金の工面にＭＧ４２を売ることがあれば、いつでも言ってくれ。俺おれ達たちは俺おれ達たちで、今日は失礼するよ」

「あらまあ。じゃあ、またね」

　マシンガンを愛する男達たちも、消えていきました。

　城の前に残ったのは、レン達たち四人と、ＳＦ兵士の六人。

「あなた達たちは？　と聞きたいけど──」

　エルビンが答えます。

「そうですね、顔バレしている俺おれだけが行くのも、なんですし……、ここでお別れします。色々と、ご協力ありがとうございました」

「こちらこそね。今度はストローを用意しておいてね」

　Ｔ─Ｓの六人も、大きな体で小さく会え釈しやくしながら消えました。

　こうして、とうとう城の前にはレン達たち四人だけになって、

「おいおいピトさーん、人徳なさすぎじゃん！　これじゃエムさんの財さい布ふをカラにできないじゃん！」

　フカ次じ郎ろうが本気で怒おこっていました。

「まあ、その分私とレンで飲むからいいんだけどさ」

「飲むのか」

「じゃ、席の予約取るよー？　四人でいいのねー？　飲み放題じゃなくていいよね。おごりだもんねー」

　フカ次じ郎ろうが、左手にスマートフォンを持っているような手て振ぶりで言いました。

　ＧＧＯに限らずＶＲゲームの酒場は、人が入りすぎたら同じ店を並行して設定できるので、満員で入れないということはないのですが。

「まあまあ、もう二人誘さそえるからさ」

　もう二人？

　フカ次じ郎ろうとレンが揃そろって首を傾かしげました。ピトフーイは左ひだり腕うでを操作。ストレージにしまってあったＭ９Ａ１バズーカが、再び実体化しました。

「おう？」

「でけえ！」

　初めて見たレンとフカ次じ郎ろうが驚おどろく前で、

「ほれ持って」

　ピトフーイは、１．６メートルの長さと、７センチの直径があるそれをエムに持たせて、

「あっちに向けろ」

　北西の城じよう壁へきの上に狙ねらいを向けさせて、その後ろに回ると、ロケットを装そう塡てんする穴へと顔を近づけたのです。

「おーい！　そこの二人！　飲みに行こうぜーっ！」

　バズーカをメガフォンにした人は、ＧＧＯでは間ま違ちがいなく初めてで、リアルでもそうはいないことでしょう。

　無事に声は届いたようで、立ち上がって城じよう壁へきの胸きよう壁へきから身をさらした二人は、それぞれ別のジェスチャーで答えます。

　シャーリーは、片手で、Ｒ９３タクティカル２を横にして高々と突つき上あげて──、

　クラレンスは、大きく両手を広げて肩かたをすくめて。

　そして、光の粒りゆう子しになって消えていきました。

「ありゃ、フラれた。フカちゃん、やっぱり四人でいいわ」

「ほいよ」

　遠目でも二人が誰だれだったか、ＳＪに参加して、なおかつ中ちゆう継けいを見直したレンにはよく分かります。

「あの二人……、いつからあそこに？」

　レンが聞いて、

「さあ？　でも、一人殺やってくれたんだから感謝ね」

　ピトフーイは答えました。そして、

「さて、じゃ、飲み会行きましょうか？」

　左手を振ふると、エムの肩かたの上にあったバズーカが消えていきます。

　肩かたの荷にがなくなったエムが、

「分かった。じゃあ、チーム一いつ括かつでグロッケンに戻もどる」

　左ひだり腕うでを動かします。

「久々戦ってみて、どうだった？　レンちゃん」

「ん？　あ？」

　突とつ然ぜん聞かれたレンは、さっきジェイコブにも質問されたことを思い出しました。

　そして、

「楽しかったよ！」

「うん！　それは何より。じゃあ、次のＳＪがあったら──」

「ＳＪよりこっちの方が楽しい！　みんなで協力してさ、簡単に倒たおせない強い敵を倒たおしてさ！　今度からチームＬＰＦＭは、こういったゲームや普ふ通つうのクエストのみ結成されるべきなんだよ！」

「ちょっとレンちゃん……、酒場でじっくりお話しようか？」

「えー？」

　レンの声を最後に、四人は城の前から消えました。







[image: 最終章II ある夏の日]










　最終章Ⅱ　「ある夏の日」







　気付いたら、そこにいた。

　冷たくカビ臭くさい、石の建物の中にいた。薄うす暗ぐらく殺風景な、そして高い天てん井じようが見えた。

「おい！　気付いたか？　──ドク！」

　聞き馴な染じみのある声がした。頭が痛かった。考えがふわふわして、まとまらない。

　次の瞬しゆん間かん、いつも頼たよりになる、逞たくましい顔が目の前に現れて、

「よし、もう大だい丈じよう夫ぶだな。いつまで寝ねてるのかと思ったぜ？」

　声の主が、いつもの白い歯を見せながら言った。

　ロイが、そこにいた。

　戦せん闘とう服ふくに身を包んで防ぼう弾だんヘルメットを被かぶっている彼かれを、俺おれは久しぶりに見た。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　生まれた国のために戦おうと志願したことを、後こう悔かいしたことは一度だってない。

　そして軍に入った以上、最強の兵士を目指そうとしたことも。

　思い出すだけで吐はきそうになるほど厳しい訓練と、サディストの教官の笑え顔がおと罵ば詈り雑ぞう言ごんに耐たえて、俺おれはこの国の栄はえある兵士の──、それも選ばれた一団の一人となった。

　誰だれにも名前の言えない部隊に、俺おれは十二年間いた。

　その間に、祖国が必要とした戦争に何回も行った。一つの国での任務が終わると、別の国に行った。戦争ですらない、存在すら公表されなかった作戦にも参加した。

　何人も殺した。銃じゆうで、爆ばく薬やくで、時にナイフで。

　厳しい訓練のたまものか、それとも才能があったのか、もしくはその両方か。俺おれは、たくさんの敵を倒たおした。倒たおすことができた。

　そのおかげだ。仲間の死を、それほどたくさん見なくて済んだのは。なにより、目の前では一度も見なくて済んだのは。

　部隊の仲間は、厳しい戦いの中で何人も死んでしまった。ヘリコプターの墜つい落らく事故で、十人近い仲間を一気に失ったこともあった。

　ただ俺おれは、一いつ緒しよに戦った仲間や、率いた部下達たちを失ったことはなかった。いくつもの作戦に参加して、その全てで、チーム全員を生かして帰してきた。それは俺おれにとって、何よりの誇ほこりでもあった。

　長年組んできたロイという頼たよりになる男が、本当に呆あきれたミスで自分の手を自分の銃じゆうで撃うち抜ぬいてしまったのが、チームが流した血の全てだった。

　あれは一生の笑い話だ。

　指を失った手をヒラヒラと振ふって、

「くそったれ、これでアカデミー賞は無理だ！　オスカー像を抱いだく夢が！」

　軍に入る前は役者をやっていたという彼かれは、そう言って皆みなを笑わせた。







　肉体的な限界を感じて特とく殊しゆ部隊を、そして軍を円満に辞やめたあと、俺おれは故郷の町に戻もどって、ごくありきたりな仕事に就ついた。

　ありがたい好景気のおかげで、仕事はいくらでもあった。気分次し第だいでいくつか変えたが、生活に困ることはなかった。

　この間に結けつ婚こんもしたし、子供も生まれた。

　俺おれはこのまま、幸せな国民の一人として、良き夫、良き父として、平へい凡ぼんかつ幸せに生きていくのだと思った。そう信じていた。

　自分の体と心がおかしくなっているなんて、これっぽっちも思わなかった。




　だからだろう、かつての戦友に〝仕事〟に誘さそわれたとき、それほど深く考えずに参加した。

　それは、〝民間の警備会社社員〟として、政治情勢の悪い外国で、重要な施し設せつを守る仕事だ。

　誰だれにでもできることではない。そして、俺おれにはできるという自信があった。

　妻は、猛もう反はん対たいした。

　給料も今までよりずっといいのだと、家族に楽をさせられると言ったが──、離り婚こんまでちらつかせて反対された。

　最終的には、俺おれが我を通しきった。

　俺おれは妻に何度も言った。大だい丈じよう夫ぶだ心配はないと。俺おれは、もっとずっと危険な戦場から、何度も生きて帰ってきたと。

　そして外国に赴おもむき、俺おれは無事に帰ってきた。

　２ヶ月ほどの任期で、危険なことは何度かあった。

　護衛していた車列に遠くから銃じゆう弾だんが撃うち込こまれたり、施し設せつに迫はく撃げき砲ほうが着ちやく弾だんしたり。

　仕事の一いつ環かんとして訓練していたその国の新兵がバカをやって、機き関かん銃じゆうを暴発させたこともあった。時には、石油精製施し設せつを守るために、時には兵器を輸送するトラック隊を守るために、散発的に戦せん闘とうになった。

　俺おれは全てをやりきって、かなりの大金と共に帰国した。かすり傷一つ負わずに。

　そして、楽しかった。




　祖国で、安い賃金で働くのは止やめた。

　俺おれは定期的に外国に出かけると、そこで仕事をした。どこで働いたかなど、言えない場所ばかりだ。普ふ通つうに入国しようとしたら、止められる場所ばかりだ。

　行く度たびに、何度か戦せん闘とうをこなした。激しいときもあれば、すぐに終わることもあった。そして俺おれは、いつも無傷で帰ってきた。

　２ヶ月から３ヶ月間海外で仕事し、１ヶ月ほどを故郷で家族と一いつ緒しよに過ごす。そうしてまた次の〝出で稼かせぎ〟に行く。

　妻はもう何も言わなくなった。立派に娘むすめ達たちを育ててくれていた。




　そんな俺おれの新しい生き方に反対したのは──、

　あろう事か、ロイだった。

　彼かれは同じように軍を辞やめた後、同じように〝警備員〟としてあちこちで働いて、その実力は色々な会社から高く評価されていた。一いつ緒しよに仕事をすることすらあった。

　それなのに、ある日突とつ然ぜん、もう二度とやらないと己おのれに誓ちかい、そして俺おれにまで引退を勧すすめてきた。

「なあジェイク……、お前が、俺おれの知る限り最高の兵士だということは分かっている。でもな、もういいだろう？　これ以上危険な場所で働く必要がどこにある？　今度こそ、死ぬかもしれないぞ？」

　いや、大だい丈じよう夫ぶだ。

　俺おれはまだ戦える。

　そして死なない。

　どんな戦場からでも、生きて帰ってきてみせる。

　今までのように。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　気付いたら、そこにいた。

　戦せん闘とう服ふくに身を包んで防ぼう弾だんヘルメットを被かぶっている彼かれを、俺おれは久しぶりに見た。

　眼鏡の男が俺おれの頭に包帯を巻いていて、

「なるほど。運がいいですね、ジェイコブ」

　親しげに話しかけたが、俺おれはこんな奴やつは知らない。誰だれだ？

　そもそも、ここはどこで、俺おれは、そしてロイは、何をしているのか？

「ああ、記き憶おくの混こん濁だくがあるようですね。無理もない。あれだけ頭をぶつければね。国に帰ったら、精密検査ですよ」

　なんのことだ？　俺おれの問いに、ロイが答える。

「くそっ！　本気で記き憶おくが飛んでいるのか？　頼たのむからしゃっきりしてくれ！　〝仕事中〟だぞ俺おれ達たちは！」

　ロイは言った。

　本当に分からない。思い出せない。今はいつだ？　俺おれはどこにいる？　何をしている？

「…………」

　可か哀わい想そうな子供を見るような目をしてから、ロイは俺おれに全てを教えてくれた。

〝俺おれ達たち〟のチームは、この東とう欧おうの国で、重要な仕事中なのだと。この廃はい城じようで確保したロシア製核かく弾だん頭とうを、迎むかえのヘリが来るまでの２時間、守り切るのだと。

　東とう欧おう？　核かく弾だん頭とう？

　何も考えられない俺おれに、ロイは黙だまってビデオカメラの映像を見せた。彼かれはチームにいた頃ころから、情報を記録する仕事も受け持っていた。

　そして小さな画面の中に見たのは──、俺おれだった。

　どこかの部屋で、いつもの口調で作戦を告げている俺おれだった。

　核かく弾だん頭とうを探すために立てた俺おれの作戦を、ロイ以外見たこともない男達たちが、真面目に聞いている。別の映像では、この国の軍隊のものらしいロシア製のヘリに乗って、移動している。また別の映像では、周囲を警けい戒かいしながら、森の中を進んでいる。

　信じられないが、疑いようがなかった。

　そこに映っていたのは、いつもの俺おれだった。

　つまり俺おれは、参加した〝仕事〟の最中に負傷し、ここまでの記き憶おくを失うという大失態をやらかしていたのか。

「いいや、ここまでは上手うまくいったんだ。お前は……、そうは思わないだろうが」

　ロイは、ビデオでは分からなかったことを教えてくれた。

　俺おれ達たちはこの仕事のために集められ、この国にやってきた。

『ロシア製の核かく弾だん頭とうが１発、処分場への輸送中に行方ゆくえ不明になっている』

　あまりにも不確かで信じがたい情報を、実際に目で見て確かめるための任務だったのだが、それは真実だった。俺おれを入れて七人のチームは、障害を排はい除じよし、この城への侵しん入にゆうに成功した。そして、核かく弾だん頭とうを見つけてしまった。

　戦せん闘とう中、俺おれは飛んできた破は片へんで、ヘルメット越ごしに頭をぶん殴なぐられた。

　しかし、死ななかった。頭痛とわずかな出血、そして数分の意識不明と、記き憶おくの混こん濁だくで済んだ。

「やっぱりお前は凄すごいよジェイコブ。不死身だ」

　知ってる。

「あと２時間でヘリが来る。それまで、お前の力が必要だ。さあ起きろ！」







　小さな城は、２時間守りきるべき場所は──、

　死体に囲まれていた。

　それまでの戦せん闘とうで屠ほふった、この国の反政府組織や、戦せん闘とうに参加した民みん間かん人じん達たちの死体だ。周囲の平地に、草地に、森との境目に、十と重え二十はた重えに重なっていた。

　こんな壮そう絶ぜつな戦場は、久しぶりに見た。血がたぎった。

「武器なら腐くさるほどあるぞ！」

　ケインとハッサンという男達たちが、城の入口近くに山積みになっているのを見せてくれた。ここは反政府組織の集積所だったらしく、銃じゆうと弾だん薬やく、爆ばく薬やく、そしてＰＲＧ─７が売るほどあった。

　ウォッカという男はマシンガンを、ロックという男は、強力な対物ライフルを持っていた。

　映像の中では既すでに知り合っている男達たちだったが、俺おれは全てを忘れていた。彼かれ等らは、それでも俺おれに従ってくれた。頼たよれる男達たちに見えた。

「僕ぼくは戦せん闘とうが本職でないですからね。アテにしないでくださいよ」

　ドクはそう言った。

　彼かれは医者ではなかった。核かく物ぶつ質しつと核かく弾だん頭とうの博士だった。

　木箱に入っていたロシア製核かく弾だん頭とうを俺おれに見せて、現状で起き爆ばくすることは絶対にないが、再び奪うばわれたらどうなるか分からないと、有あり難がたいことを言った。

　そして、

「あなたがリーダーなんですからね。指揮してくださいよ！」




　頭痛が、不思議なほどあっさりと治まった。

　頭がしゃっきりしてくると、いつもの〝仕事カン〟が戻もどってきた。

　俺おれは城の構造を頭に叩たたき込こむと、全員の配置を決めて指示を出した。尖せん塔とうでスナイパーとマシンガナーが周囲を警けい戒かいして、それ以外のメンバーは状じよう況きように応じて位置を変え、柔じゆう軟なんに対処する。

　なるほど〝俺おれのチームの〟男達たちは──、ドクを除いてだが、ロイに負けず優ゆう秀しゆうだった。少ない人数で拠きよ点てんをどう守るか、俺おれの考えの全てをすぐに理解し、動いてくれた。

　そして、戦せん闘とうになった。

　ロイ曰いわく、この国の反政府武装集団と、そいつ等らにそそのかされた民兵達たち。核かく弾だん頭とうを奪うばって自分の手て柄がらにしようと、愚おろか者もの共が城に迫せまってきた。

　俺おれ達たちは遠えん慮りよなく、奴やつらを次々に血祭りに上げていった。地の利はこっちにあった。あまりに無策に、それも少人数で、無む駄だな突とつ撃げきを繰くり返かえす敵を押おしとどめるのは、とても容易たやすかった。

　敵がオモチャのようなドローンを飛ばしてきたときは、なかなか撃うち落おとすことができずに苦々しく思ったが、ロイは、

「なあに、どうせ内部の様子は見えない。外の様子はよく知ってるだろ？　そもそも連中の城だったんだからな」

　こともなげに言った。

　唯ゆい一いつの進入路である城門は、瓦が礫れきをできるだけ積み上げて地じ雷らいを仕し掛かけた。近づき入はいり込こもうとした奴やつらを、吹ふき飛とばした。

　罠わなに引っかかった男達たちが、鮮せん血けつをまき散らしながらバラバラになって吹ふき飛とぶ様子を、俺おれはなんの感かん慨がいもなく見た。

　城の周囲に、死体が増えていった。




　全身に鎧よろいを着た人間を見たときは、さすがに現実とは思えなかった。

　どこの博物館から持ってきたのか。中世さながらの甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ男達たちが六人、城に向かって押おし寄よせてきた。

　俺おれ達たちが撃うった５．５６ミリの攻こう撃げきを撥はね返したが──、

　やがてはロックの対物ライフルの餌え食じきとなって、全員が死んだ。その死体は、城の周りを囲む死体に紛まぎれていった。もう、数えるのも面めん倒どうくさくなった。




『俺おれ達たちは敵ではない』と書いた板を掲かかげてやってきた男達たちだけは、判断に悩なやんだ。

　もちろん自じ爆ばく特とつ攻こう兵の可能性はあったが、外見からでは分からない。また、武装をしていなかったのも変だった。

　軍隊時代、戦場で敵味方の識別にひどく苦労した経験から、判断は遅おくれた。敵しかいないと思われていた場所に、味方になってくれる武装組織があることは珍めずらしくない。そしてそれに気付かずに、撃うち合ったことも。

　ただその連中も、別の敵からの銃じゆう撃げきが始まった瞬しゆん間かんに逃にげていったので、真相は分からずじまいだった。

　俺おれが意識を取とり戻もどしてから、騒そう々ぞうしい１時間が過ぎて──、さすがの敵も手数を失ったか、城を取り巻く世界は急に静かになった。

　このまま時間が過ぎ去ればいいと、誰だれもが思っていた。

　同時に、誰だれが何度来ても追い返してやれると、俺おれは思っていた。気を張ることをやめなかった。こうした〝休きゆう憩けい時間〟にアドレナリンが減ることが、そして集中力を欠くことが、何より恐おそろしい。

　俺おれは無線で全員に指示を出し続け、たぶん嫌きらわれ続けた。







　ヘリコプターの予定到とう着ちやく時間まで、残り20分になったとき、敵が動いた。

　南側の城門への攻こう撃げきだった。どこかの装そう甲こう車しやからむしってきたのか、防ぼう弾だん機能のある楯たてを持ち、一列で迫せまってきた。

　それは原始的だが、効果的な作戦だった。銃じゆう弾だんが弾はじかれる以上、接近を許してしまうのはどうしようもない。

　だが、より近づけば貫かん通つう力りよくも増すし、ＲＰＧ─７の射程にも入る。

　対処できる。問題はない。ヘリはもうすぐ来る。

　俺おれ達たちは慌あわてていなかった。いや、俺おれは慌あわてていなかった。

　部下が二人、戦死するまでは。




　虚きよを突ついて北門を突とつ破ぱしてきたのは、恐おそろしく足の速い三人の敵だった。

　全ての城門には地じ雷らいを仕し掛かけ、見張りのタイミングで吹ふっ飛とばせるようになっていた。それをかいくぐって突つっ込こんでこられるヤツがいるとは、まさか思っていなかった。

　城内で二人を倒たおしたが、その戦せん闘とうで、ケインとウォッカが死んだ。

　部下の戦死が耳に入ったとき、その言葉が信じられなかった。ロイは冗じよう談だんを言っているのだと思った。俺おれは一いつ瞬しゆんだけ、自分がどこにいるのか分からなくなった。

　さらに状じよう況きようは悪化した。尖せん塔とうにいたロックが、ここまで活かつ躍やくした対物ライフルを撃うたれていた。

　尖せん塔とうでの監かん視しの目が緩ゆるむと、南側の敵は突とつ撃げきを開始した。グレネードが、城じよう壁へきに着ちやく弾だんして揺ゆらした。

「押おされている。──どうする？」

　そこを守っていたハッサンの言葉に、俺おれは防衛線を、城じよう壁へきから城へと下げさせた。これ以上城じよう壁へきを守って仲間を失うわけにはいかない。安全な城の中に避ひ難なんして、より防ぼう御ぎよの固い城門を、爆ばく薬やくとＲＰＧで守れと。

　もう一つやらなければならないことがあった。城内には、突とつ入にゆうしてきた敵の最後の一人がいるはずだった。そいつを捜さがして、俺おれ達たちは見つけた。俺おれは見た。

　Ｐ９０を持って突つっ込こんできたのは、そして俺おれ達たちに捕ほ縛ばくされたのは、まだ少女だった。小学生の俺おれの娘むすめと同じ歳としくらいにしか見えない、小こ柄がらな小こ娘むすめだ。

　数々の戦場で散々見てきたので、〝少年兵〟自体は驚おどろくに値あたいしない。カラシニコフ小しよう銃じゆうなら、十歳さいにもなれば扱あつかえる。それでも、この年の女まで駆かり出だして自じ爆ばく特とつ攻こうと等しき攻こう撃げきをさせる組織に、俺おれは怒いかりを覚えた。

　どうせあと数分でヘリが来る。機き関かん砲ほうやロケット弾だんで武装したヘリだ。城じよう壁へき外側の敵は一いつ掃そうされるだろう。

　俺おれはこの小こ娘むすめだけを生かして連れて帰り、情報を聞き出すつもりでいた。

　だから、捕ほ縛ばくしてから暴れても殺さなかった。

　それなのに──、

　人が頭から壁かべに突つっ込こんで自殺するのを、俺おれは初めて見た。

　小こ娘むすめは自ら壁かべに向けて全速力で走っていくと、頭から激げき突とつしたのだ。

　首の骨が折れる嫌いやな音が、室内に甲かん高だかく響ひびいた。小こ娘むすめの顔が、ありえない方向を向いた。喉のどから空気を吐はき出だす音を立てながら、バタバタと小さな手足を動かしながら、目を見開いたまま死んでいった。

　俺おれは、戦場で初めて吐はいた。




「ジェイク、大だい丈じよう夫ぶだ落ち着け。南門は十分に支えられている。ハハ！　アイツらＲＰＧ食らって吹ふっ飛とんでやがるぜ！」

　無線でロイの声を聞きながら、俺おれは再び、恐おそろしい頭痛と目眩めまいに囚とらわれていた。

「しっかりしてくださいよ！　指揮官でしょ！」

　部屋に入ってきて怒ど鳴なったのは、ドクだった。弱々しい男は、いつの間にか戦士になっていた。

「念のために、中庭北側に弾だん頭とうを移します。敵はいない。ヘリが来たらすぐにピックアップしてもらいましょう！」

　しかし、それでは南側で今も戦っている仲間達たちは、ロイ達たちはどうなる？

「信じましょう」




　通路の奥おくに隠かくしてあった弾だん頭とうは、二人で運ぶには重すぎた。

　そして、

『ロイ、戦死！　繰くり返かえす、ロイ、戦死』

　耳に入ってきたロックからの報告が、それをさらに重くした。

　そんな言葉が存在すると、今まで思ったことはなかった。

『入はいり込こまれた！　ロケットでやる！』

『ハッサンは？』

　ドクが聞いて、

『言ってなかったか？　ＲＰＧの弾だん頭とうと一いつ緒しよに吹ふっ飛とんだよ！　だけど、こっちはまだ支えられる！　急げ！　ヘリはもうすぐ来る！』

　それが、ロックの最後の声になった。




　死んだ、死んだ。みんな死んだ。

　部下が死んだ。ロイが死んだ。

　そして、ここでやっと、俺おれは思った。

　生まれて初めて、思うことができた。

　ひょっとして──、

　俺おれも死ぬのか？




　いや、俺おれは死なない。

　今までそうだったように、俺おれは死なない。

　あと50秒でヘリは来るのだ。

　俺おれは死なない。

　ドクと共に、核かく弾だん頭とうを手にしたまま敵がいない北側に出て、

「あっ！」

　それが最後の言葉になって、ドクは死んだ。

　すぐさま俺おれがＭ４Ａ１で撃うったのは、そして俺おれの銃じゆうを撃うったのは──、

　さっき死んだ、あの小こ娘むすめだった。

　いや、違ちがう。

　あの小こ娘むすめは、今も城の中で死んでいる。

　よく似ている、同じ服と同じ装備の誰だれかだ。あるいは、姉し妹まいか。

　復ふく讐しゆうのためか、そうでないのか、その小こ娘むすめの殺気は凄すさまじかった。あんなに気持ちが悪い生き物を、俺おれは初めて見た。

　その体が凄すさまじい速度で飛とび込こんできて俺おれを蹴けり飛ばし、ナイフを突つき立たててきた。

　抜ぬいた拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうをナイフで刺さされたとき、自分でも不思議だったが、俺おれはそいつに聞いていた。

　なぜ戦うのか、と。

「楽しいからだよっ！」

　笑いながら、小こ娘むすめは答えた。

　ああ、コイツは俺おれだ。

　戦いの興奮から身を引くことができなくて、平和な場所では息が詰つまるような思いをしていた俺おれだ。

　ナイフを引ひき抜ぬいて、体を回転させて斬きりかかってくる小こ娘むすめを、俺おれはおぞましいモノとして見た。




　首を斬きられて、噴ふき出だす熱い血を押おさえながら、

「これは、違ちがう……。もう、続けたくない……」

　俺おれは、言っていた。自分自身に対して、言っていた。

　違ちがう。俺おれが望んでいたのはこんな結末ではない。こんな生き方ではない。

「そうだね！」

　目の前に立った小こ娘むすめは答えた。

　次の瞬しゆん間かん、そいつは俺おれの目に、ナイフを突つき立たててきた。

　細い刃はが太くなって、やがて視界を真っ黒に染めた。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




「よう、ジェイク。気分はどうだ？」

　白い天てん井じようの手前に、黒い顔があった。指の欠けた手をヒラヒラと振ふる、ロイがいた。

　俺おれは、病院にいた。どこからどう見ても、それは祖国の病院で、綺き麗れいで、快適な空気の中にいた。

　お気に入りの野球チームのＴシャツを着たロイが、ベッド脇わきのイスに座すわりながら訊たずねる。

「覚えているか？」

　全部覚えている。ハッキリと覚えている。

「どうなった？」

　お前は死んだ。あの城の戦せん闘とうで、死んだ。

「オーケイ。じゃあ、お前は最後に、どうなった？」

　俺おれは、ピンク色をした小こ娘むすめと戦って、ナイフで刺さし殺ころされた。

「その通りです。素す晴ばらしい」

　病室にはもう一人いたことを、その声を聞くまで分からなかった。

　顔と視線を動かすと、ベッドの反対側にドクがいた。さきほど撃うたれて死んだ、眼鏡の顔があった。ただし、着ているのは白衣だった。一人のドクターが、そこにいた。

　俺おれは、切られたはずの左首筋に恐おそる恐おそる手を伸のばして、そのまま皮ひ膚ふに触ふれた。どうにもなっていなかった。包帯もなかった。むろん、痛みもなかった。

　ドクが、ゆっくりと顔を近づけながら言う。

「エマーソンさん、ご存じですか？」

　眼鏡が光に反射して、その目が見えなくなった。

「〝フルダイブ型ヴァーチャル・リアリティ・マシン〟というものを？」




　テレビゲームなど、ガキの頃ころ以来遊んだことがない俺おれが、そんなものを知っているはずはなかった。インターネットですら、必要最低限しか使っていないというのに。

　ドクの長い説明を聞いて、理解するまでにしばらくかかった。

　つまりは、体の感覚を全てシャットアウトして、脳に電気信号を送り、強制的に現実そっくりの夢を見させることができる機械だと。

　そんなものが、この世にあることすら知らなかった。

「そこで生み出される感覚は、現実となんら変わりはありません」

　つまり、どういうことだ？

「先生、アンタの説明が悪いんだよ」

「そう言われてもね、これ以上は簡単には言えませんよ」

「しゃーねえな。おい、ジェイク。良いいことと悪いことを一いつ緒しよに教えてやる」

　なんだ？

「俺おれ達たちは天国にいない」




　夢、だったのか？

　あの戦いも、仲間達たちの戦死も、あの小こ娘むすめも。

　作られた夢、強制的に見させられていた夢、だったのか？

「そうだよ。その通りだ。今思い出して考えると、変すぎやしないか？　謎なぞの東とう欧おうの国や、核かく弾だん頭とうや、都合のいい記き憶おく喪そう失しつや、押おし寄よせてくる敵てきや、通じない無線や、なぜか２時間待たないと来ないヘリコプターや。まあ、大きな噓うその方が信じられやすいってことで、あんな素すっ頓とん狂きような設定になったそうだけどな」

　ロイが言って、俺おれは納なつ得とくするしかなかった。

　確かに、おかしなことだらけだった。でも、夢を見ている最中は、どんなに変な話でもリアリティがあるように感じる。それは、今までの人生で何度も経験してきた。

「バッチリ上手うまくいったでしょう？　僕ぼくのプロットは完かん璧ぺきです」

　ドクは自画自賛した。

　じゃあ、なぜ？　なんのために？

「その前に、一つ聞いておきたい。正直に答えてくれ、戦友」

　なんだ？　戦友。

「また、〝仕事〟に行きたいと思うか？　あの夢みたいな場所に、行こうと思うか？」







　全部が、現実ではなかった。

　さっきドクが言った、〝メディキュなんとか〟と呼ばれる機械で、俺おれは強制的に夢を見させられていた。

　その依い頼らい者しやは、もちろんだが──、

「リザだよ。俺おれに泣いて頼たのんできた。理由は、分かるよな？」

　ロイが教えてくれた。俺おれの妻だった。

　うっすらと頭に浮うかんで、それがやがて確かな記き憶おくとなって蘇よみがえっていた。

　妻から、新しい健康保険に入るために検けん診しんに行くように言われた俺おれは、まず胃の内視鏡検査を受けることになった。

　仕方なく病院のベッドで横になった。鎮ちん静せい剤ざいがあった方が苦しくないからと、その書類にサインをした。

　それは、わずか半日前のことだった。今日の朝のことだった。

「もちろん、俺おれは協力することにした」

　そう言ったロイは、俺おれに対する説得力を増すために、雇やとわれていた。

　別の機械で同じ夢の世界に入はいり込こみ、一いつ緒しよに戦っているという演技をした。

　ドクもまた、その中で様子を観察するために同じ世界にいた。状じよう況きように応じて、シナリオを書かき換かえる役目もあった。

　他の仲間達たち──、ケイン、ロック、ウォッカ、ハッサンも、みんなそれなりの腕うでを持つ元兵士達たちで、そして過去に、同じように戦場に戻もどりたくなくなるような〝治ち療りよう〟を受けた者達たちだった。もっとも、俺おれほど派手にではなく、ヴァーチャルで戦場を追体験させて、そのトラウマをゆっくりと薄うすめていくものだったそうだが。

「お前には、生半可なショック療りよう法ほうではダメだって分かっていたからな」

　ロイが、肩かたをすくめながら言った。

　噓うその戦場の舞ぶ台たいとして使われたのは、いくつかあるフルダイブ型ヴァーチャル・リアリティ・ゲームのうち、もっとも現代戦を、銃じゆう撃げき戦をリアルに再現しているものだそうだ。聞いたこともない名前のゲームだったし、覚えるつもりはないが。

　あの場所で、俺おれはどうあっても〝戦死しなければならない〟シナリオだった。

　もしあの小こ娘むすめに殺されなかったら、誰だれかが、ひょっとしたらロイが、〝実は死んでいなかった〟ということになっていたらしい。

　突とつ然ぜんの裏切り者となって、俺おれを卑ひ怯きようで残ざん忍にんな方法で殺していたらしい。

「お前は強いよ、戦友。だからどんな戦場でも、〝職場〟でも、その頭脳と勇気と強運で生き残ってきた。それも無傷で、誰だれ一人ひとり仲間を失うことなく。いわば、勝ち続けてしまったギャンブラーだ。負けたことが一度もないので、己おのれの命を賭かけることに躊ちゆう躇ちよができなくなってしまっていた。自分がいかに危険なことをしているのか、理解できなくなっていた。〝負ける〟ことを、予想できなくなっていた」

　ロイの言葉を、俺おれは黙だまって聞いた。負け知らずのギャンブラーとは、言い得て妙みようだ。

　ドクが訊たずねる。

「そしてどうですか？　また、戦場に行きたいと思いますか？」

「それはさっき俺おれが聞いたよ、ドク」

「ええ、でもエマーソンさん本人から答えはもらっていません」

「おいおい、言われなくても分かるだろ？」

「いいえ。それに、僕ぼくは彼かれの言葉を聞いて、全て記録しなければいけません」

「だーっ、これだから医者ってヤツは……」

　No!

　俺おれは一言で返した。

　それは、最後にあの小こ娘むすめが、俺おれに言った単語だった。




　俺おれはドクに訊たずねる。

　あの小こ娘むすめは、最後に戦った恐おそろしい相手は、いったいなんだったのかと。

「ああ、あれですか？」

　ドクは眼鏡をくいっとあげてから、まるで全てが自分の手て柄がらのように言う。

「僕ぼく達たちの敵となるために創り出された、人工知能が動かす最強のＮＰＣですよ」

〝ＮＰＣ〟とは、なんだ？

「ああ、そこからですか……」







「エマーソンさん、今日だけは入院してもらい、経過を看みさせていただきます。なあに、個室の快適なベッドに美味おいしい食事──、ホテルのようなものですよ。夕方には奥おく様さまと娘むすめさん達たちもいらっしゃいます。では後ほど」

　よく喋しやべるドクが病室から去って、俺おれは戦友と二人きりになった。

　ずっと言いたかったことを、やっと言える。

　お前が死んでいなくて、本当によかった。

　俺おれは、チームの仲間を誰だれ一人ひとり失わなかった兵士として、これから一生自じ慢まんできる。

「そうだな。お前は凄すごいヤツだ。知っていたけどな。ジジイになってから、この話で酒を飲もうぜ」

　あの夢の中で、お前はずっと演技をしていたのか。

「そうさ。それが俺おれの役目だった」

　くそったれめ。すっかり騙だまされた。

　ロイは、指の欠けた左手をヒラヒラと振ふりながら言う。

「オスカーものだったろ？」




　ある夏の日──、

　俺おれは戦場に戻もどった。

　いや、戻もどらされた。




　そしてはっきりと分かった。

　人生で一番重要な場所は、戦場ではないと。

　それは、家族が待っている日常だと。

　人生で一番大切な行こう為いは、ギャンブルではないと。

　それは、しっかりと生きることだと。




　それにずっと気付けなかった俺おれは、

　あの日、あの戦場で死んだ。




　あの日──、

　俺おれは日常に戻もどることができた。




　あの夏の日のことは、一生忘れない。





（おわり）
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時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

この欄は、著者について紹介する部分なのですが、私の印象って、読者の皆さんによってだいぶ違うと思うんです。だから、今度から空欄にしておいて、読者さんが自由に書き込めるようにすればいいんじゃないかと本気で思ったりもしました。サボってないよ？

カレーなる筆者
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（このあと美味しくいただきました）




イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

作業机に置く手頃なサイズのテレビを注文したんですけど、間違えてサイズ10インチ大きいの買っちゃって、それでテレビ見てると頭くらくらする。
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